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序章　とある師し弟ていの問答







　実のところ、西方諸国で蒸気機関が考案されたのはかなり昔のことであった。だがエネルギー源――木材よりも費用対効果の高い燃料などはまったく発見されず、失敗作の烙らく印いんを押おされて百年近く忘れ去られていた。

　この蒸気機関が再注目されたのは、《最後の魔ま女じよ》と仇あだ名なされることになる一人の女性が『琥珀アンバー・炉リアクター』という画期的な発明を成なし遂とげたからだ。琥こ珀はくを燃料とする琥珀アンバー・炉リアクターによって、蒸気機関は十分な出力を持った動力源として瞬またたく間まに普ふ及きゆうした。

　蒸気機関による産業、技術、社会の変革は〈蒸機革命〉と称しようされ、教会の〝魔ま術じゆつ狩がり〟の反動として流行し始めていた汎知性主義――科学万ばん能のう論ろんの強力な後あと押おしとなった。

　エルルーア・アゾートが〝最後〟の魔女と呼ばれたのもこれが理由だ。

　琥珀アンバー・炉リアクターの最大の利点は、量産の容易たやすさだった。構造そのものは単純な三十二面体であり、その内部の熱変へん換かん反射材――真銀合金の蒸着技術もエルルーアによって確立されていた。

　また小型化も容易で、高純度の琥珀の供給を維い持じできるなら、琥珀アンバー・炉リアクターは点火が可能なギリギリの大きさ――直系二〇cm前後でも十分な出力を得る事ができる。

　だが――琥珀アンバー・炉リアクターがどうやって琥珀から熱量を取りだすのかについて、いまだ何も分かっていないのが現状である。便べん宜ぎ上燃料と言うが、琥珀は琥珀アンバー・炉リアクター内部で熱量を放出するだけで、燃ねん焼しよう――酸化反応を起こしているワケではない。

「風の発生が分からなくても風車は動く。水の組成が分からなくても水車は回る」

　と肩かたを竦すくめるエルルーアの態度から、彼かの女じよが琥珀アンバー・炉リアクターを造り出したのは偶ぐう然ぜんのなせる業だったと見る者も多い。

　しかし、彼女がその後も科学技術の発展に大きく貢こう献けんしたのは厳然たる事実である。

　いずれにせよ、彼女が最後の〝魔女〟と呼ばれたのは、研究の徹てつ底ていした秘密主義もさる事ながら、謎なぞめいた琥珀アンバー・炉リアクターの存在も理由の一つであろう。




「――だってさ。どう思う、ライル？」

　笑って、その《最後の魔女》本人が僕ぼくに問とい掛かけた。

　エル――エルルーア・アゾートは物々しい二つ名とは裏腹に、なんともざっくばらんとした性格の女ひ性とだった。だが、彼女の隠かくされた正体は正しよう真しん正しよう銘めいの魔女――いまや迷めい信しんと括くくられた魔ま術じゆつの継けい承しよう者しやだ。二重の意味で、その出自と地位を裏切る性格の持ち主だった。

　――褒ほめてくれてるんだから良いんじゃないですか？　特に誤字脱だつ字じもないようですし。

「そういうこと言ってんじゃないよ。あんたがどう思うか訊きいてんの」

　――まあ、身近な人の名前が本に載のるんですから、嬉うれしくなくはないですが。

「あ、そ」

　エルは肩を竦めると、手にしていた本をテーブルの上に放った。表紙には『世界を変えた偉い人じんたち ～近代編～』と題名が印字タイプしてあった。

「……世界を変えた偉人、ね。なんとも的外れだねぇ」

　エルの言葉に、僕は首を捻ひねった。

「だってそうだろ？　あたしの何ど処こが偉人だっていうんだい？　世界を変えた？　たしかにあたしは世界の在り様を変えた。だが間ま違ちがっても偉人じゃない」

　――普ふ通つうの人間には出来ない事をしたのだから、それは十分偉い大だいと言えるのではないか。

「偉大でも何でもないさ。だってあたしゃ、失敗した敗残者だからね」

　――失敗？　ここまで世界の在り様を変えて――それが失敗？

「……なぁ、ライル。多くの人間は世界を変えたいと望む。けどね、あたしは本当は世界を変えたかったんじゃない。あたしは人間を変えたかった」

　――人間を変える？

「世界は変わった。確かに変わった。だが、人間はどうだい？　玩おも具ちやが豪ごう華かになったが、その中身はどうだい？　石の斧おのを振ふり回まわしてた時代と何が変わった？

　世界を変えるのはすごい事だ。そうそう出来る事でもないし、責任や義務もあるだろう。だけど、あたしはこう思う。この世で真の偉業とは人間を変える事――いつの時代にも概がい念ねんだけはありながら未いまだ獲かく得とくできずにいる〝人間性〟を手に入れる事だと、ね」

　……僕は言葉を紡つむげずに震ふるえていた。

　言葉もさることながら――彼女の表か情おが、ひどく寂さびしそうだったから。まるで……世界中の人間に裏切られたみたいに。

「知性と理性で世界を照らせば……なんて本気で思ってた。けど、世界を変えるのと人間を変えるのは似て非なるものだった。そう――世界を変えるのは手段に過ぎない。そんな簡単な事に、あたしは気付きもしなかったんだ」

　……それなら、と僕は静かに言った。震えは止まっていた。

　――それなら僕が、エルが示そうとした人間になります。僕が、エルルーア・アゾートの最高の作品になります。僕が師せん匠せいを、けして敗残者になんかさせません。

「ライル……お前…………」

　エルはがたんと音を立てて椅い子すから立ち上がった。

「……ライル。本当にそう思ってくれてるのか？」

　――はい。

「なら……そんなぞっとするような顔はしないでおくれ」

　エルは僕の前に屈かがみ込んで、僕の頬ほおをほぐすように手の平を当てた。

「……ライル、お前は頭が良い。あたしなんかよりよっぽど……けどね、知性と理性だけで動くなら、そんなのはもう生き物ですらない。人間を変えるのは人間にしか出来ない。だから人を変えようと思うのなら、お前は誰よりも人間でありなさい」

　そう言って、エルは幼い僕を抱だきしめた。

「ライル、お前はあたしの大切な〝息むす子こ〟だ。だから……〝作品〟だなんて言わないでおくれ。そんな冷たい顔、しないでおくれ……」




　――エルが僕を抱きしめたのは、後にも先にもそれきりのことだった。

　あのとき、彼女はどんな気持ちで、僕を抱きしめてくれたのだろう……
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　ライル・バルトシュタインは、命の危機にあった。

　これまでにも師の実験の爆ばく発はつに巻き込まれたり、幼おさな馴な染じみの冒ぼう険けんに付き合って遭そう難なんしかけたりとろくでもない経験ばかりしてきたが、それらと比べても、生まれて以来もっとも死に近いところに居るに違ちがいなかった。

　目の前に、裸の少女が立っている。

　手足がすらりと伸のびた、背の高い少女だ。無む駄だな肉がほとんどない、引ひき締しまった身体が健康的な色いろ香かを帯びている。特に、ぴんと張はり詰つめた太ふと腿ももと、きゅっと引き締まった足首が大変魅み力りよく的てきだ。腰こしまわりのくびれのおかげで、唯ゆい一いつの衣服である白いショーツに収まったお尻しりと、小こ振ぶりだがツンと張り出した形の良い乳ち房ぶさとが、魅み惑わく的てきな対比を生んでいた。

　躍やく動どう的てきな美しい肉体である。

　だが、その身体を意図せず晒さらしているのは、彼女のただでさえ硬こう質しつに整った顔に浮うかぶ、引き攣つった表情がすべてを物語っていた。

「こっ、ここっ……ここ、こんな屈くつ辱じよく……！」

　真しん鍮ちゆう色の髪かみがかかった肩を震わし、少女は鈍にび色いろの瞳ひとみでライルを睨にらんだ。混乱、羞しゆう恥ち、憤ふん怒ぬ、さらにかなり本気ものの殺意が混じり合った、異様な眼光である。

　少女は手を伸ばしてベッドの上の服――ではなく、立て掛けてあったサーベルを掴つかんだ。

「……汚けがされた純潔は、血で贖あがなうしか……！」

　地じ獄ごくの官かん吏りも真っ青な鬼き気き迫せまる声に、真夏にもかかわらず背筋が凍こおる。燦さん々さんとした陽光も急に陰かげったようにライルは感じた。

（……どうしてこんな事に……）

　ライルの脳のう裏りに、ここへ至った経けい緯いが鮮あざやかに――走そう馬ま灯とうのごとく鮮やかに再生される。

　そもそもの始まりは、およそ二十時間前にさかのぼる……




※　※　※




「……終しゆう了りようっ」

　試験官の宣言に、講堂の生徒たちが解放の溜ため息いきを盛大に響ひびかせた。そして回収されていくテスト用紙に、喜びと悲しみの混じった視線を注ぐ。

　ライルも「うーん」と伸びをし、多くの生徒たちと同様軽い足取りで講堂を抜ぬけ出だした。

　晴れて夏の長期休きゆう暇かとなった直後の学院のキャンパスは喜びの声で溢あふれていた。いつもなら授業後は自分の研究室へ直行するライルだが、今日は学院の正門へ向かう。

　古めかしい立派な正門のすぐ傍そば。郊こう外がいの田園風景の中の路面汽車の停留所は、すでに多くの学生たちがひしめき合って列をなしていた。皆みな、解放感のままに街中へ繰くり出そうというのだろう。

　ライルは憂ゆう鬱うつな気分になりながら列に並んだ。すぐに後ろにも列ができ、真夏の押し競饅まん頭じゆうで息苦しくなる。

「おお～い。ライル～」

　声がして振り向むくと、絵に書いたような金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年が手を振っていた。人波を掻き分わけ近寄って来た彼かれは、まるで待ち合わせしていたように当然の顔でライルの横に並び、後ろの学生たちに白い眼で睨まれる。

「いやぁ、遅おそくなって悪い悪い。やっぱり持つべきは友だ」

　学がく生せい寮りようの相部屋で腐くされ縁えんの悪友であるヘイゼル・クレイリーはさも申し訳なさそうに語るが、もちろんライルは彼と待ち合わせをした覚えはない。

　自分をだしにズルをされては堪たまらない。糾きゆう弾だんしようと口を開くが、

「――奢おごるから許せ。いまさら最さい後こう尾びに追いやるなんて人情に欠けるぜ」

「……その奢り代の出で処どころも、元をただせば僕だろうけどね」

　ライルはやれやれと溜め息を漏もらした。

　ヘイゼルにノートの写しや試験のヤマを教えたのは、ライルの大きな過あやまちの一つだ。寮りようの相部屋ということもあって気軽に教えたら、この少年は学院の闇やみ売買――ノートや過去問題に試験予想を扱あつかう学生ネットワークを利用して利益を上げてしまった。

　そしてその関係がずるずるとここまで続いているのである。

「だから還かん元げんしようって言ってるじゃんか。それにバイトの合間に繋つなぎを維持するのもかなり大変なんだぞ？」

「その時間を真ま面じ目めに勉学に使えば、どこからも文句は出ないのに……」

　出会った当初こそ没ぼつ落らく貴族の苦学生ということで密ひそかに感心していたが、この図太さを知ってからはライルも力なく肩を竦めるばかりである。

「……オメーがそれをいうかね」

「？　どういう意味？」

「暇ひまさえあれば美少女を侍はべらす好色野や郎ろうめ。いまじゃお前の二つ名は《最後の魔女の弟で子し》より先に《淫いん欲よくの魔ま王おう》が出てくるんだぞ」

「ちょっと待った。初めて知ったし事実無根だよそれ――」

「何が事実無根か！　美人の貴族令れい嬢じようの幼馴染みってだけでも嫉しつ妬ともんだったのに、さらに神秘的な銀ぎん髪ぱつ美少女を秘書に雇やとい――近ちか頃ごろは軍服姿の美少女ときたもんだ！　どうせこれからも女と予定があるんだろ？　ええっ？」

「きょ、今日はただ長期休暇中の家庭教師の予定の相談を……」

「どうせその家庭教師先の生徒も毒どく牙がに掛けるんだろうがっ！」

「ぐぅ……か、彼女はまだ十一歳さいの女の子で……」

「貴様！　ロリまでもか！　ロリータまでもか！　許せん！　腐り落ちろ！」

　興奮したヘイゼルに襟えり首くびを掴まれてがくがく揺ゆさぶられ、ライルは暑さもあって気が遠くなりはじめた。

「――失礼」

「はい？」

　肩を叩たたかれ振り向いたヘイゼルの目に、構えられていた二本の指がずぶりと突つき刺ささり、甲かん高だかい悲鳴が上がった。

「目がっ！　おれの目がぁぁぁあああああああああああっ！」

「あらあら？　思いの外、しっかりと突き刺さってしまいましたね」

　地面を転がるヘイゼルを、その犯人はあまり罪悪感もなさそうに見下ろした。

「まぁ、瑣さ事じはさておき――ごきげんようございます、ライルさま」

　淡あわい金きん髪ぱつに小麦色の肌はだの少女が、メイド服の裾すそで指を拭ふきながら明るく笑った。

「ミラ？　どうしたの？」

「きっと混こみ合あっていてお困りだと思って、快適な移動手段をご用意しました」

　ミラ・ゴーシュはそう言って、正門わきに停とめた二頭立ての馬車を示した。

「今日はマリーアお嬢じようさまもいないのでお一人で広々と使えます。もっとも、真夏の押し競饅頭が好きで好きでたまらないのでしたら無理は言いませんが」

「まさか。喜んで言葉に甘あまえるよ」

　ライルはぴくぴく痙けい攣れんするヘイゼルをひょいと跨またぎ、ミラとともに馬車へ向かった。列をなした学生たちが裏切り者へ向けるような視線を投げかけるが、ライルとて真夏の押し競饅頭が好きなワケではないのだ。

　ミラは客車の扉とびらを開けようとしてくれたが、ライルは御ぎよ者しや席の方へ飛び乗った。

「ライルさま？」

「御こ者つ席ちの方が風が当たって涼すずしそうだからね。迷めい惑わくだった？」

「……いえ。では出発しましょう」

　ライルの手を借りて御者席に上がったミラはこほんと咳せき払ばらいして馬に鞭むちをやった。路面汽車へ並んだ生徒たちの恨うらめしそうな視線を追い風に、馬車は軽快に走り出す。

「そういえば脇わき腹ばらの傷の具合はどう？　辛つらいなら代わるけど？」

「おかげさまで良好です。むしろお嬢さまに『無理をするな』と鍛たん錬れんを止められ、そちらの方が精神衛生的に悪いくらいです」

「そのマリーアは、今日は？」

「お嬢さまは試験が終わったら早々に街中へ向かいました。商談やら会合やらが立て込んでまして、今日も夜中まで帰ってこないでしょうね」

「ふぅん。マリーアも大変だ」

「ええ。けど後でちゃんと暇を作る為ためですから……時に、『も』とは？」

「ルーナリアもこの頃ごろ忙いそがしいそうなんだ。『猫ねこの鳴き声』での公演が連続で……その分、後でまとまった休みを取るって言ってたけど」

「ああ、なるほど」と、ミラは合が点てんがいったように何度も頷うなずいた。

「……ルーナリアさまも、いろいろ心配しているようですね」

「？　なんの話？」

「いえ、ライルさまもこの夏休みはいろいろと忙いそがしくなりそうだな、と」

　ミラは謎かけのように言って、あとは笑って誤ご魔ま化かした。

　四よ方も山やま話ばなしをしている内に、馬車は郊外から王都外辺部へと至る。真まっ直すぐ王都の中心部へ向かうにつれ、人と馬車の行き交いが目に見えて多くなった。汽笛を鳴らす路面汽車の数も増え、新たに施し設せつされる線路の工事もあちらこちらで見受けられる。建物も近代的な煉れん瓦が造づくりのビルディングが目立ちはじめた。

　国の首都は新しん陳ちん代たい謝しやが激しいものだが、イルゼシュタイン王国の王都ヴェルグもそれに漏れない。そんな王都の中央に座すのは、歴史の重みを感じさせる白はく亜あの城だった。

　この国の中心、イルゼシュタイン城である。

　ミラは手た綱づなを引き、馬車を堀ほり沿いに城の裏側への進路を取らせた。『白の城壁ヴアイスブルグ』と呼ばれる外がい壁へきを眺ながめながら、やがて馬車が城の裏の小さな通用門前に停とまる。

　ライルは息苦しそうに襟えり元もとを緩ゆるめた。

「乗せてくれてありがとう。それじゃ、行ってくるね」

「ええ――と、その前に」

　ミラは身を乗り出すと、ライルの服装を整えはじめた。首に巻かれたクラバットを結び直し、襟えりをぴんと引き締める。さらに、収まりの悪い鉄色の髪を手て櫛ぐしで梳とかし、両手で念入りに眼鏡の位置を調整した。

「――こんなところでしょうか。出来る事でしたら、あふれる才気と大人びた余よ裕ゆう、それから切れ者めいた鋭するどい目付きと意志の強そうな凛り々りしい眉まゆが欲ほしいところですが」

「そんな無む茶ちやな……」

「あと背が五センチほど、でしょうか？」

「……それは言わないで。お願いだから」

　密かな悩なやみを指し摘てきされてそっぽを向くライルに、幼馴染みの少女はくすくすと笑った。

「ほらほら、不ふ貞て腐くされないでください。外そと見みで判断するような方を気にする必要なんてありませんよ。そういうのは安い人間だって白状してるようなものなのですから」

「その台詞せりふ、出来れば最初に言って欲しかったな」

　じろりと睨むが、ミラはにこにこ笑って悪びれた様子はない。さらに睨むが、やがてライルの方が根負けしたようにふっと表情を緩めた。

「……まぁ、意地悪なやり方だったけど、おかげさまで緊きん張ちようはほぐれたよ」

「それは重ちよう畳じよう。メイド冥みよう利りに尽つきるというものです」

「それじゃ改めて――行ってきます、ミラ」

「はい。くれぐれも気を付けて行ってらっしゃいませ」

　降りたライルに軽く頭を下げ、ミラは馬車を発進させた。

　馬車を見送り、ライルは城の通用門へ近付いた。堀に渡わたされた橋の手前に立った二人の兵士が、ライルを見て怪け訝げんな顔をする。

「……見学なら正門の方に行きなさい。迷子なら、もう少し先に憲兵所があるよ」

　まるっきり子供へ向けた台詞である。威い厳げんはともかく、せめて歳相応の雰ふん囲い気きくらいは欲しいとしみじみ思うライルだった。

「見学でも迷子でもありません。用事があって来ました」

「君が？」門番の兵士は胡う乱ろんな視線をライルに注ぐ。「……お名前は？」

「ライル・バルトシュタインと云いいます。イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン殿でん下かへ伝えてもらえば分かると思います」

　ライルがそう言うと、兵士たちはますます渋しぶい顔をした。

「……君、見たところ貴族の子し弟ていでもないようだし、中等部の学生さん？　俺おれたちは子供といえど不ふ審しん者しやは捕とらえないとならない。それが仕事だからね」

「いえ、イルザに言っていただければ……」

「くどい！　ご病気で長年人前に出なかったとはいえ、王女殿下を呼び捨てにするとは何事だ！　すぐに引き返さねば不敬罪で逮たい捕ほするぞ！」

　兵士たちは担かついだライフルを鳴らして凄すごんだ。この分だと家庭教師に呼ばれたと言うのは火に油だ。どうすれば信じてもらえるのか。

　ライルが心底困っていると、

「――――何をしているか！」

　凛りんとした声に、兵士二人の動きが止まった。

　声を上げたのは通用門からこちらへ歩いてくる背の高い少女だ。まだ十七、十八歳ほどと思われるが、表情や立たち振る舞まいに幼さや甘さは感じられす、それゆえ身に纏まとった軍装と腰に提さげたサーベルがこれ以上なく似合っていた。

「近衛少しよう尉い殿どの……」

「何をしてるのか、と訊いている」

　少女に誰すい何かされ、門番の兵士たちはたじろいだ様子を見せる。階級は少女の方が上らしく、兵士たちは慌あわててライフルを担ぎ直して敬礼した。

「ハッ！　不審者を見つけましたので、お引き取り願おうと思っていた所であります！」

　少女の鈍色の瞳が向けられ、ライルは思わず姿勢を正した。

「……お通しして差し上げろ。こちらの方はイルザ殿下のお客人だ」

「へ？　ほ、本当に？」

「自分が嘘うそを吐ついていると？」

「と、とんでもありません！」

「……行きましょう、ライル殿」

　少女が歩き出し、ライルは慌てて付いて行く。兵士たちは呆ぼう然ぜんと見送った。

　小さな通用門を潜くぐり抜けると、手入れの行き届いた木立だった。石いしの敷しかれた細道を歩きながら、ライルは遅おくればせながら少女へ礼を言う。

「ありがとうございました、ツェツィーリアさん」

「礼を言うくらいなら、もっと威厳を持っていただきたい」

　軍装の少女ことツェツィーリア・グレイザーは、ライルをじとりと見下ろした。

「貴公あなたがもっと堂々としていれば、門番たちもちゃんと確かく認にんした筈はずです。仮にもイルザ殿下の家庭教師を務めるお方が、そんな体ていたらくでは困ります」

「……すみません」

「まったく。自分が居なかったらどうするつもりだったのですか」

「恐きよう縮しゆくです……あれ？　そういえばツェツィーリアさん、なんであそこに居たんですか？」

「っ！」

「もしかして、僕が来るのをずっと待っていてくれたんですか？」

「ばかなっ！　なんで自分が貴公を待っていると？　朝からずっと通用門前で突っ立っていたとでもっ？　自うぬ惚ぼれるのも大たい概がいにしていただきたい！」

「す、すみません……」

「だいたい、貴公はまったく自分の好みではない！　イルザ様を助けていただいた事には感謝していますが、自分の理想の男性像は逞たくましくて力強い男性なのです。年ねん齢れいだって上の方が良いし、できれば背だって自分より高い方が――」

「ええと……何の話をしてるんですか？」

「だからっ！　つまりっ！　自分が好き好んで貴公を長々と待つ事などないと言いたかったのです！　分かっていただけたかっ!?」

「わ、分かりました……」

「分かっていただければいいのです」

「分かりましたから、そろそろ離はなれてくれませんか？」

　おずおずと提案すると、ツェツィーリアははっとした。勢い込むあまり、ライルに覆おおい被かぶさる形になっている。見ようによっては、押し倒たおそうとしているかのようだ。

「……貴公が不ふ甲が斐い無ないのが悪いのだっ！」

　ばっと身を引くと、ツェツィーリアは早足というより小走りで先に進んでいった。なにか理り不ふ尽じんなものを感じながら、ライルは溜め息を堪こらえて彼女を追おい掛けた。

　木立を抜けると、瀟しよう洒しやな庭園が広がっていた。自然を切り取ったと言うより、楽園の箱庭と呼ぶべき調和性である。

　庭園の芝しばを進んでゆくと、やがて石造りの東あずま屋やに辿たどり着つく。東屋には二人のメイドが昼食の用意を進めており、上座には小さな女の子がちょこんと座すわっていた。

「――ごくろうさま、ツェツィーリア近衛少しよう尉い」

　女の子――現国王の孫にして第一王子の長女、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタインは、幼さに似合わぬ落ち着きぶりでツェツィーリアを労ねぎらった。

　丁てい寧ねいに結ゆわれた髪は純金色と評すべき眩まぶしい輝かがやきを放ち、肌は磨みがかれた大理石を思わせる滑なめらかさ。神に愛された天使のような顔には、余裕と自信を感じさせるアルカイックスマイル。貴金属と宝石で象かたどられたような容姿もさることながら、御おん歳とし十一歳にしてすでに可愛かわいいというよりは美しいと呼ぶのが相応ふさわしい、煌きらびやかな雰囲気の童女である。

　――確かにこれくらいの威厳があれば、さっきみたいなことも起きないだろうな。

　ライルは我わが身みを省かえりみてひっそり苦く笑しようした。

「あなたたちもごくろうさま。下がって良いわ」

　王女の言葉に、メイドたちは深々とお辞じ儀ぎをして去って行った。彼女らが庭園から姿を消すと、イルザは勢いよく椅子から飛び降りた。

「ライル先生！　お会いしたかったです！」

　イルザはぶつかる勢いでライルに抱き付ついた。おっとっとと支えると、イルザはすりすりとライルの腹に頬を擦すり付けてくる。

「待ち遠しかったです、本当に」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、たった二週間会わなかっただけじゃないか」

「二週間だろうと二日だろうと二分だろうと、待ち遠しいものは待ち遠しいのです」

　顔を上げ、イルザはライルの顔を見上げた。きらきら光る両眼は、その双そう方ほうで違う色を宿している。左は青玉サフアイアの如き蒼色ブルー。そして右は黄たそ昏がれ時どきの空を思わせる琥珀色アンバー。

　金銀妖眼ヘテロクロミアの王女は、驚おどろくほど無む邪じや気きな信しん頼らいの情をライルに向けた。

「ライル先生は、わたしに会えなくても平気だったのですか？」

「まさか。こんなに可愛い生徒に会えないのは僕もさびしかったよ」

　慕したってくれる生徒をこそばゆく思いながら、ライルは微笑ほほえんでイルザの髪を撫ぜた。イルザはライルの手の平を心ここ地ちよさげに受け入れる。

　妹がいたらこんな感じなのかな、とライルがしみじみ感かん慨がいにふけっていると、ツェツィーリアがこほんと咳せきばらいした。

「……イルザ様。ライル殿は恩人とはいえ、御おん身みのお立場をご理解ください」

「忠言痛み入るわ、ツェツィ」

　イルザは名残なごり惜おしそうにライルから離れ、テーブルに用意された食事を示した。

「ライル先生は、ご昼食はお済ませですか？　まだでしたら、話は食事をしながらにいたしませんか？」

　ライルは喜んでその申し出を受け入れた。

　屋外での食事だけあって驚くほど豪華とは言えないが、スープは驚くほどコクがあり、パンは口の中で小麦の香かおりが甦よみがえる。素材の厳選ぶりが伝わる素そ朴ぼくで実直な美お味いしさだ。

「おいしい葡ワ萄イ酒ンもあるんですよ。さすがにわたしは飲めませんが、ライル先生は？」

「いただきます」

　実じつ年ねん齢れいより年下に見られるライルだが、酒類はそれなりに飲める。食事と一いつ緒しよに用意された葡萄酒は、覚え違いでなければ庶しよ民みんには手の遠い高級酒でも当たり年の逸いつ品ぴんだった。

「それはよかった。それではツェツィ、ライル先生に注いでさしあげて」

「は？　じ、自分がですか？」

　護衛としてイルザの後ろに控ひかえていたツェツィーリアが、主の言葉に目を白黒させた。

「ライル先生だって、女性に注いでもらった方がうれしいでしょうし」

「そ、それは給きゆう仕じの仕事ですっ」

「下がらせてしまったものをまた呼ぶのも悪いわ。別にいいでしょ？　お酒を注ぐくらい」

「し、しかし……」

　ちらっちらっとライルに目をやり、ツェツィーリアは生き真ま面じ目めな顔を赤くした。

「……軽々しく殿との方がたに酌しやくなどと、そんな……は、はしたない真ま似ねは……」

「おおげさね。それならわたしが――」

「それこそおやめ下さい！　王女殿下自ら酌をするなどと！」

「そう？　それならお願いね」

「ぐぅ……」

　逃にげ道みちを塞ふさがれ、ツェツィーリアは呻うめいた。眉み間けんにしわを寄せて押し黙だまること数十秒、彼女は意を決して葡萄酒のボトルを手に取り、ライルに近寄った。

「ど、どうぞ――」

「だめだめ。もっと労わりの気持ちを込めて、伴はん侶りよに接するような優やさしい笑え顔がおをしないと。お酒の味も台無しだわ」

「…………っ」

　ひくりと口くちの端はしを痙攣させ、それでも健けな気げに主の言葉を守ろうと、ツェツィーリアは油切れを起こした機械じみた動きで笑顔らしき表情を作ってみせた。

「ど、どうぞ、ライル殿……っ」

　笑顔（？）を浮かべながら目だけは笑っていないツェツィーリア。

　ライルは刃やいばを突き付けられた気分で、おっかなびっくりグラスを差し出した。

「いかがです？」

　イルザがにこにこ笑って問い掛ける。葡萄酒の味は文句ないが、すぐ横の少女が鉄仮面じみた笑顔を浮かべていてはゆっくり楽しむ余裕はない。

　それからも、イルザはなにそれとツェツィーリアにライルの世話を焼かせた。ライルはいやお構いなくもう結構ですと断ろうとしたのだが、

「嬉しくないですか？　ツェツィに構われるのは先生もご迷惑ですか？　それともツェツィは先生の好みではありませんか？」

「いや、とっても嬉しいしツェツィーリアさんも美人だと思うけど……」

　と、ライルも結局は返事を誘ゆう導どうされてしまった。その返事を聞いたツェツィーリアは、恥はずかしさを超こえた怒いかりの眼まな差ざしでライルを睨んだものである。

「それで、ライル先生は今日から夏のお休みなのですよね」

　お腹なかいっぱいと満足げな顔で、イルザはお茶を嗜たしなみながら確認した。

「それで何か、急を要するご予定はありますか？」

「イルザの家庭教師の日程次し第だいだよ」

「実は、そのことで提案があるのです。王こ城こでは先生も落ち着かないでしょう？　ですから避ひ暑しよを兼かね、集中できる場所で泊とまり込みの授業をしていただけませんか？」

「集中できる場所で泊まり込み？」

「はい。わたし、もっともっとライル先生に授業をしてもらいたいのです。もっともっと、いろいろなことを教えて欲しいのです」

　イルザの家庭教師を受け持って二月余りだが、賢かしこい彼女は水を吸うように知識を吸収し、ライルもやりがいを感じていた。生徒にこう言われては、教師の返事は決まっている。

　ライルは笑顔で頷いた。

「そんなにお願いされたら、家庭教師の僕に否いや応おうはないよ。しっかりと職務を全まつとうする。けどその分、ちょっと厳しいよ？」

「望むところです」

　イルザは自信満々に胸を張って頷いた。

「では、食事を終えたらさっそく出発しましょう」

「………へ？」

「善は急げです。実はすでに列車の用意もしてあるのです」

「れ、列車？　ちょっとイルザ、僕もそんな急な――」

「だめですか？」

　しゅん……とうな垂れ、イルザは上うわ目め遣づかいに左右色いろ違ちがいの瞳をライルに注いだ。

「ようやく今日からライル先生に授業してもらえると待ち遠しかったのに……」

「うっ……」

　生徒のやる気を削そぐなど、教師としてあるまじき行こう為いである。あからさまにガッカリしたイルザの様子に、ライルの勤労精神がずきずきと痛みを発しはじめた。

　さらには幼い主の傍に戻もどったツェツィーリアまでが、『イルザ様の御お顔かおを曇くもらせるとは何たる不届き』と言わんばかりに睨んでくる。

「…………………わかった。行こう」

「はいっ。ライル先生ならきっとそう言って下さると信じてました！」

　ぱっと表情を変えて満面の笑えみを浮かべるイルザに、ライルは引き攣った笑顔を返した。




　――あとはもう、息つく暇もなかった。

　用意された馬車（なぜか分厚いカーテンで覆われていた）へ乗せられ王都中央駅へ直行、そのまま貴き賓ひん車へ。流れて行く王都の景色を茫ぼう然ぜんと眺め――そして一晩明ける。

　長旅を終えた列車の外に広がるのは、真っ青な空に夏の太陽。窓の隙すき間まから流れ込んでくる風は潮の香り。端たん正せいな区画整備がなされて蕭しよう然ぜんとした美しい町並みを行き交う人々は涼しげな格好で眩しい笑顔を浮かべていた。

　ヘクセンブルグはイルゼシュタイン王国北部の都市で、『魔ま女じよの帽ぼう子し』と呼ばれるブレーン半島の東側に位置する。ちなみにこのブレーン半島の東西で気候はまったく異なり、西側は温暖だが東側は冷れい涼りようである。故ゆえにヘクセンブルグは昔から夏場の避ひ暑しよ地ちとして発展した観光都市であった。

「さ、行きましょう」

　窓の外の光景に目め眩まいがするライルを、うきうきしたイルザの小さな手が引っ張った。

　ヘクセンブルグ駅のホームにはツェツィーリア同様の白い軍服の近この衛え兵へいたちが待ち受けており、一糸乱れぬ動きでイルザへ向かい敬礼した。

「長い道中お疲つかれ様さまです、イルザ殿下」

「お世話になります。父上は？」

「ベルンハルト殿下は生あい憎にくとご予定が詰まっておられまして、やはりご一緒することは叶かないませんでした。イルザ殿下に『済まないと伝えてくれ』と」

「そう……残念ね」

　会話を聞き、ライルは第一王子とまで顔を合わせることがなくて正直ホッとした。

　近衛隊に囲まれる形で駅の裏口へと出ると、四頭立ての馬車が用意されていた。馬に乗った兵隊たちに守られ、馬車はヘクセンブルグの街中を進みはじめた。

「――随ずい分ぶんと道が広いな」

　さすがに驚くのも飽あきてきたライルは、せっかくだからと街の観察をはじめた。

「ヘクセンブルグは、昔から貴族の避暑地として有名だったからかな。こういう立派な馬車が通ることも考えての街造りか」

「その言い方だと、ライル先生はヘクセンブルグへ来たことがないのですか？」

　ライル同様初めての街をわくわくと眺めていたイルザが、意外そうな声を出した。

「てっきり、ライル先生はこの街のご出身かと」

「……ああ、そう思われてたんだ」

　イルザの言葉を半秒ほど黙もつ考こうし、ライルは納なつ得とくしたように頷いた。

「この街ヘクセンブルグは、師せん匠せいが琥珀アンバー・炉リアクターを発明した土地でもあるからね」

　この『魔女の街ヘクセンブルグ』はその名めい称しように相応ふさわしく〝魔女〟と名乗る人々も多くいたらしい。だが三百年前に西方諸国を席せつ巻けんした『魔ま術じゆつ狩がり』によって、多くの魔女が狩かられたという。一時期は石いし畳だたみが赤く濡ぬれない日はなかったという、血ち生なま臭ぐさい逸いつ話わも残っている。

　その魔術狩りも過去のものとなり、魔女と呼ばれた人々も『観光客狙ねらいの占うらない師し』だったと思われるようになってからしばらく。この地で小さな工こう房ぼうを開いていた科学者が、現在の蒸気機関の発達を支える琥珀アンバー・炉リアクターを開発した。

　そう――《最後のエルルーア魔女・アゾート》の足そく跡せきは、この街から始まったのだ。

「けど、師匠はハイライン家の援えん助じよを受けるようになって移り住んでからはあまり寄り付かなかったからね。僕ぼくが育った土地も、こことは全然関係のない場所だよ」

「そうなのですか？」

「うん。だから……海も初めてなんだ」

　ライルたちが連れて行かれたのは郊外にある、王家所有の屋や敷しきだった。広く立派ではあるが、あくまでプライヴェートの為に作られたものらしく、華か美び過ぎず落ち着いた雰囲気だ。その分、海に面した高台からの景色は最高級で、北側広間のテラスから何も遮さえぎることのない水平線を一望できた。

「すごい……」

　風や匂におい、音と光――身体に浴びる初めての感覚に、ライルはわくわくと胸を躍おどらせた。

「これが海なのですね……！」

　ライルの隣となりで、イルザもテラスから身を乗り出さんばかりに海を凝ぎよう視ししている。

「ライル先生！　はやく泳ぎに行きましょう！　わたし、ずっとずっと泳いでみたかったのです！　泳ぎ方を教えてください！」

　ライルは苦笑した。勉強はどうなった、などと問うのはもはや野や暮ぼというものだろう。

「それはもちろんだけど……いいのかな？　王女様が軽々しく海岸へ出ていって」

「それなら大だい丈じよう夫ぶです。この屋敷のすぐ裏がプライヴェート・ビーチになっています。護衛をぞろぞろ連れて歩く必要もありません」

「それは良かった」

　納得して頷くが、気になった事があり、ライルは声をひそめてイルザに耳打ちした。

「――あの護衛の人たちは、君のことを……？」

　イルザの右みぎ眼めは『琥こ珀はく眼がん』――生まれながらに魔ま術じゆつを使う幻想種フアンタズマに見られる特とく徴ちようだった。彼かの女じよは本来人間には備わらざる琥珀眼を持って生まれた人間――ライルのような魔ま術じゆつ師しが『先祖還りアタヴイスム』と呼ぶ人間である。

　イルザは〝魔ま力りよく〟をその身体に貯ため込む体質だ。だが、幻想種なら当然あるべき魔力の制せい御ぎよ式しき――〝魔ま法ほう〟を持ち合わせてはいない。結果として不定期に貯まった魔力が制せい御ぎよされることなく暴走し、無む秩ちつ序じよに物理法則を歪ゆがめる『騒霊現象ポルターガイスト』を引き起こしていた。

　かつて『悪あく霊りよう憑つき』と呼ばれ嫌けん悪おされた先祖還りの騒霊現象が、科学文明の勃ぼつ興こう華はなやかなりし現代において耳じ目もくを集めない訳がない。だから彼女の父である第一王子ベルンハルトは、彼の持てる権力を注いで愛すべき娘むすめを隠かくし通とおしてきたのだ。

「わたしの右眼に関しては、先ほどの兵たちもこの家の給仕たちもみんな知っています」

　イルザは自らの右眼――かつては眼帯で隠してきた琥珀眼を示して言った。

「みんな、父の信頼する部下たちです。心配はいりません。ライル先生も、必要以上に気を張らないでください」

　それに、とイルザは左手を持ちあげて笑い掛かけた。

「この指輪のお陰で、もうわたしの中の〝悪あく霊りよう〟が騒さわぐこともないでしょうし」

　イルザの指に嵌はめられた、琥こ珀はくをあしらった指輪は、〈魔法のマーギツシ指輪ユ・リング〉と呼ばれる魔具だ。とある幻想種の一族に管理されていたこの〈魔法の指輪〉の効果は、その名の通り『特定の魔法を転写し保存する』ものだった。

　現在は、ライルが組み上げた魔法――魔力を抑おさえ込むという単純な魔法が転写され、イルザの騒霊現象を抑え込んでいる。

「こうして旅ができるのも海を見れたのも、全部ライル先生のおかげです――ですから、さあ！　はやく海へ行きましょう！」

　イルザは無用な気き遣づかいを吹ふき飛とばすように、明るく大きな声でライルの手を引いた。

「わかったわかった。でも慌てないでくれイルザ。そもそも僕は水着どころか着き替がえも持って来てないんだから」

「それは大丈夫です。ライル先生のお洋服はしっかり用意させていますから」

　イルザがパンパンと手を叩いた。すると数人の給仕たちがやってきて、手に携たずさえた服を持ちあげた。いつもライルが着ているようなシャツとスラックスに、ラフな開かい襟きんシャツから黒光りする礼服まで。ぱっと見、どれもライルにぴったりの大きさである。

　手て際ぎわの良さに感心するやら呆あきれるやらのライルだが、給仕たちが持って来てくれた中に一番必要な衣服が見当たらなく、ちょいと首を傾かしげた。

「肝かん心じんの水着がないみたいだよ？」

「あら？　ちゃんと用意してもらったのですけれど……すぐに探させますから、その間に先生はツェツィを呼んできてくれますか？」

「そういえばツェツィーリアさんが居ないね」

　いつもイルザに付きっきりの彼女にしては珍めずらしい事である。

「ツェツィにも着き替がえて海で泳ごうと言ってあるんです。なにせ彼女にはずっとお世話になってますから、この機会に楽しんでもらおうと」

「楽しんでるツェツィーリアさんか……あまり想像できないね」

「ええ。それはもうすごい剣けん幕まくで『自分はイルザ様の護衛です！』やら『護衛が軍服を脱ぬぐなどあり得ない事です！』だの、『挙句に水着なんて言語道断ですっ!!』って」

　その様子が容易に想像できてしまい、ライルはイルザと一緒に笑ってしまった。

「けれど、最後には魔法の言葉で承知させました」

「魔法の言葉？　それはどんな？」

「それを言ってしまったら魔法の言葉になりません」

　どきりとするほど艶つややかに笑うイルザに、ライルは思わずたじろいでしまった。

（……やれやれ。本当にとんでもないお姫ひめさまかも）

「ツェツィの部屋は一階の右から三番目のお部屋です。よろしくお願いしますね」

「了りよう解かい」

　ライルはかるく頷いて踵きびすを返した。

　イルザの言葉に従って一階に降り、ツェツィーリアの部屋にやってくる。ノックをしようとしたが、ドアは半開きになっていた。手を翳かざし、そのまま押おし開ひらく。

「ツェツィーリアさん。イルザが海へ行こうって――」

「――――――へ？」

　ツェツィーリアが、いつもの生真面目顔からは考えられない、呆ほうけた顔で固まった――腰こしに両手を当て、ショーツを脱ぎかけの体勢で。

　ベッドに脱いだ服が放ほうられ、いままさに着替えの真っ最中だった。レースカーテン越ごしの柔やわらかな光が、ツェツィーリアの肢し体たいを余すところなく照らし出している。

　初めは微び動どうだにしないツェツィーリアだったが、さすがに十も数える頃ころには顔を真っ赤に染め、脱ぎかけのショーツに掛けていた手をぶるぶると震ふるえさせはじめた。

「きっ、あっ、そっ、なぁ――――――」

　意味のない音を吐き出だすと、ツェツィーリアは唯ゆい一いつの衣服となったショーツをグイッと持ち上げ――その勢いでバランスを崩くずし、混乱した心情もあって無様に転てん倒とう。下着が食い込みがちな足の付け根を、大おお股また開きでライルに見せ付けた。

「あ――――」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああっ！」

　女性の口から出るには、ちょっとあんまりな悲鳴が上がって……
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　……ライルはこうして、裸はだかのツェツィーリアと相対することになったのだった。

「なっ、なっ、ななっ、なんたる辱はずかしめ！　ぜ、ぜったいに……絶対に！」

　今すぐサーベルを引ひき抜ぬかんばかりのツェツィーリア。

　謝あやまる、逃げる、死んだふり――ライルは瞬しゆん時じにいくつもの生存プランを検けん索さくし、もっとも成功率の高いものを即そく座ざに実行した。

「――これは憂ゆう慮りよすべき事態だ」

「絶対に今すぐその首刎はねて――――は？」

　這はい蹲つくばって許しを乞こうべき人間の沈ちん痛つうな表情と深刻な声に、ツェツィーリアの刃を抜きかけた手が止まった。

「これは非常に憂慮すべき事態です。分かってますか、ツェツィーリアさん？」

「何をいまさら！　貴公の破は廉れん恥ちな所業は言語道断で――」

「破廉恥なのはあなたです。扉に鍵かぎも掛けず、それどころか半開きのまま着替えるなんて、あまりにも無防備すぎます」

「は、半開き？　そんなハズは――――」

「じゃあ僕がノブを回す音、聞きましたか？」
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「っ――」

　聞いていない。水着に着替える気き恥はずかしさで頭がいっぱいだったものの、さすがにそれくらいの音を聞き逃のがすはずはない。

「分かりますか？　あなたは僕という男が同じ屋敷に居ると知りながら、無防備にもドアを半開きにして着替えていたんです。この危機感の無さは露ろ出しゆつ癖へきが疑われるレベルです」

「ろ、露出っ？」

　思いもしない単語を聞かされ、ツェツィーリアは鈍どん器きで殴なぐられたようによろめいた。

「じ、自分はそんな性せい癖へきなんて――」

「国家百年の計も蟻ありの穴から崩れ始めるもの。どんな凶きよう悪あく犯はんも、たいていは万引きみたいな軽い罪からのっぴきならない状じよう況きように追い込まれて行くんです。重度の変態的嗜し好こうも同じです。あなたは意識してなかったかも知れませんが、こんな状況で着替えていた事が、心の何ど処こかで『覗のぞかれても構わない』と考えていた証しよう拠こに他ほかなりません」

　理路整然と流れるライルの説明に、ツェツィーリアは眩暈めまいを覚えた。自分はドアを閉めた筈だ。閉めた筈なのに開いていた。自分はちゃんと閉めたのか？

　ツェツィーリアは、まるで鏡に映った自分の姿が別人だったかのように愕がく然ぜんとした。

「そ、そんな……！」

　サーベルを取り落とし、がくりと膝ひざを落とすツェツィーリア。そんな打ちひしがれた彼女の肩かたに、優しく上着がかぶせられる。

「……ライル殿……？」

「大丈夫です。たとえ露出の気があったとしても、軽度ならどうにかなります。僕も力を貸しますから、一緒に厄やつ介かいな性癖を克こく服ふくしましょう」

「！　は、はいっ！」

　突つき落おとしといて手を差し出す――典型的かつ古典的な洗脳の手口だが、ツェツィーリアは新興宗教にはまった熱心な信者のように顔を輝かせていた。

「それじゃ、僕はいったん出てゆきます。ドアは閉めてゆきますが、ちゃんと中から鍵を掛けることをお勧すすめします」

　ライルは足早に部屋を出ると素す早ばやくドアを閉め、バクバクいっている心臓をようやく落ち着かせた。

「……あぶなかった」

　一いつ気き呵か成せいに理り詰づめでやり込めなかったら、興奮したツェツィーリアは本当にサーベルを引き抜いていたかもしれない。彼女には悪いと思うが、ライルとて自分の首は大切である。

「……それにしても、着痩やせするんだな、ツェツィーリアさん」

　脳のう裏りに焼き付いてしまったツィーリアの裸ら身しんに、ライルは思わず鼻を押さえた。




「――――なかなか計算通りにはゆかないものですね」

　そんな一連の事態を、水着に着替えたイルザが廊ろう下かの角から窺うかがっていたのだが、

「けれど、まだ作戦は始まったばかりなのです」

　幼い姫ひめ君ぎみの嫣えん然ぜんな笑みを、己おのれの鮮せん明めいな記き憶おく力りよくに懊おう悩のうするライルに気付く余裕はなかった。
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　疲れ果はてたライルは、二階広間のテラスで黄たそ昏がれに染まる空と海のコントラストをぼんやり眺めていた。海にはしゃぐイルザに泳ぎを教えるのは楽しかったが、何やかやと騒ぎが起こり、高かった陽ひが傾かたむく頃にはぐったりと疲ひ労ろうしきってしまった。

「……世界が輝いてる……」

　などと叙情的センチメンタルに呟つぶやいていると、散々楽しんだのにいまだ元気なイルザがやってきた。

「パーティに行きましょう！」

　すでに豪ごう奢しやなイブニングドレスに着替えたイルザに乞こわれるまま礼服に袖そでを通すと、背中を押されて馬車に乗り込まされた。

「ヘクセンブルグ市長やら地元の名士やらがパーティを開いてくれるそうです。わたしも顔と立場を売らなければならないので、こういうお誘さそいはお断りできなくて」

「誘ってくれるのは嬉うれしいけど、僕の礼れい儀ぎ作法なんて齧かじった程度だよ？」

「大丈夫です。そこはツェツィがフォローしてくれますから」

　一緒に乗り込むツェツィーリアは、お馴な染じみの軍装からベージュ色のドレス姿に変わっていた。上半身はぴったりと身体にフィットして、背中も大だい胆たんに開いている。

「……見ないでいただきたいっ！」

　ツェツィーリアは顔を真っ赤にしてライルを睨にらみ返かえした。

「いや、見ないでって言っても馬車の中じゃ……」

「う、ううっ……イルザ様、なんで自分がこんな格好を？　これでは護衛に支障が……」

　長身を縮こまらせた護衛の少女の訴うつたえに、イルザは無む垢くな宝石のように笑った。

「――ツェツィには、ライル先生にぴったりと寄より添そってもらうわ」

「なっ――じ、自分はイルザ様の護衛ですっ！」

「これも立派なわたしの護衛よ。考えてみて？　ライル先生がパーティで見知らぬ女性に声を掛けられて惑まどわされたら、わたしの授業にも支障が出るでしょう？　ライル・バルトシュタインという家庭教師を失うことは、わたしにとって大いなる損失だわ。ツェツィにはライル先生を守ることによって、わたしをも守って欲ほしいの」

「む……」

「これはわたしがもっとも信頼する者にしか任せられない大事な任務よ」

「……分かりました。イルザ様のご期待に微び力りよくながら全ぜん霊れいを尽つくします」

　ツェツィーリアは軍人の模も範はんみたいに敬礼したが、ドレス姿だとどこか滑こつ稽けいである。

「――心配してくれるのは嬉しいけど」

　うまく丸め込まれたツェツィーリアに苦笑しつつ、ライルは照てれ臭くさそうに頬ほおを掻かいた。

「僕なんかがパーティへ行っても、声を掛けてくれる女性はいないと思うけど」

「そんなことありません。ライル先生はとても素す敵てきな男性ですもの」

「そう？　僕に好意を持ってくれた女性なんて、片手で数えてお釣つりがくるよ？」

　ライルのこの一言に、イルザとツェツィーリアは顔を見合わせた。

「……失礼ですが、ライル先生に好意を持たれた女性というのをお聞きしたいのですが？」

「うーん……エルルーア師し匠しようは除外するとして……マリーアとミラくらいかな？　もっともミラは幼おさな馴な染じみの友人だから好意とは少し違ちがうだろうし……ルーナリアも、嫌きらってはいないだろうけど好意とまでは言いきれないんじゃないかな？」

　訝いぶかしげなイルザの問とい掛けに、ライルは指を折ったり戻したりしながら答えた。

　すると今度はツェツィーリアが、間合いを測る剣けん士しの如き眼差しを向ける。

「……自分もお聞きしたいのですが、ライル殿にとって、女性からの好意というのはどういうものを言うのだとお考えですか？」

「やたらに二人きりになろうとしたり、毛布に入り込んできたり、ドサクサに紛まぎれてキスしようとしたりとか……いやはや、女性って大胆だよね」

「「…………」」

　顔を赤らめて苦笑するライルに、イルザとツェツィーリアは妙みように納得した顔になる。

〝……この人、あれマリーアが好意だと思ってるのですね……〟

〝……あれに比べたら、さりげない好意など真昼の星みたいなものだろう……〟

　主従二人は揃そろって無言になり、なんとも渋しぶい表情でライルを見み詰つめた。

「？　二人ともどうしたの？」

　そうして一行はヘクセンブルグの公館に辿り着いた。近衛兵に囲まれて進んでゆくと、広大なホールにひしめく煌びやかな装いの人々が、一いつ斉せいにこちらを向く。

「ご招待にあずかりました、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタインです。今こ宵よいはよろしくお願いします」

　優ゆう雅がにスカートを持ちあげたイルザに、ホール一いつ杯ぱいの拍はく手しゆが上がった。

　そうして、すさまじい挨あい拶さつと笑顔の波状攻こう撃げきが始まった。イルザは完かん璧ぺきな礼儀で対応し、流れるようにライルも紹しよう介かいする。《最後の魔女の弟で子し》と聞き興味深そうな視線を向けられ、ライルは笑顔を引き攣つらさないよう苦労させられた。

　驚くべきことにイルザの予言は当たり、妙みよう齢れいの女性がライルに曰いわくあり気な視線を注ぎ、それを隣に立つツェツィーリアが防ぐということも度たび々たびあった。おかげで一通りの挨拶が済む頃には、ライルはへとへとになって壁かべ際ぎわへ逃れた。

「お疲れ様です、ライル殿」

　素っ気なく労うツェツィーリアが冷えた飲み物を差し出した。ライルはありがたく受け取り喉のどを潤うるおした。

「ふぅ……やっぱりこういうのは苦手です」

「エルルーア・アゾートのお弟子なら、こういう催もよおしに出る機会も多かったのでは？」

「ウチの師せん匠せい、こういう席は嫌っていたから、連れて行ってもらったことはないです……連れてってもらっても、イルザみたいには振ふる舞まえないでしょうけど」

　多くの人間に囲まれても笑顔を絶やさぬイルザを眺ながめ、ライルは小さく肩を竦すくめた。

「まぁ、威い厳げんなんて持つべき人が持つべきで、僕なんかには分不相応ですけど」

「どの口が言うのですか」

　ツェツィーリアが呆れたように言った。

「あんなに優すぐれた能力と勇気を披ひ露ろうしておいて、威厳は要いらないなどとよく言えます。ライル殿はもっと自分を誇ほこるべきです」

「ツェツィーリアさんも、もっと自分の容姿を誇るべきだと思いますけど？」

「じ、自分のことは良いのですっ」

　崩れかけた表情を「こほん」と咳ばらいして取とり繕つくろい、ツェツィーリアは話題を戻した。

「――ライル殿が立身出世に興味がないのは自分も理解しています。ですがやはり納得できません。あなたはもっとご自身を誇るべきです。なぜなら誇るべき事を成したのですから。威厳を持って、自らの名を唱えるべきです」

「…………」

　さて困った、とライルは思った。こうもはっきりと言われたのは意外と初めてのことだ。

　この生真面目で実直な少女にどう説明したものかと苦く慮りよしていると、

「――失礼」

　しわがれた声が掛けられ、二人は同時に振り向むいた。

　そこに立っていたのは、禿とく頭とうの老人だった。杖つえを突いているが足あし腰こしもまだ丈じよう夫ぶそうで、立ち姿に活力がある。単眼鏡モノクルを掛け、紳しん士し然とした微笑みを浮うかべていた。

「はじめまして、ライル・バルトシュタイン。儂わしはトビアス・ベルグマンというものだ」

「トビアス・ベルグマン？　まさか、かのドクトル・ベルグマンですか？」

「ほう？　儂の名をご存じか」

「もちろんです。お会いできて光栄です」

　ライルが握あく手しゆを求めると、ベルグマンはこちらこそと笑って手を差し出した。

「……お知り合いですか？」

「知り合いも何も……もしかしてツェツィーリアさん、博ドク士トルをご存じないんですか？」

「ええ、まぁ……」

　曖あい昧まいに頷うなずくツェツィーリアに、ライルは若じやつ干かん咎とがめるような顔で説明した。

「――ドクトル・トビアス・ベルグマン。イルゼシュタイン王国でも有数の機械工学、人間工学の権けん威いで、著作も多くあります。読んだことは？」

「い、いえ……」

「なら今度イルザの教材と一緒にお貸しします。数あるドクトルの業績でも抜きんでているのが、冷れい却きやく装置の改良による蒸気機関の効率化です。これがなかったら、蒸気機関車も飛行船も未いまだ実験段階だったでしょう」

「それは大げさだよ、ライル君」

「いえ。循じゆん環かん式機関はドクトルなしには成しえなかった事です。前からお訊ききしたかったのですが、ベルグマン・ウォーターと呼ばれる冷れい却きやく溶よう媒ばいはどんな発想で開発を？」

「ああ、あれは金属疲労の計測方法を模も索さくしているときに――」

　水を得た魚よろしく、二人の会話はどんどん難解で専門用語ばかりになってゆき、ツェツィーリアは頭痛を堪こらえるように顔をしかめる。もっとも、知識の花を咲さかす少年と老人は、そんな少女の様子に気付く気配はなかった。

「フラクタルフィンの開発にそんな逸話があったとは驚きです」

「こっちこそ、複雑系流体の第三公式を理解できる者がいて驚いているよ。しかも君のような若者が……エルルーアは良い弟子を持ったようだ」

　ベルグマンは興味深そうにライルを眺めた。

「儂は現在、ここヘクセンブルグの研究所の所長を務めておる。ぜひ遊びに来ると良い」

「ドクトル・ベルグマンの研究所なら、きっとご立派な施し設せつなのでしょうね」

「なに、所しよ詮せんは片田舎いなかの研究所だ。五う月る蠅さくないのが救いだが」

「研究者にとってはそれが一番重要では？」

「ハハッ、確かにな。いや、美う味まい酒目当てではあったが存外楽しい時間を過ごせた」

「こちらこそ」

「それでは、な。帰りの際は妖よう精せいの悪いた戯ずらに気を付けるように」

「『妖精の悪戯』？」

「昔の伝説にあるだろう？　森を汚けがす者には妖精が天てん罰ばつを下して、風で大切なものを奪うばってゆくと。そんな伝説になぞらえて、最近この街で噂うわさになってるのさ。人々をからかうような、まるで意思を持ったような風が吹く。これは妖精の悪戯だと。科学者の口から出るには非論理的だが……最近流は行やりの挨拶なので、な」

　そう言うと、老博士は背を向け去って行った。ライルはそれこそ妖精でも見たような顔で彼かれを見送った。

「…………妖精の悪戯、か。確かにドクトル・ベルグマンが口にするには不似合いな単語だな。そう思いませんかツェツィーリアさん……ツェツィーリアさん？」

　ライルの横に立っていたツェツィーリアは、目を開けたまま気を失っていた。




「――それでライル先生に肩を叩たたかれるまで白目を剥むいていたの？」

「白目は剥いてなかったよ。死んだ魚みたいだったけど」

「うっ、うううっ……」

　帰りの馬車の中で、ツェツィーリアは長身を縮こまらせた。

　ライルもイルザも、かわいそうと思いながらも笑いを抑える事が出来ないでいた。

「それにしても『妖精の悪戯』ですか……わたしもパーティで何度か耳にしましたけれど」と、イルザはそっと右目の縁ふちをなぞる。「……妖精って、本当にいるんですか？」

「そういった呼ばれ方をする幻想種も確かにいるね」

　ライルはイルザの琥珀眼を見るともなしに眺めながら言った。

「《貴き妖精アールヴアル》と呼ばれる眷けん属ぞくたちだ。イルゼシュタインの北東、このヘクセンブルグから百キロほど離はなれた場所にある《黒いシユヴアル森ツ・バルト》に棲すんでいる――らしい」

「『らしい』とは、博識のライル先生には似合わない言い方ですね」

「そう言ってくれるのは嬉しいけどね。現代じゃ、魔術は『迷めい信しん』や『世よ迷まい言ごと』だからね。まぁ、そうしたのは何なにを隠そう魔術師や幻想種なんだけど……〝魔術は秘するべし。けして人目に晒さらすことなかれ。幻まぼ想ろしを空そら事ごとと化さしめよ〟……ってね。だから僕も師匠以外の魔術師を見たことないし、人界から隠いん遁とんした幻想種だって会ったことなかったんだ」

「……なるほど。〝居ないもの〟になれば、そもそも狩られることもないですものね」

「そういうことだね」

「けれど、本当は居るんですよね？　なら妖精と呼ばれるような方々とも、お会いしてみたいです」

　無む邪じや気きに笑うイルザに、ライルもそうだねと笑い返した。

　やがて馬車が街中を過ぎ、虫の音も目立つ郊こう外がいの道へさしかかった時である。馬車の外で、馬の激しい嘶いななきが連続した。

「？　何かしら？」

「少々お待ちを――どうした？」

　落ち込んでいた状態から復帰したツェツィーリアが、凛りんとした声で客車の仕切り窓を開いて問い掛けた。御ぎよ者しやが、戸と惑まどった声を返す。

「わかりません。急に馬たちが騒ぎだして……危険なので、一度止めます」

　馬車が停止する。だが不安を掻き立たてる馬の嘶きは続き、イルザは思わずといった風にライルの袖をぎゅっと握にぎり込んだ。

「……ライル先生、ツェツィ……」

「大丈夫だよ、イルザ」

　普ふ段だん明るく振る舞っていても、襲しゆう撃げきされ連れ攫さらわれた記き憶おくはまだ新しいのだろう。大切な人が遠くへ行ってしまうのを脅おびえるようなイルザに、ライルは彼女の髪かみを優やさしく撫なでて微笑ほほえみ掛けた。

「もう、あんな事にはならない。させない。だから、君はしゃんとしてるんだ」

「――はい」

　イルザがこくりと頷く。ライルはツェツィーリアへ視線を移した。

「僕らも外へ出ましょう。状況を確かく認にんしないと」

「そうですね」

　ツェツィーリアは頷くや、馬車に持ち込んでいたサーベルを掴つかんだ。彼女がまず馬車を降り、続いてライルも降りようとすると、

「ライル先生」

「なんだい、イルザ？」

　呼び止める声に振り返ると、イルザは首に抱だき付ついて頬に口付けした。幼い少女らしい、ふっくらと柔らかな温ぬくもりが頬に宿る。

「……幸運のお守りです」

「――光栄だけど、あまりほいほいやっちゃ駄だ目めだよ？」

　窘たしなめるようにライルは言った。イルザを座すわり直させ、その鼻先をちょんと突く。

「『涙なみだとキスは女の最終兵器』――らしいからね。あまり濫らん用ようするのはよろしくない」

　そう言うと、ひらりと馬車から降りた。眼をパチクリさせるイルザにもう一度頷うなずいて馬車の扉とびらを閉め、騒ぎへと身体を振り向かせた。

　馬車の馬、近衛兵たちが騎き乗じようする馬がみな、興奮して激しく足あし踏ぶみしている。それでもなんとかその場で止まっていられるのは、兵たちの手た綱づなさばきが優れているからだろう。

「いったい……」

　戸惑った声を出すツェツィーリアだが、それは当事者である兵たちも同様だった。これといって特別なところのない、むしろ馬が安心するような緑の多い道の真ん中で突とつ然ぜん暴れ出したのだ。不可解な出来事に、皆みなが皆気味悪そうな顔をしていた。

「…………」

　そんな中、誰だれよりも静かなのがライルだった。

　注意深く観察すると、ライルは馬たちの異常に気付いた。しきりに瞬まばたき、涙を流している。あるいは、鼻息荒あらく異物を吐はき出すような仕草をする。それは、人間でもよくある行動――眼や鼻に侵しん入にゆうした刺し激げき物ぶつにむせるのと同じだった。

　だが、十頭近い馬たちが一斉に刺激物を浴びたとでも言うのだろうか？

　ライルは人指し指を唾つばで濡らして風向きを確認した。

「……変だな」

「言われるまでもなく、変です」

「馬じゃなくて、風です」

「風？」

　言われて肌はだに当たる風に集中するツェツィーリアだが、吹いているのは何の変へん哲てつもないそよ風である。

「変でしょ？　草木がざわめいているのはここだけです」

　言われ、ツェツィーリアもようやく気付いた顔になる。確かに風は吹いているが、吹き付ける先にある林の枝葉が、まったくなんの音も発していない。

「不自然な風……なるほど、これが『妖精の悪戯』か」

　一人納得して頷くライルに、ツェツィーリアが瞠どう目もくする。いかに魔術という常人にはない知識を持っているとはいえ、その観察力と冷静さは素す直なおに感心してしまう。

　ライルはさらに周囲を見回すと、右斜め前方五十メートルほどにある木立に目を留とめた。

「――行きましょう」

「ライル殿っ!?」

　駆かけ出したライルに、慌あわててツェツィーリアが追つい随ずいする。

　二人が木立に近付くにつれ、吹いていた『風』が不規則に揺ゆれる。戸惑ったような『風』は、すぐに二人を螺ら旋せんを描えがくように取り囲んだ。

「ツェツィーリアさん！　目と鼻を守って！」

「目と鼻？　――っくしゅんっ」

　疑問を呈ていした瞬しゆん間かん、ツェツィーリアがくしゃみをした。さらには眼を激しく瞬かせ、ごしごしと両手で擦こする。

「こ、これは胡こ椒しようか!?」

　手で眼を守り鼻を摘つまんだライルがちょいと舌を伸のばしてみると、確かに味覚を刺し激げきするのは胡椒の辛からさだった。これがピンポイントで降り掛かれば、なるほど馬たちも驚おどろいて暴れ出す筈はずである。

「くっ……胡椒程度がなにするものかっ」

　鍛きたえているのは身体だけではないらしく、ツェツィーリアは『風』が乗っけてきた胡こ椒しよう攻こう撃げきに耐たえて眼をかっと見開いた。

「ツェツィーリアさん！　あの木立にこの『風』を操あやつってる犯人がいる筈です！」

「承知！」

　ツェツィーリアはサーベルを引き抜くと、ドレスを纏まとっていても乱れぬ鋭するどい足捌さばきで接近した。すると『風』は純じゆん粋すいな圧力で以もって彼女の接近を阻そ止ししようと吹き荒あれる。

「く、うっ！」

　嵐あらしのような風圧でツェツィーリアがたたらを踏ふんだ隙すきに、木立から黒い人ひと影かげが飛び出した。『風』を背に受け、人影は疾しつ風ぷうの速さで駆けて行く。

「そこまで！」

　懐ふところに隠していた琥珀を掴みだしていたライルが声を上げた。〈祈呪オラシオ〉を唱えつつ、人影を追う。

「〝闇やみの果て、光の果てに在りしもの。火のはじまり、風のはじまりを示すもの〟――」

　ライルの手の中で琥珀が黄昏色の魔ま力りよく励れい起き光を発しはじめると、人影は「えっ？」という驚きの声が聞こえるように戸惑って足を止めた。その人影が、

「！　うわっ！」

　甲かん高だかい声で小さく悲鳴を上げた。ライルが密ひそかに投げ放っていた礼服の上着――それが人影を押していた『風』に乗り、そのままばさりと頭部を覆おおったのだった。琥珀の光に目を奪われていた人影には二重の不意打ちだったろう。

　ばたばたと暴れる人影に、ライルとツェツィーリアが近付いた。頭にかぶった服を引っ剥ぱがすと、『風』を操っていたと思おぼしき人影は、

「なにするんだよ！　魔ま術じゆつ師しがいるなんて聞いてないよっ！」

　と、いきり立った。

　琥珀の魔力励起光を明かりとして照らしだされた騒ぎの犯人は、十代後半くらいに見える少女だった。フード付きのマントを被かぶっていても分かる、細い体の造りをしている。

　肩ほどの長さの緑ろく青しよう色の髪をもち、その前まえ髪がみの間から覗く瞳ひとみにはライルの握る琥珀と同じ魔力励起光の輝かがやきが宿っていた。

　正しよう真しん正しよう銘めいの琥珀眼。さきほどの『風』と合わせ、明らかに幻想種だ。

「むぅ……なんだよ、恐こわい顔をしてさぁ」

　ぺたんと草むらに座った少女は、ライルとツェツィーリアを不ふ貞て腐くされたような上うわ目め遣づかいで見上げた。細い身体に整った小顔の美しい少女ではあるのだが、その口調と表情は、悪戯をしくじった子供そのままだ。

「……何な故ぜイルザ様を襲おそった？」

　抜き身みのサーベルを引っさげたままのツェツィーリアが詰きつ問もんする。

「貴様……以前襲ってきた牙の血族フアングツアーンとやらの同類か？」

「牙の血族？　あんな野や蛮ばんな狼おおかみ連中と一いつ緒しよにしないでよ。ボクは《貴き妖精》の一支族、『白風の妖精リヨースアルヴ』のレレーネ。由ゆい緒しよ正しい平和主義者だよ」

「……その由緒正しい平和主義者が、なぜ王女殿でん下かを襲う？」

　厳しい表情で問いを重ねるツェツィーリアに、レレーネと名乗った《貴き妖精》は目をパチクリさせて言い返した。
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「襲うなんて大げさだよ！　そりゃあ、偉えらそうな人を乗せた馬車だからいい獲え物ものだと思ったけれど、ちょっと驚かそうとしただけだよ。そんなに怒おこらないでよ、お姉さん」

「驚かす？　そんな目的であんなことをしたのか!?」

　ようやく馬を落ち着かせ始めた一団を指差し、ツェツィーリアは怒ど声せいを張り上げた。

「ちょっとした悪戯でしょ？　だいたい馬を驚かせたらさっさと止めるつもりだったんだ……だのに魔術師がしゃしゃり出てきてさ」

　レレーネは、ツェツィーリアを面めん倒どう臭くさそうに眺め、恨うらみがましい眼をライルに向けた。

　まさしく気まぐれな妖精のような少女に、ライルは難しい顔で質問する。

「――つい最近ヘクセンブルグで噂になってるらしい『妖精の悪戯』っていうのは、君が起こしていたのか？」

「仲間もやってるから、全部ボクの仕し業わざってワケじゃないけど」

「なんでこんな事を？」

「知らないよ。散々森の中で閉とじ籠こもってた長老連中が『このままじゃいかん』とか言いだして、ちょっと人間を驚かそうってハナシになったんだ。ボクは面おも白しろそうだからやってるだけだよ」

「人間を驚かす、ね」

　白風の妖精の言葉に、ライルは眉まゆを顰ひそめた。

「……あのね、どんなに君が軽い悪戯だと思っても、それで恐がる人もいる。そういうこと、考えないのかい？」

　怯おびえたイルザを思い出し、ライルは幾いく分ぶん咎とがめるように言った。

　レレーネは唇くちびるをひん曲げて「むっ」と呻うめく。

「それに、今時こんなやり方したって駄目だ。昔は君たちもこのやり方で人間を脅おどしてきたんだろうけど、下手に怖こわがらせるような方法じゃ反感を招くだけだ」

「むう」

「街中にやってきて積極的にやるってのもいけない。そもそも頻ひん繁ぱんに人の口からでるような噂うわさ話ばなしになったら、隠かくれる意味がなくなって――」

「あ――っ！　うるさいなっ！　なんだよ魔術師のくせに！　お前らは幻想種と人間を取り持つのが役目だろ!?　それが出来てないから、ボクたちがこうして人間たちを脅しつけてるんじゃないかっ!!　だいたいボクはこう見えてもお前の四倍も五倍も生きてるんだからな！　説教垂れるなバーカ！」

　逆ギレしたレレーネは、両眼に淡あわく灯ともっていた魔力励起光を再び強く輝かす。

　激しい上じよう昇しよう気流が巻き起こり、ライルとツェツィーリアの視界を草と土が覆い隠した。

「うわっ――」

「お小言なんてたくさんだ！　覚えてろよ！　次会った時にはぎゃふんと驚かしてやるんだからな！」

　そんな捨てゼリフを残し、風が収まるとともにレレーネの姿も消えていた。辺りを見み回まわすが、影かげも形もない。

「……おのれ、逃にがしたか！」

　忌いま々いましそうに毒づくツェツィーリアだが、ライルはやれやれと肩を竦めるだけだった。

「まぁ、ほっときましょう。本人は単なる悪戯だと思ってるみたいですし、必要以上の被ひ害がいを広げることもないでしょう」

「そんな無責任な！　ああゆう輩やからはもっと懲こらしめなければ！」

「どうやら幸い『次』があるみたいですからね。ちゃんと『ごめんなさい』と謝らせるのは、その時でも遅おそくないでしょう？」

　憤いきどおるツェツィーリアを宥なだめ、ライルは踵きびすを返した。

「戻もどりましょう。遅くなるとイルザが心配しますから」

「……まったく。貴公と一緒だと、自分がとても怒りっぽい人間に思えてきます」

「――――――――驚いた」

「はい？」

　今の今まで冷静だったライルは、思わず心底驚いた表情で、

「――――ツェツィーリアさん、ご自分が怒りっぽくないと思ってたんですか？」

　……この後。

　なかなか帰ってこないのを心配したイルザが護衛を引き連れやってくるまで、ライルはサーベルを突いて仁に王おう立ちしたツェツィーリアに、ひたすら平ひら謝あやまりし続けるのであった。
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「――――はい。確かに承うけたまわりました」

　ライルと仕切り台を挟はさんで立つ受付係の男が丁てい寧ねいに言った。

　ヘクセンブルグ市内の、電信会社の支店である。電信は技術こそ十年前から存在したものの、民間レベルで導入されたのはつい最近のことである。郵便局に似通った真新しい店内には客が少なく、おかげで受付係は懇こん切せつ丁てい寧ねいにライルへ対応してくれた。

　領収書を受け取り、ライルは店内から外へ出た。白い町並みは太陽の日をさわやかに照り返し、道行く人々もゆったりした服を着て足取りものんびりしている。

　ライル自身、イルザに提供された麻あさのシャツにソフト帽ぼうという格好で、すくなからず思考速度が緩ゆるやかになっているように感じられた。

「――用事はお済みですか？」

　声に振り向けば、ツェツィーリアがドアの横で直立不動の体勢を取っていた。軍装にサーベルといつもの服装で喉のど元もとの詰つめ襟えりまできっちりと締しめているが、これといって堪えた様子はない。真しん鍮ちゆう色の髪など、発射直後の薬やつ莢きようみたいに熱を持っていそうなのだが。

「……暑くないですか？」

「暑いですが、忍にん耐たい力りよくの訓練と思えばいかほどもありません」

　天あつ晴ぱれ、見上げた心意気である。

「終わったのでしたら行きましょう」

　そう言って、ツェツィーリアはさっさと歩きだしてしまう。ライルは帽ぼう子しで苦く笑しようを隠しながら後を追った。




（まったく……なんで自分が付き合わねばならないのか）

　ヘクセンブルグを訪おとずれて二日目。ツェツィーリアは街中へ出で掛かけるライルの護衛を命じられていた。

『お願いね、ツェツィ』

　幼い姫君はにっこりと、有う無むを言わさぬ笑え顔がおで言い付けたものである。

　忠誠を誓ちかう主の命では否いなやはないが、イルザの護衛を生しよう涯がいの使命とするツェツィーリアにすればこの状じよう況きようは甚はなはだ理り不ふ尽じんだ。

　だから、胸のもやもやした気分は不ふ機き嫌げんによるものだ。苛いら立だちによるものである。

　ツェツィーリアはそう結論付けて落ち着こうとする。だが、ふと後ろを向き少年の姿がないのに気付くや、落ち着きかけていた胸中はすぐさまカッと熱くなった。

　土産みやげ物ものなどを並べた出店が軒のきを連ねる通りである。人通りも多かったが、ほどなく目的の人物が膝を抱かかえるようにして路上販はん売ばいの商品を覗のぞき込んでるのを見つけ、軍装の少女は人波を割って近付いて行った。

「……ライル殿っ」

「なんですか、ツェツィーリアさん？」

「なんですか、ではありません。勝手に動かれては困ります」

　眉を怒らせて言うと、ライルは「まぁまぁ」と取り成し、

「せっかく街中までやって来たんですから、脇わき目めもふらず歩くのももったいないですよ？」

　良くいえば人の良さそうな、悪くいえば威厳のまったくない微笑みに、ツェツィーリアは苛立ちを抑おさえるのに苦労する。

（……ほんとうに、男らしさの欠片かけらもない）

　つくづく自分が理想とする男性像からは真逆な少年である。無論、この世のすべての男性に「強く逞たくましく威厳を持って」などと言うつもりもないが、この少年が頼たよりない印象を与あたえるのが、ツェツィーリアには納なつ得とくできかねるのだった。

（……イルザ様をお救いした時といい昨晩といい、本気になればあんなに――）

　立ち上がらせて背を押おすものの、ライルはまたすぐに興味を引かれたものへふらふらと寄って行く。その度たびにツェツィーリアは襟えり首くびを引っ張る羽目になる。

「ライル殿っ。そう何度も何度も立ち止まっていてはいつまで経たっても帰れませんっ」

「帰るも何も、まだお昼も遠いし、見物だってはじめたばかりですよ？」

「自分は早くイルザ様の許へ戻らねばならないのです！」

「うーん……そう早く帰ってこられると、イルザも困るんじゃないかと思いますけど」

「何故です？」

「イルザはツェツィーリアさんにも楽しんで欲しいと思ってるでしょうから」

　ライルの言葉に、ツェツィーリアは鼻白んで言葉を詰つまらせた。

「イルザはあなたの事を大事に思っています。だからこそ、あなたにもゆっくりしてもらいたいと思ってる筈です」

「し、しかし自分は……」

「二十四時間付きっきりで護衛するのは大変立派だと思います。けれど主の気配りに従って安心させるのもあなたの役割ではないですか？」

「………」

「まぁ、いまは僕ぼくに付き合って下さい。申し訳ないと思いますが、なにせ僕は頼りないので、お守りしてくれる人がいないと不安で不安で」

　そう言って威厳の欠片もない笑えみを浮かべたライルは、またすぐに珍めずらしい海産物などを興味深げに覗き込んだ。

（……ずるい方だ、ほんとうに）

　ツェツィーリアは胸中でぼやいた。あんな言い方をされたら断れない。その上で『文句は全部僕が承ります』と逃げ道みちまで用意するのだから、まったくもって小こ憎にくらしい。

　そうして気付けば、ツェツィーリアはライルの背を必死に追おい掛かけていた。

　ライル・バルトシュタインと話していると、かっちりした軍服と父から受うけ継ついだサーベルで引ひき締めていた心身が、丸まる裸はだかにされたように心こころ許もとなくなる。彼はその賢かしこさで、物事の本質にばっさり斬きり込んでくる。

　そのくせ、彼は自分自身を守ることにはさほど注意を向けない。鼻に付くような露ろ悪あく主義や自己犠ぎ牲せいでなく、ごく自然に相手の悪意や害意を受け止めてしまえる無む頓とん着ちやくさ――要するに、賢けん明めいなのに利口でないのだ。

　なんとも不思議な少年である。

「それだけに、もっと……」

　不満めいた呟つぶやきを漏もらした直後、ライルの歩みがぴたりと止まった。自分の声が聞こえたのかと思わず口を押さえかけたツェツィーリアだったが、彼の視線は正面に固定されていた。

　視線を追って目をやると、二人の正面に一人の女性が立っていた。

　黒い長ちよう髪はつが美しい、若い女だった。避ひ暑しよ地ちに相応ふさわしい涼すずしげな服装で、それが豊満な肢し体たいを否が応にも際きわ立だたせ、傍そばを通る男たちの目を惹ひきつけてやまない。

　しかし二人に――というよりライルに――向けられた顔は愛あい想その欠片もなく、濃紺ダークブルーの瞳はひたすらに冷え冷えとして感情が読み取れない。

「――ライル・バルトシュタイン様、ですね？」

「そうですけれど、あなたは？」

「わたしはマルガレーテと申します。あなたをヘクセンブルグ研究所へ招待するよう、ドクトル・ベルグマンから言い付かって参りました」

　女は慇いん懃ぎんな口調で名乗り、深々と頭を下げた。




「…………」

　迎むかえの馬車に乗り込んだライルは、注がれる視線に居い心ごこ地ち悪く身じろぎした

　マルガレーテと名乗った黒くろ髪かみの美女が、濃紺の瞳をじっとライルに注いでいる。

　いつものライルなら「何か御ご用ようですか？」と気軽に声を掛けるところだが、何とはなしに問い掛けるのを躊躇ためらわせるものが彼かの女じよの無表情にはあった。

　同じ無表情でも、例えばルーナリアなどは薄うす皮かわ一枚下に感情が見みえ隠れする、感情表現に不慣れが故ゆえの可愛かわいらしい無表情である。

　だがマルガレーテのそれは、感情を完全に蔽おおい隠した鉄仮面のような無表情ポーカーフエイス。こういう顔をする人間は、疑問を投げかけてもさらりと流してしまうだろう。

「――お知り合いですか？」

　隣となりに座るツェツィーリアが耳打ちした。ライルも小さな声でそれに答える。

「初めてお会いすると思うんですけど……こう見えて僕、記き憶おく力りよくだけは良いですから、会った人を忘れるなんてそうそうないんですが。それに……一度お会いしたら忘れようがないでしょうし」

　ちらりとマルガレーテを眺める。

　艶つややかな黒髪に濃紺の瞳が印象的な冷ややかな美び貌ぼう、そして馬車の揺れとともに自己主張する豊満な胸と、一度見たら忘れようがない容姿である。

「…………む」

「ぃた……な、なんでお尻しりを抓つねるんですか？」

「ご自分の顔を鏡に映して聞いてください」

　涙目のライルと眉を怒らせたツェツィーリアのひそひそ話を、やはり黒髪の美女は無表情に眺めていた。

　馬車は海沿いに進んでゆき、やがて河口にぶつかって上流に向かう。ほどなくして、常緑樹の林に打ち込まれた楔くさびのような、煉れん瓦が造づくりの建物が視界に入る。

「あれがヘクセンブルグ研究所ですか？」

「はい」

　マルガレーテが短く肯こう定ていした。

　研究所の入口は頑がん丈じような鉄てつ柵さくに囲われ、門も中と外それぞれに番をする歩ほ哨しようが立っている。馬車もライルとツェツィーリアの顔を確認した後に通され、かなりの警備ぶりだ。

　敷しき地ち内ないは広さこそそこそこだが設備は最新式で、倉庫や作業所が何本もの蒸気管で連結されていた。敷しき地ちの中央にそびえる煙えん突とつの直下が機関施設なのだろう。小型化が容易な琥珀炉だが、大型化すれば抽ちゆう出しゆつ熱量は効率化される。それでもちらりと見えた機関施設は、この研究所の三倍規模の大工場を稼か働どうできるに足る大出力のものだった。

「……田舎の研究所なんて、控ひかえめにもほどがある」

　昨晩のベルグマンとの会話を思い出し、ライルは呆あきれがちに呟いた。

　馬車は敷地の奥おくの平屋造りの建物の前で停まった。ライルとツェツィーリアが降りると、マルガレーテは「こちらです」と素そつ気けなく言って建物の中へ入っていった。

　建物内は細い通路があちらこちらへ折れ曲がり、ライルならずとも迷めい路ろを想像させた。

　つかつかと振り返かえりもせずに進んでいたマルガレーテは、やがて両開きの鉄製の扉の前で足を止め、くるりと背後の二人へ向き直り、

「この先の離れでお待ちください。すぐにドクトル・ベルグマンが参りますので」

　そう言って来た道を引き返していった。

　残されたライルとツェツィーリアは顔を見合せた。

「――取り敢えず言われたとおりにしましょうか」

　扉を開けると、外は林が間近だった。どうやらこの場所は林に打ち込まれたような研究所の中でもっとも奥らしく、木々に埋うまる様にして簡素な小屋がある。あれが「離れ」らしい。近付くほどに古めかしいというよりは古くさいという印象が強くなる小屋だった。

「……書しよ斎さい、ですね」

　小屋のドアを開け、ツェツィーリアが呟いた。

　屋内は机と無数の本ほん棚だなで構成されていた。奥には最低限の生活を送るための炊すい事じ場ば。それも薪たきぎを使い、水だって汲くみ置おきの桶おけを使うらしい。この小屋内だけ、百年前で時が停止したような前時代ぶりだった。

「研究所には相応ふさわしくない建物ですね。けれど紙とインクのにおいが染しみ付いて、一度見せていただいたライル殿の研究室に似ています……？　ライル殿？」

　ツェツィーリアが呼よび掛けるが、ライルは机に掌てのひらをおいて固まっていた。じっと視線を固定し、瞬きもしなければ毛筋ほども微び動どうだにしない。まるで身体だけがそこに置き去りにされたようだった。

「ライル殿……？」

　恐おそる恐る再度呼びかけるツェツィーリア。その声が聞こえたか聞こえなかったか、ライルはふっと口くち端はを持ちあげた。

「――なるほど、ね。ここがそうなのか」

「ライル殿？」

「うん？　ああ、ごめんなさい、ツェツィーリアさん。なんだか、懐なつかしくなっちゃって」

「懐かしい？」

「ええ。おそらくここが、エルルーア・アゾートの最初の工こう房ぼうなんですよ」

　ライルの言葉に、ツェツィーリアは目を瞬かせた。

「……ここが？　ここが世界を変えたその場所なのですか？」

　ツェツィーリアの疑念は、蒸気機関の恩おん恵けいを受ける現代人には当然のものだった。

　エルルーア・アゾートはこの街ヘクセンブルグの工房で最初の琥珀アンバー・炉リアクターを開発した。つまりその場所こそが〈蒸機革命〉の起点――世界を変えた分ぶん岐き点てんなのだ。

　その記き念ねん碑ひ的な場所がこんな――言い方は悪いが――古くさくてゴチャッとした、物置みたいな部屋なのか？

「……間ま違ちがいないのですか？」

「この机の落書き――」と、ライルは机の表面をさらりと撫でた。「――間違いなく師せん匠せいの文字です。あの人、元々が鏡文字の上に癖くせがひどくて、『ａアー』と『ｂベー』と『ｄデー』がごっちゃになっちゃうんです。僕もよく読解に苦労させられました」

「はぁ……ここが……」

　他ほかならぬ《最後の魔女の弟で子し》の言葉に、ツェツィーリアは改めて部屋を見回した。

「……詐さ欺ぎにあった気分です」

「まぁ『牢ろう屋やからだって世界は変えられる』って言って皇こう帝ていになった人もいますからね。案外、歴史的な分岐点なんてこの程度ですよ…………？」

　ふと、ライルは顎あごに手を当てて考え込んだ。部屋の中を歩き回り、本棚や床ゆかをこんこんと叩いたりする。

「……ライル殿？」

　ライルは返事をせず、部屋の壁かべを占せん拠きよする本棚の一つの前で立ち止まると大きく頷うなずいた。

「ええと……あの人の趣しゆ味みからして、たぶん……これかな？」

　本棚に並んだ、なんの変哲もない書しよ籍せきの一つを引っ張ると、それに釣つられるようにして本棚も一緒に引っ張られる。大人の背せ丈たけを超こえる大きい本棚は、良く油の差されたバネ仕じ掛かけのように音もなくスライドし、地下への通路を開帳した。

「――それらしくなってきましたよ？」

　茫ぼう然ぜんとするツェツィーリアに、ライルはちょっと悪戯っぽく微笑んだ。

　部屋に置かれていたランタンに持ち前のマッチで火を点け、ライルは隠し通路に足を踏み入いれた。多少狭せまいが、身を屈かがめるほどではない。石組みの階段に漆しつ喰くいの塗ぬられた通路は冷え冷えとして、涼すずしい格好のライルは腕うでを擦った。

「涼しいのは川沿いだからかな？　地下水脈でもあるのか……？　ツェツィーリアさん？　なんか震ふるえてません？」

「は？」

　背の高いツェツィーリアは気持ち頭を下げ気味だ。その格好だと前方のライルの背を支えにするようになるのだが、触ふれてくる彼女の手は小刻みに震えていた。

「寒いですか？」

　一応訊いてみるが、ぴっちり襟えりを締めた軍服姿ならこの程度は苦ではあるまい。案の定、ツェツィーリアはふるふると首を横に振ふった。

「それならなんで――あ、そうか」

「な、なんです？」

「もしかして、恐いんですか？」

　軍装の少女はきっと眉を怒らせ、悪いた戯ずらっぽく笑うライルの背中の肉を抓りあげた。

「いたたたたっ！」

「馬ば鹿かにするな！　代々騎き士しの誇ほこりを受け継いできたグレイザー家の末席に連なる者として、剣けんを持てば恐れなどあろう筈もない」

「いたいいたいいたい！　分かりましたから本気で抓るのはやめて下さい！　本当に肉が千切れちゃいます！　分かりましたから分かりましたから分かりましたから！」

「うむ。分かればいいのだ分かれば」

「いたた…………あ、白い影がっ！」

「きゃあっ！」

　さっきまで抓りあげていたライルの背にひしっと縋すがり付き、ツェツィーリアは生まれたての仔こ馬うまのようにふるふると震えた。

「……すみません。冗じよう談だんです」

「じょ、冗談で怖いこと言うなっ！」

「あ、やっぱり怖かったんですね」

「ぐぅ！　…………しょ、しょうがないでしょうっ。怖いものは怖いのですっ」

　器用にも怖がりながら怒るツェツィーリアに、ライルはこっそりと笑った。

「――勇ゆう猛もう果か敢かんにサーベルを振るうツェツィーリアさんとは思えませんね」

「しょうがないでしょう……形あるものならいくらでも斬り捨すてられますが、ふわふわした幽ゆう霊れいは斬れないのですから……」

「……そんな理由なんだ」

　どうにも血ち生なま臭ぐさい理由だが、怖がり方はいかにも歳相応の少女だった。

　ツェツィーリアが覆い被かぶさるようにして、ライルに身体を寄せる。そうすると、すらりと引き絞しぼられた四し肢しとは裏腹な、ふたつの柔やわらかな感かん触しよくが後頭部に押し付けられる結果となる。いまは彼女も周囲の闇に目をやっているから気付いていないが、気がつかれたらどうしようと気が気でない。

　とはいえ、いつも気難しい顔をしている少女の脅え顔は存外可愛らしく、怒られたらその時はその時だと、ライルは問題を棚たな上あげした。

　――だが、棚上げした問題はどうやら気付かれることないままになりそうだ。

　階段を降り切ると、そこはかなり奥おく行ゆきのある空間だった。高さこそ平均的だが、ランタンの光が向こうの端まで届かない。そして壁かべ際ぎわには、黒々とした歪いびつな影がずらりと並んでいた。

「これは……」

　ツェツィーリアが茫然と呟いた。

　ライルも、声もなくそれらを見つけた。

　それは、機械の群れだった。

　何に使うのか、何の為ための機械なのか、用よう途とも使用法も定かでない。だが、その洗練された機能美システマテイツクは一目見て理解できる。

　茫然と立たち尽つくすツェツィーリアを残し、ライルは手近な機械に近づいた。

　大きさは高さ二メートル横よこ幅はば三メートルというところか。様々なクランクとシリンダーが絡からみ合あった、パイプオルガンのミニチュアといった印象の機械だった。
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「これは『階差デイフアレン機関ス・エンジン』か……」

「でぃ、でぃふぇんす……？」

「階差デイフアレン機関ス・エンジン。ようするに自動計算機です。こんなコンパクトに……」

　次に、ライルはその隣の機械にも目をやった。

　真鍮製のドラム缶かん――という印象の酒さか樽だるほどの大きさの機械だ。端はし々ばしにチューブが投げ出され、中央にはシャフトが突つき刺ささっている。

「こっちは発動機モーター……造りそのものは単純だけど――これは変速器？　いや、変圧器か。いったいいつ造ったんだ？」

　他にもいろいろある。おそらくは今この時も狭く暗い研究室で悩なやんでいるだろう科学者たちを嘲あざ笑わらうような、画期的な発明品が列をなしていた。

「つまり、これが――」

「そう、〈最後の魔エルベ・デア・女の遺産ラストヘツクス〉というわけだ」

　しゃがれた声が響ひびいた。

　降りてきた階段に目を向けると、禿とく頭とうに単眼鏡の老ろう紳しん士し――今日は白衣を羽織った博ドク士トルトビアス・ベルグマンが立っていた。

「隠し扉とびらを見つけたようだな。結構結構。あのエルルーアの弟子なら、これくらいは見み抜ぬいてもらわねばな」

　ベルグマンは笑いながらライルに歩み寄って来た。

「どうかな？　君の師が遺のこした作品たちは」

「どれもこれも大発明とガラクタの紙かみ一ひと重えで、正直呆れているところです」

「手厳しい意見だ」

　ベルグマンは愉ゆ快かいそうに肩かたを震わした。

「――ドクトル。ここは、この研究所は、これらの為に造られたのですか？」

「半分はな。もう半分は、これらを実用化させるのが目的だ。何しろ出で来き栄ばえはともかく、実用性がちぐはぐなものばかりだからな」

「……失礼ですが、お二人は何を話しているのです？」

　二人の会話を聞き、置き去りにされたツェツィーリアが難しい顔で首を傾かしげた。

「ここに並んでるのって、革新的ではあるものの使えないものばかりなんです。例えばそこの発動機……あんなものを『どん』と置かれたって、十分な電力がなければ動きません。発明を活かすための『過程』や『工程』がほとんど置き去りなんです」

　ライルの説明で、ツェツィーリアはますます難しい顔をした。

「ふぅむ――やはり君を呼んでみて正解だったな」

　そういって、ドクトル・ベルグマンはくるりと背を向け歩き出した。

　地下の隠し工房には、ベルグマンたちが後から造ったらしき真新しい通路があり、ライルたちはベルグマンに先導されてその通路を昇のぼって行った。大規模な機関施し設せつの恩恵であろうか。機材が楽に運べる広い通路には、等とう間かん隔かくで熱電球が光を放っていた。

「エルルーアは天才だと思うが、いささかワンマンすぎたのがいけなかった」

　かつかつと杖つえを突きながらベルグマンは言った。

「しかも秘密主義だった。おかげで儂わしらはこんな施設を造って、一から検証せねばならない。発明家としては一流でも、科学者としては三流と言わざるを得ん……気を悪くしたかな？」

「いえ。客観的にはその通りでしょうから」

　肩かた越ごしに振り向むいたベルグマンに、ライルは控えめに笑って首しゆ肯こうした。

「ふむ――ライル君。君は科学の〝意義〟をなんだと思うね？」

「知識を要素分けし分別することで、多くの人が利用できるようにする事です」

「そうだ。いわば個の力を全体に還元することだ。無論、利益にかかわる事は避さけられんので多少は知識の流出を避けねばならんとしても――」

「――最後には全体に還元することが求められる」

「そうだ。対して秘密主義は、それに真っ向から相反する。云いわば、全体の力を個に集約する囲い込みに他ならぬ。秘密主義はいつしか神秘主義に入れ替かわり、客観性を失って迷めい信しんを崇あがめる愚ぐ物ぶつどもを生み出す土ど壌じようとなる。それではお伽とぎ話ばなしの魔女そのものだ」

「…………」

「〈最後の魔女の遺産〉と呼ばれる、エルルーアの未発表作品群はその典型だ。〈遺産〉と現行品の間に入るべき習作がぽっかりと抜ぬけ落おちているせいで、一いつ般ぱん人じんどころか科学者にさえ理解できない物が多い。まったく――さんざん口を酸すっぱくしたのにあの女は……」

「お話を聞いていると、ドクトルは師匠と面識があるように窺うかがえますが？」

「一時期、同じ研究所で働いておった。といっても君が生まれる前の話だな。それだけに、彼女本人に披ひ露ろうできないのがいささか残念でならない」

　ベルグマンはそう言うと、通路のゴールを示した。通路一いつ杯ぱいの鋼鉄製の扉のその脇わき、小さなボックスを開けてレバーを下げる。どこかでガコンと何かが外れる音がし、扉がゆっくりと開いていく。

「これは……」

　倉庫らしき殺風景な空間だった。資材置場も兼かねているのか、壁際には鉄材が置かれていた。そして、その中央には、大きな人ひと影かげが、木製の作業台に磔はりつけにされたような恰かつ好こうでぶら下がっていた。

「――甲かつ冑ちゆう？」

　こう言ったのはツェツィーリアだった。

　打ち出しの金属板が組み合わされた人型は、まさしく甲冑だ。

　だが、背中側は背せ負おった荷物ごと覆おおうかのように膨ふくれ上あがって、胴どう体たいや四肢には大小のチューブが張はり巡めぐらされている。

「そちらのお嬢じようさんは、軍関係者のようだね」

　ベルグマンは、軍服姿のツェツィーリアに顔を向けて言った。

「これが何か分かるかな？」

「……一目見たときは甲冑とも思いましたが、よくよく見ればまったく見当外れだと思います。これは甲冑の用途を成していません。こんな物を着たら、動く事なんて出来ないでしょう。重心が変ですし、何より重すぎます」

「ふむ……まぁ、それが一いつ般ぱん的てきな意見だな。ではライル君――は訊きくまでもないか」

　ベルグマンが顔を戻すと、ライルは既すでに『甲冑らしき鉄細工』をぺたぺたと触さわり、ぐるぐると周囲を見回る。とくに全体に張り巡らされたチューブを重点的に観察した。

「……これは、〝補助器具〟ですね？」

　と、ライルはほぼ確信を持ってベルグマンに確かく認にんした。老博士は薄うすく笑って首肯する。

「分かるか」

「背中には蒸気機関を設置するんですね？　全身のチューブは蒸気管。つまりこれは、蒸気の力で動く甲冑――」

「名前は〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉という。胴体の端っこに、そう銘めいが彫ほられていたよ」

　ベルグマンは杖で指し示して言った。

「……これが動くのですか？」

　ツェツィーリアが、ライルの肩越しに覗き込んで疑わしそうに言った。『動く甲冑』と言われてもピンとこないのだろう。

　半信半疑のツェツィーリアに、ライルは勢い込んで説明した。

「そう難しく考える事はありません。仕掛けは単純で、チューブに蒸気を充じゆう填てんし、あとは動作に合わせて圧を高めたり弱めたりするだけです。問題は身体の動きにどう合わせるのか、ということですが、人体システム的に蒸気管を筋肉に見立てればチューブの配置もそう難しいことじゃありません。一番の難関はチューブの蒸気をどう制せい御ぎよするかですが、これは筋肉の動きに合わせて開閉する弁を作ることさえできれば、モーションが制限されるでしょうが追従式の身パ体ワ補ー助ド外ス骨ー格ツも決して不可能では――」

「つぇいっ！」

「痛っ…………なんで叩たたくんですか？」

「貴公がワケの分からない呪じゆ文もんで煙けむに巻まこうとしているからです。もっと簡潔に説明を」

「……ええと、つまり、沸ふつ騰とうした鍋なべに蓋ふたをすると、蒸気で蓋が動いて――」

「でぇやっ！」

「痛いっ……まだ難しかったですか？」

「馬鹿にしているのですか？　それくらいは分かります！」

　だったらどう説明すればいいんだろうと、ライルは涙なみだ目になりながら額を擦こする。

　二人のやり取りを眺ながめていたベルグマンが、呆れた顔で口を開いた。

「君たちは恋こい人びと同士だったのかね？」

「なっ――――」

「まさか。ツェツィーリアさんは僕の友人です。恋人だなんて、彼女に失礼です」

「………………」

「？　なんですか？　僕の顔になにか付いてます？」

「…………別に何でもありませんっ」

　じとっとした視線を注いでいたツェツィーリアだが、ライルが小首を傾げると勢いよく顔をそむけた。理想の男性像とまるっきり合わない自分との仲を疑われたのがよほど腹に据すえかねたのだろう――と、ライルはひとり納得する。

「ふむ、まぁ、それはそれとして、だ。これは、実際には動かん」

「でしょうね。琥珀アンバー・炉リアクターの小型化を見み越こして造ったにせよ、背部の蒸気機関の様式が現代のものと違ちがいすぎます」

「うむ。それを踏ふまえ、この〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉を実用的に再構築している最中でね」

　ベルグマンはそう言って、ライルを隣の部屋へ連れて行った。やはり大きな空間に、数人の白衣を着た男たちが忙いそがしく動き回っている。

「見たまえ、あれが、儂らが再構築した〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉だ」

　ベルグマンの部下らしき研究員たちに囲まれているのは、隣の部屋のものに似た甲冑だった。だが、似ているのは背部の盛り上がりくらいで、蒸気管の大部分は甲冑の中へ埋まい設せつされてスマートな印象だ。

　さらに一番の相そう違い点てんが、その全身から生えた金属板の群れだった。

　肩部と腰よう部ぶから伸のびた金属板は、まるで甲冑の内部から突き出でた『角』とも、はたまた深く食い込んだ『剣』のようにも見え、曰いわく言い難がたい禍まが々まがしい気配を発していた。

「――あの金属板は冷れい却きやく機構の一部ですね？　それに、背部に設置される蒸気機関に対するカウンターウェイトも兼ねていると見えますが？」

「その通りだ。重心の調整はもっとも苦く慮りよした部分だ。ちゃんと稼か動どうする〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉の第一号機――儂は『ベーアリン』という愛称ペツトネームで呼んでおる」

「ベーアリン……『小こ熊ぐま』、ですか」

　膨れた背中と太い手足からの連想なのだろう。その『ベーアリン』から、研究員たちが離はなれて行く。すでに琥珀アンバー・炉リアクターにも火が入っているらしく、黄たそ昏がれ色の光が背から漏れ出ていた。

「今日が記念すべき稼働実験初日でね。ちょうど良いタイミングだな――はじめろ！」

　ベルグマンの声に合わせ、各部に接続されていた計器――おそらく蒸気管の圧力を測るものだ――が外される。そして、立っているだけで精いっぱいに思える思い甲冑が、

『おお……』

　重じゆう厚こう感に似合わぬ鋭するどい動きで一歩を刻んだ。さらに一歩、もう一歩……普ふ通つうなら歩くことなど出来ようもない鋼の塊かたまりは、見事、〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉としての機動を刻んでいた。

「ふふ、エルルーアの奴やつに見せてやりたかったな。そもそもあやつがいれば、もっと早くこの日が来たものを」

「…………」

　満足げに頷くベルグマンだが、ライルはすこし不安げに顔を曇くもらせた。

　鋼の塊とは思えない動きを見せる『ベーアリン』だが、中の人間が不慣れな為かぎこちなさが見える。まるで自分の動きにびっくりするような、恐る恐るとした挙動であった。

「……あ」

　案の定〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉がガシャリと転んだ。周囲の研究者たちが「ああ……」と額を押さえながら駆かけ寄よろうとする。

「危ない！」

　近寄ろうとした研究員の一人が、鼻先をかすめた鋼の腕に驚おどろき尻もちをついた。他の者たちも足を止める。

　倒たおれた『ベーアリン』は、まるでちぐはぐな動きで暴れまわる。なまじ大質量の塊が軽がる動く為にその脅きよう威いは段だん違ちがいだった。

「何をしておる！　こんな無様な……さっさと取とり押さえんか！」

　ベルグマンが怒ど声せいを上げるが、部下たちは青い顔を見合わせるばかりだった。『ベーアリン』の着用者は自分の動きが制御できていない。最初は立ち上がろうとしたのだろうが、それが思いの外強い蒸ち気か圧らのせいで上う手まくいかず、崩くずれたバランスを取り戻もどすために動いてそれがさらに予想外に――という悪あく循じゆん環かんに陥おちいって軽いパニックに陥っているようだ。

　動きが不規則で、まるで近付けない。

「ライル殿!?」

　そんな中、ライルが暴れまわる鋼へと足を踏み出だした。ツェツィーリアの呼び掛けに「大だい丈じよう夫ぶです」と微笑ほほえみ返し、ひとり悠ゆう々ゆうとした足取りで〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉へ近付いて行く。

「よ――」

　ひょい、と。暴れまわる〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉の間合いに入ったライルは、水みず溜たまりでも避けるような気軽さで風を切る鋼の腕から身をかわした。さらに不規則に迫せまりくる鋼の脅威を同じようにかわして行き、ほどなくして甲冑の背後に密着して手を伸ばした。

「ええと――これかな？」

　ちょちょいとライルが手を動かすと、暴れまわっていた超ちよう重じゆう量りよう甲かつ冑ちゆうは本来の重さを思い出したようにガシャンと身体を投げ出した。

　あまりに鮮あざやかな魔ま術じゆつめいた手て際ぎわに、その場の全員が目を丸くする。

「な、なにをしたのかね……？」

　ずれた単眼鏡にも気付かず、ベルグマンが呆ほうけた声を掛けた。

「蒸気の供給をシャットダウンしただけです。整備性の為に背中の蒸気機関は簡単に入れ替えができるようになってますから、その接続をカットしたんです」

「な、なるほど……しかし、よくその方法が分かったな？」

「ここら辺は、隣の部屋の師匠の作品を見てましたからなんとか類推を。近付くのは、可動域が簡略化されてる分容易でした。それより、中の人がムチウチにならない内に、脱ぬがして差し上げて下さい」

　ライルの言葉に、固まっていた研究員たちが思い出したように動き出した。中の人間が無事なのを見届け、ライルはベルグマンの許へ戻った。

「――どうやら、連動するギアに〝遊び〟が少ないようですね。多少動作が遅おそくなりますが、もう少し圧力検知に余よ裕ゆうを持たせた方が良いと思います」

「あ、ああ、そうだな……」

「それから動作そのものも、何段階か安全装置を付けるべきかと。例えば肘ひじだったら十から十五度ごとに、クランク式の判別装置を付ければすぐに解決できるかと。それから倒れた時の為に、腕に折おり畳たたみ式しきの杖を装着するのも――」

　ライルはすらすらと、『ベーアリン』の問題点改良点を挙げていった。思わず聞き入った研究員たちの中には急いでメモを取る者もいた。

　その場の全員が、ライルという少年に惹きつけられていた。

「……なるほど。さすがは《最後の魔女の弟子》だな」

　ベルグマンは低い声で呟き、ずれていた単眼鏡を掛け直した。
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　ライルを送り出し、ベルグマンは機動実験を行った部屋に戻った。空になった〈蒸機鎧骨格〉を整備していた研究者たちが、帰って来た老博士に報告する。

「いくつかの蒸気管は交こう換かんが必要ですが、思ったよりもダメージは少ないですね。あの少年が切きり離した蒸気機関も、すぐに再接続できます」

「……うむ」

「しかし、さすがは《最後の魔女》が育てた少年ですね。歳に似合わない知識と見識の持ち主です。ああいうのを天才というのですね。彼かれの示してくれた改良点も、ちょっと調整するだけでパスできる物ばかりです。さっそく反映しようと思いますが？」

「……ああ。ただちに行いたまえ」

「いっそ彼に開発チームに加わってもらえませんか？　そうすれば『ベーアリン』はさらに良いものに――」

　ガァン!!

　響き渡わたる打だ撃げき音おんに研究者たちがびくりと身を竦すくめる。

「……協力を申し出ろと？　あんな小こ僧ぞうに――あの女の弟子に頭を下げろと？　これ以上儂に恥はじの上うわ塗ぬりをせよというのか、貴様らは！」

　禿頭に血管を浮うき上がらせたベルグマンは手にした杖を振り上げ、自身の造り上げた〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉に叩き付つけた。

「あのしたり顔！　あの忌いま々いましい女とまったく同じだわ！」

　ガンッガンッと、ベルグマンは息を切らせて杖を振るい続ける。

　彼の部下たちは矛ほこ先さきが自分たちに向かぬよう、じっと息を殺した。

「……すぐに改良と調整をせよ！　二度と無様を晒さらすな！」

「りょ、了りよう解かいです、ドクトル……」

　青い顔で頷く部下たちを睨にらみつけ、ベルグマンはガッガッと杖で地面を叩きながら出て行く。途と中ちゆう出会う職員たちの顔を蒼あおざめさせながら、研究所の奥の自室へ戻った。

「……おのれ！　おのれエルルーア・アゾート！　何ど処こかに姿を消したのは、自分の弟子が儂をやり込めるのを隠かくれ見る為か！　そんなに儂を見下したいか《魔女》め！」

「――そんなに息巻かないでください、ドクトル」

　冷ややかな声がかかった。あまりに冷ややかすぎて、宥なだめているのか煽あおっているのか定かでない。ベルグマンは血走った目をぎょろりと向けた。

　壁際に立っていたのは、ライルをこの研究所に連れてきた若い女――マルガレーテだった。ただし、豊満な身体を開放的なサマードレスから漆しつ黒こくの軍服に収め直し、直立不動の体勢を取っている。

　この姿こそが、この女の常態なのだろう。細い腰こしには、まるで不似合いな両手持ちの大剣が提さげられていたが、その無骨な武器ですらが今の彼女には違い和わ感かんがない。

「そう興奮されては、お身体に悪い。あなたにはまだ仕事があるのですから」

「……分かっておる。あの御お方かたの援えん助じよには感謝しておる。だが、あくまで儂とお主らは協力関係だ。そちらにも儂の望みを叶かなえる義務があろう」

「だからああして、あの少年をここへ連れて来たではありませんか」

「ああ……むしろ儂は、お主が手出しをせず連れて来て、多少なりとも驚いておるが」

　ベルグマンは、まるで罪を唆そそのかす蛇へびのようにせせら笑った。

「あの少年は、お主にとっても憎にくい仇かたきであろう？　のう、マーガや？　そのように冷ややかな顔をしても儂には分かる。お主の中にも黒い炎が燃え盛っておる。あの小僧を自らの手でなますにしたかろう？」
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「――あなたがどう思おうと勝手ですが、ひとつだけ忠告を。わたしを『マーガ』と呼んで良いのは二人だけ。あなたに愛称で呼ばれる謂れはありません」

　冷え冷えとした濃紺ダークブルーの瞳ひとみを向ける『マーガ』ことマルガレーテ。あからさまな挑ちよう発はつにも微動だにしないその眼に、ベルグマンはぐっと喉のどを詰つまらせた。

「…………ふん。無む駄だ話ばなしだったな。少々興奮しすぎたようだ」

「でしたら――」

「ああ。さっさとやるべき事はやってしまおうか」

　ベルグマンはそう言うと、マルガレーテを伴ともない自室を出た。

　研究所の奥、人気のない区画へ向かって行く。やがて、マルガレーテと同様の漆黒の軍服を着た兵士が警備に当たる扉の前に至ると、三重の鍵かぎが掛かけられた扉が開かれる。

「……ふん」

　扉を閉めると、壁際のスイッチに手を伸ばす。ヴ……ンと低い音がして、電球が光を投なげ掛けた。コンクリートの打ちっぱなした灰色の部屋。その一面に、黒々とした影かげが磔になっていた。

　長身の女だった。雁がん字じ搦がらめにする鋼の鎖くさりに引ひっ掛かるぼろぼろの衣服の下には、薄うす汚よごれていても感かん嘆たんせずにおれない、古代の神像を思わせる鍛きたえ抜かれた肉体が息づいていた。それだけに、二にの腕から断たち切られた右みぎ腕うでが余計に寒々しく痛々しい。

　人の気配に気づくと、女は茶ちや褐かつ色しよくの長ちよう髪はつに隠れがちの顔を上げた。

　野生の狼おおかみを思わせる、鋭い美貌だった。女はぎりっと鋭い犬歯を剥むき出しにし、射い貫ぬくような双そう眸ぼうに黄昏色の光――魔ま力りよく励れい起き光の輝かがやきを燈ともらせた。

「ぎ、ぃ――あ、あ――」

　喉が渇かわききっているのだろう。長身の美女は砂を吐はくような擦れ声を漏もらした。鎖を千切ろうと暴れるが、鋼鉄製の太い鎖は食い込むばかりでビクともしなかった。

「ふん。まるで理性の欠片かけらもない獣けものだな」

　なおも鋼鉄の鎖を軋きしらす女に、ベルグマンは檻おりの中の鼠ラツトでも見るような眼を向けた。

「幻想種――魔ま力りよく持つ人外の者ども、か。百年前ならともかく現代では――ふん。未開の蛮ばん族ぞくと変わらんな」

「いかがです、ドクトル？」

「問題ない。幸いにして再生能力に優すぐれておる。百発近い銃じゆう弾だんを浴びたのにこの通りだからな。存分に切り刻んで調べさせてもらおう。儂にとっても興味深いサンプルだ」

「よろしくお願いします」

「他のサンプルもはやく用意してくれ。個体差の評価も重要だからな」

「はい。おそらくすぐご用意できると思われます。評価試験も兼ね、速すみやかに」

　マルガレーテは小さく頷いて踵きびすを返した。

「――あっ、がぁ――――ああぐぁあがああああああああああ――――ッ!!」

　女が背を向けたマルガレーテへ唸うなった。固く束そく縛ばくする鎖が身体を傷付けるのも構わず、身体をねじって暴れまわる。

　だがマルガレーテは注がれる殺気に一いち瞥べつすら返さず、大剣を鳴らして歩み去っていった。




２




「――すっかり遅くなっちゃいましたね」

　研究所の馬車でヘクセンブルグ市内へ送り届けられたライルは、茜あかね色いろから藍あい色いろへ変わりはじめた空を見上げた。

「まったくです」

　その隣となりのツェツィーリアは、気の強そうなはっきりした眉まゆの間にしわを寄せていた。

「見習いの時よりイルザ様の警護について早五年。これほど長い間お傍そばを離れる事などなかったというのに……」

「うへぇ」

　部下バカというか騎士バカな過保護ぶりに思わず呆あきれがちな吐と息いきを漏らしたライルを、ツェツィーリアが鈍にび色いろの瞳でじとりと睨んだ。

「何か、言いたい事でも？」

「いえ……それはそれは悪いことをしたなぁ、と」

「まったくです」

　軍装の少女は憮ぶ然ぜんと頷いた。

　凝こった造りの街灯に照らされ、ヘクセンブルグは夜の装いをはじめている。ライルとツェツィーリアは歩行者天国となった大通りを進みはじめた。海産系の出だ汁しの香かおりがリストランテから漂ただよって、それに吸い寄せられた人々が通りを埋うめている。ライルも嗅かぎ慣れない香りに釣られてふらふらと覗のぞき込み、その度にツェツィーリアに襟えり首くびを掴つかまれた。

「さすがにもう下手な理り屈くつは通じません。さっさと行きましょう」

「ちょっとくらい摘まみませんか？　あの甘あま海え老びのマリネなんて、実にさっぱりとして美お味いしそうですよ？　白ワインによく合いそうだ」

「そんなに気になるなら、さっさと研究所を辞せばよかったのです。調子に乗って助言やら何やらで時間を潰つぶして……」

「そういえばその間、ツェツィーリアさんは何をしていたんですか？　全然気配がなくて気が付かなかったんですが？」

「つぇい！」

「いたっ……なんで叩かれるんですか？」

「その賢かしこい頭で、よぉく考えてみてはいかがです？」

　手刀を収めてむすりと言うツェツィーリア。頭を擦って帽ぼう子しを被かぶり直し、ライルは彼かの女じよの言葉に苦く笑しようした。

「賢くないので、教えてくれると助かります」

「……その謙けん遜そんぶりには感心しなくもありませんが」

　と、ツェツィーリアは不満げに口を尖とがらせた。

「謙遜も過ぎれば嫌いやみになります。ライル殿は実力がお有りなのですから、もっと堂々と胸を張って下さい。研究所の方々だって、ライル殿に感心していたではありませんか」

　最初こそ〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉に関かかわる技術者たちは門外漢のライルを胡う乱ろんげに眺めていたが、その門外漢がいちいち真っ当で実用的なアドバイスを数分も話す頃ころには、尊敬めいた目をする者まで現れた。

「素しろ人うと目めでもすごいと分かるくらいです。ライル殿はすぐにでもその優れた頭脳を存分に振るうべきと思われます」

「僕ぼくでなくても、それをやってくれる人はいっぱいいますよ」

「ですが――」

「例えば、僕が時計の針を百年は進める結果を出したとしますよね？　けど百年経たてば同じなら、今僕がやらなくても良いんじゃないですか？」

「それは怠たい惰だです！　実力ある者が実力を振るわないのは、本人だけでなく社会にも――」

「どうして時計の針を進めないのが社会の為にならないんですか？」

　と、ライルは真ま面じ目めな顔で問い返した。

「進んだ技術、進んだ社会――それらが正しい幸福をもたらすと、なんで言い切れるんです？」

「そ、それは――だって技術が発達すれば、助かる人もいるでしょう？」

「いるでしょうね。同時に、不幸になる人も発生します。紡ぼう績せき機きの発達が養蚕業者を締しめ付けたように。銃じゆう器きの発達が騎き兵へいを駆く逐ちくしたように。発達と衰すい退たい、幸福と不幸はコインの裏表、作用と反作用で決して切り離せないものだと僕は思うんです」

「う……し、しかし……」

　自らも騎士の家系であるツェツィーリアには、ライルの言うことを実感できるのだろう。如によ実じつに顔を曇らせた。だがそれでも納なつ得とくできかねる部分が残るのか、なんとか言葉を捻ひねり出そうと口をもごもごさせている。

「――ちょっと意地悪でしたね」と、ライルは表情を緩ゆるめた。「もちろん、すべての発達が悪いことばかりじゃありません。けれど発達や成長ばかりに目を囚われると見えなくなるものが出てくるのも事実だと思うんです。僕は出来ることなら、そういう見えなくなったり取り零されたりするものを掬すくい上げるような仕事をしたいって思うんです」

「……それは、具体的にはどんな？」

「それが分からないから、こうしてツェツィーリアさんに怒おこられるワケです」

　ライルはそう言って、ふと気が付いたように顎あごに手を添そえた。

「うん、こうして口にすると自覚できる。ありがとうございます、ツェツィーリアさん」

「は、はい？」

「おかげで、僕のやりたい事が少しだけ形になった気がします」

「……自分は、別に何もしていません」

「いえ、こうして話を聞いてくれただけで感謝です。それにこんな話をするの、考えてみれば初めてでしたし」

「…………」

「？　どうしたんですか？　急に難しい顔をして？」

「……なんでもありません」

　ツェツィーリアにぷいっとそっぽを向かれ、ライルは頭の中に疑ぎ問もん符ふを浮かべて首を捻った。何気なく口にした『初めて』という殺し文句の威い力りよくだとは、それこそマイペースなライルにはぴんと来ないのである。

「……貴公あなたはつくづく……自分の理想の男性像と正反対です」

　言葉とは裏腹に口調はどこか軽かろやかなツェツィーリアの反応がますます不可解で、ライルは彼女の顔を覗き込もうと身を屈かがめる。

　だが、ツェツィーリアの顔色を確認する前に、明かりがフッと落ちた。

「ん？」

　見れば、通りの瓦が斯す灯の明かりが一いつ斉せいに吹ふき消えていた。店てん舗ぽの明かりは残っているが、それでも如実に暗くなる。何かの催もよおしというわけでもないようで、観光客たちがザワつきはじめた。

「これは……」

　さらに、ダメ押おしとばかりに強風が吹き荒あれた。人々の帽子や肩かた掛かけが巻き上げられ、からかうように上空を舞まう。

「よ、妖よう精せいの悪いた戯ずらだ……」

　誰だれかの呟つぶやきが思いの外よく響き、通りの人々が気味悪そうにその単語を繰くり返かえした。

「……ライル殿」

「思ったより早い再会ですね」

　溜ため息いき交じりに返事をし、ライルは周囲を見回した。目的の人物はすぐに見つかる。

「――――いた」

　昨晩出で遭あった、レレーネと名乗る〈貴き妖精〉の少女だ。彼女もこちらに気付いて――というより初めから目的だったように堂々と正面から視線を注いでいた。人々の注意が空うえに向いてるとはいえ、黄昏色に光る琥こ珀はく眼がんを隠そうともしていない。

　ライルを眺める細身の少女は、にやにやと唇くちびるを歪ゆがめながら、琥珀眼に指をやり、

「――べぇ」

　と目を剥いて舌を出し、ひらりと身体をひるがえした。

「……今度こそ懲こらしめましょう。異論はないですよね、ライル殿？」

「もちろんです」

　頷うなずき合い、二人は巻き上げられた荷物が落ちてくる中を走はしり抜けた。

　レレーネはライルたちが付いてくるのをちらりと確かめると、まるで鬼おにごっこを楽しむ悪童のように笑った。風に背中を押され、旋風つむじかぜそのもののようにひゅっと横道に潜もぐりこむ。

　ライルとツェツィーリアもそれに続く。路地を走り抜けると、人気のない大きい廃はい工こう場じように行き着いた。元は造船工場だったらしく、建造途中の小型船が陸に打ち上げられた鯨くじらの骸むくろのように放ほう棄きされていた。

「いかにも子供が好きそうな隠れ場ば所しよですね」

　気配を探さぐりながら、ライルとツェツィーリアは工場跡あとに足を踏み入いれた。すると、用意されていたらしき無数の蝋ろう燭そくに一斉に火が灯ともり、くすくすと笑い声が響き渡る。

『待ってたよ。やっぱりやられっ放しってのは、ボク、好きじゃないんだよね』

「好きとか嫌きらいって問題かい？」

　どうやら『風』に声を乗せているようで、何ど処こに隠れているかは判然としない。ライルは首を巡らしながら声を返した。

「出てくるんだ。いささかおいたが過ぎるよ！」

『へん、エラそうに。まぁ、ゲームに勝ったら出てやってもいいよ！』

　バンッ、と音がして振ふり向けば、入って来た工場の扉が勢いよく閉じられた。

『かくれんぼだ！　見つけてごらんよ。キミたちがくたくたになる前にね！』

　無む邪じや気きな声がそう告げるや否いなや、密室状態の工場内に『風』が吹き荒れた。工場内の廃はい材ざいなどが吹きあげられるが、蝋ろう燭そくの火はわずかに揺ゆれるだけ。現実感を欠いた光景である。

　だが、真しん鍮ちゆう色の髪かみを押さえたツェツィーリアは、単純に忌々しく悪態を吐く。

「何がかくれんぼだ！　二度とイルザ様に悪戯できないよう、足あし腰こし立たなくしてくれる！」

『こわいこわい。出来るものならやってみなよ！』

　勢いよく飛んできたのはトタン製のバケツだ。蝋燭の明かりだけの不自由な視界の中、ツェツィーリアは抜きざまの一刀でバケツを叩き斬きった。

『やるねお姉さん！　だったら次行くよ！』

　言葉通り次が来た。今度は木材の切れ端はしが複数。だがこれも慌あわてることなく、ツェツィーリアは精せい妙みような剣けん捌さばきで迎げい撃げきした。

「舐なめるな。そう何度も遅おくれを取るものか……！」

　半月前の騒そう動どうでイルザを護まもり切れなかったのがよほど悔くやしかったのだろう。魔術の『風』が支配する空間にあっても、ツェツィーリアの眼光に一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよはない。

　お手玉のように気軽に、けれど下手すれば怪け我がだけではすまなそうな様々な材質が降ふって来る中、軍装の少女は冷静にサーベルを振るった。

『すごいすごい！』

　新しい玩おも具ちやに夢中になった子供の声。ライルは内心ツェツィーリアに感謝しながらその場を離れた。彼女が派手な振る舞いで注意を引き付ける間に、性質の悪い悪いた戯ずら妖よう精せいを見つけるのがライルの役割だ。

　目を凝らして工場の構造を確認し、ライルはぶつぶつと呟き思考をまとめる。

「――必ずこっちが見える場所にいる筈はずだ。さらに『風』を操あやつる以上、視界は開けた方がいい――となると」

　ライルは携けい帯たいしていた琥こ珀はくを咥くわえ、壁かべに設しつらえられた梯子はしごに飛びついた。錆さび付いているが、幸いライルの軽い体重では問題なさそうだ。梯子を上って工場を見回せる吊り通路キヤツトウオークに辿たどり着つくと、マントを被った人影がこっちを向いた。

「うそっ？　こんな簡単にバレたぁ!?」

　励れい起き光の灯った琥珀眼を見開き、レレーネは慌てて立ち上がる。

「子供は高い所が大好きだからね！」

　走り出そうとしたライルに、レレーネが細い腕うでを掲かかげて『風』を放つ。ライルは吊り通路の手すりにしがみ付いた。

「ぐ……見つけたんだからかくれんぼは終わりだ！」

「やなこった！　捕つかまるまで終わらないよ！」

　ライルは頭を抱かかえたくなった。昨晩、彼女は『あんたの数倍は長く生きている』と言ったが、性格は聞き分けのない子供そのものだ。

「〝光の果て、闇やみの果てに在りしもの〟――」

「なにする気か知らないけどさ！」レレーネは琥珀眼を輝かせ『風』を維い持じしたまま叫さけぶ。

「魔ま術じゆつ師し如きの小手先の魔術で、幻想種に敵かなうもんか！」

「それはどうかな……！」

　ライルは不敵に笑い、てんで見けん当とう違ちがいの方向を指差した。釣つられ、思わずレレーネがその方向に顔を向けた瞬しゆん間かん、

「！　ぅあっ!!」

　強きよう烈れつな閃せん光こうによって眼めが焼かれ、〈貴き妖精〉は悲鳴を上げた。

　空気の酸素濃のう度どを偏へん向こうさせ、たよりない蝋燭の火を爆ばく発はつ的てきに燃え上がらせたのだ。単純ではあるが、人間より夜目が利きく幻想種は明順応できずに目を瞬またたかせた。

　魔術の風が弛ゆるむ。五感が乱されれば、感覚で操る幻想種の魔術はどうしても鈍にぶるのだ。

　ライルは立ち上がってレレーネを捕まえようと駆け寄った。

「くっ――」

　足音を聞き、止めていた足を動かすレレーネ。だがやはり視界がチカチカ瞬いていたせいか足取りは乱れており――慌てたせいもあって吊り通路から足を滑すべらせた。

「あ――」

「あぶないっ！」

　ライルはレレーネへ飛び付いた。間かん一いつ髪ぱつ、彼女の手首を掴むことに成功する。だが、ライルも吊り通路から半ば落ちかかった身体を、なんとか左手左足の爪つま先さきを引っ掛けて耐たえる体勢だった。

　汗あせをかいて踏ん張ばるライルを、宙づりのレレーネがぽかんと見上げる。

「お、おまえ、なんで……」

「なんでもいいから早く上がって！　魔術を使えば簡単だろ！」

「あ、うん」と思い出したように『風』を吹かせるレレーネ。軽い細身の身体がふわりと持ち上がり、ライルの身体も持ち上げるようにして吊り通路に立たち戻った。

「ぐ……ああ、やっぱり刺ささってる……」

　木材の破は片へんが刺さった左手を眺めて情けない顔をするライル。

　一方のレレーネも、ライルに掴まれた自分の右手を眺めて複雑な顔をした。

「……おまえ、なんで――」

「つーかーまーえーたー」

　がしっと肩かたを引っ掴まれ、レレーネはびくりと身体を竦ませる。

「無事で何よりです、ツェツィーリアさん」

「ええ。この悪戯妖精に天てん誅ちゆうを与あたえるのが自分の使命ですので」

　ぴくぴくと眉み間けんを震わせ、ツェツィーリアは生き真ま面じ目めな顔を怒いかり一色に染めていた。




　吊り廊ろう下かから降りて早さつ速そく、ツェツィーリアはレレーネを正座させた。彼女の剣けん幕まくはすさまじく、隣で見ているライルまでが思わず首を竦ませるほどだ。

「何を考えているんだ貴様！　王族たるイルザ様にたいした理由もなく狼ろう藉ぜきを働いただけでも許し難いのに、さらに罪の上塗りをするとは！」

「なんだよう……誰も怪我しなかったからいいじゃんがァグッ！」

　鍛えられた拳こぶしが固い打撃音を響ひびかせ、レレーネは頭を押さえて仰のけ反ぞった。

「……ライル殿の顔を見て、同じことをもう一度言ってみろ」

　ツェツィーリアの底冷えのする声に、レレーネはぐっと言葉に詰まった。伏ふせがちな目でおずおずとライルを見上げ、〈貴き妖精〉の少女は、

「……ごめんなさい」

　と、不ふ貞て腐くされながらも呟いた。

　ちゃんと謝あやまれる素す直なおさもあるのだと、ライルは彼レレ女ーネを見直した。

「何だその顔は！　謝るなら謝るなりの顔があるだろうが!!」

「まぁまぁ、ツェツィーリアさん。落ち着いて下さい」

「ライル殿！　さっきのは一歩間ま違ちがえば――」

「けど大した怪我じゃなかったんだから良いじゃないですか？　そろそろ怒りを収めないと、眉間のしわが取れなくなっちゃいますよ？」

「……貴公は優やさしすぎます」

　どうやら怒りより呆れの念が強くなったらしく、ツェツィーリアは溜め息を堪こらえて首を振る。その隙すきに、ライルはぶすっと黙だまり込んだレレーネに語りかけた。

「――レレーネ・アールレイム。君に訊ききたい事があるんだけど、いいかな？」

「……なんだよ？」

「〈貴き妖精〉の一支族『白風の妖精』といえば、《黒いシユヴアル森ツ・バルト》の守護者と聞いている。そんな君が、なんでこんな街中に出張って悪戯なんかしてるんだい？」

「昨日も言ったろ？　人間を脅おどかしつけるためだよ」

　レレーネはそっぽを向いたまま、それでも律りち儀ぎに質問に答える。どうやら昨晩みたく逃にげ出すことはなさそうだと、ライルはさらに質問を重ねた。

「人間を脅かしつける、か。どうして急にそんな事に？」

「知らないよ。ボクはただ『面おも白しろそう』だからやってきただけだもん。まぁ、長老連中の話を聞くに、人間が身みの程ほど知しらずにも《黒い森》を切り開こうとしてるんじゃないの？」

「……そうか。《黒い森》が……」

　ライルは思案顔で呟いた。

《黒い森》は、イルゼシュタイン王国北東部からその周辺国にまたがる、広大な森林地帯の通つう称しようだった。古くから人間の侵しん入にゆうを拒こばみ、畏い敬けいの念を持って語られてきた。

　だが、《黒い森》が人間を拒むのは、黒色に見えるほどの深い原生林だけが理由ではない。数々の伝説を伴い語られるこの大森林は、幻想種の一大棲息地でもあるのだ。

　人間の魔術師は琥珀として結けつ晶しよ化うかした魔力しか使えないが、幻想種たちは《黒い森》に充じゆう溢いつする魔力を以もって結界を張り、太古の昔から人間を迷わせては追い返した。かつて西方諸国を席せつ巻けんした、知識と迷めい信しんをまとめて駆逐するべく振るわれた『魔ま術じゆつ狩がり』の狂きよう気きすら、《黒い森》は撥はね退けてきたのだ。

「――人ひ間とと幻想種の関係が変わりはじめている事は何となく理解した。それを踏ふまえて、やっぱり言うよ。白風の妖精きみたちが行っている『妖精の悪戯』は、間違っている」

「なんでだよ？　多かれ少なかれ、昔からやってきたことじゃんか」

「それでも、君らの悪戯で怖こわがったりする人がいるのは事実だ。それも、これはきみたちからやってきたことだ。追い返すならまだしも、こんな風に積極的にやられたら、反感を買うのは避さけられない」

「むぅ……なら、どうしろってのさ」

「それはわからない。たぶん、誰もまだわからないだろう。だから、一いつ緒しよに考えないかい？」

「……一緒にって、あんたと一緒に？」

「僕や、他に力になってくれる人たちと。人を脅かすよりは、そっちの方がよほど建設的に思えない？」

「……考えとくよ」

「そうか。それなら今日のところはもう帰るといいよ」

「へ？　いいの？」

「よくありません！」

　気き抜ぬけしたレレーネの声にかぶせ、ツェツィーリアがライルに大声で言いい募つのった。

「拳げん骨こつ一発ではまったく足りません！　もっと思い知らせてやらなければ！」

「ちなみに、ツェツィーリアさんの考える『お仕置き』はどれくらいですか？」

「三日三晩宙ちゆう吊づりにし、さらに一週間かけて断だん食じき行。それで懲りないなら、王城地下に保管された拷ごう問もん器具を埃ほこり落としも兼かねて使わせてもらいましょう。爪つめ剥はがしから三角木馬まで選より取どり見み取どりです」

「じょ、冗じよう談だんだろ……」

「冗談だと思うならそう思っているがいい」

　ツェツィーリアの容よう赦しやない眼光に、レレーネは「ひぃ！」と悲鳴を漏らした。

「――とまぁ、この恐こわいお姉さんが人類の負の遺産をフル稼か動どうさせる前に、『妖精の悪戯』は打ち止めにした方がいいと思うけど？」

　ライルが冗談めかして言うと、レレーネはぶんぶんと首を振り、泡あわを食って逃げ出した。

「……そうだ。おまえ、名前なんて言うんだ!?」

　柱の陰かげに隠れ、顔だけ出してレレーネが問とい掛けてきた。

「僕の名前はライル・バルトシュタインだ」

「ライル！　さっきのはおまえの勝手なお世話だからな！　あの高さから落ちたって、ボクは何ともなかったんだ！　調子に乗るんじゃないぞ！」

　レレーネはそれだけ言うと、後は一目散に廃工場から脱出とびだしていった。

「……ちょっと可哀かわい想そうだったかも」

「どこがですか。ライル殿の人の好よさには呆れ果てます」

　憮然と漏らすツェツィーリアに、ライルはくすりと笑ってしまう。自分もひどい目に遭あったのに他ひ人との不利益を優先して怒る彼女こそお人ひと好よしだと、ライルは思うのだった。

「それにしてもさっきの脅し文もん句くは見事でした。『冗談だと思うならそう思っているがいい』なんて」

「？　自分は脅してなどいませんが？」

　ツェツィーリアはきょとんと首を傾かしげる。無防備な仕草が可愛かわいらしいが、その自然さがかえって言葉の真しん実じつ味みを増していた。

「……本当に拷ごう問もんするつもりだったんですか？」

「ええ。初歩の拷問術は必ひつ須す技能でしたので、やり遂とげる自信はあります。専門の拷ごう問もん吏りの方からも『筋がいい』と褒ほめ言こと葉ばを頂いてますし」

　……今度ツェツィーリアをからかう時には注意しようと、ライルは強く心に刻み込んだ。




※　※　※




「ちっくしょう、おぼえてろよ……」

　自信の操る『風』に乗って空を駆かけながら、レレーネ・アールレイムはぶすっとした顔で悪態をついた。

　風と一体化したような軽やかさでビルからビルへと飛び移る。苛いら立だちを紛まぎらわすように高く高く跳とぶレレーネは、一ひと際きわ高い市庁舎の屋上に着地した。眼下には、煌こう々こうと明かりを燈す人間の街ヘクセンブルグがある。脅された仕返しに脅かしてやろうかと右手を掲げ――

「……ふん。そんな気分じゃないや」

　右手首を擦さすり、レレーネは不ふ機き嫌げんそうに呟いて飛び上がった。

　やがて、郊こう外がいの人気の少ない打ち捨てられた屋や敷しきにやって来ると、レレーネはその二階テラスに舞い降おりた。我わが物もの顔がおでドアを押し開あけて屋内へ入ってゆく。

「ただいまー」

「……帰ったか、レレーネ」

　埃だけ吹き掃われた室内には、十人ほどの人ひと影かげが屯たむろしていた。男も女もいたが、そのどれもが細身の体をし、驚おどろくほど整った美び貌ぼうを備えている。そして、魔力持つ幻想種の特とく徴ちようたる琥珀眼。レレーネとともにヘクセンブルグへやって来た白風の妖精たちである。

「今こ宵よいは遅おそかったな……」

「ん～、ちょっと力が入っちゃって」

「驚かすのはよいが、あまりやりすぎるな。我らの存在を知られるのは避けたい」

『だったら森に引っ込んでればいいじゃん』とレレーネは思ったが、ここにいるのは自分より年経へた者たちなので愛あい想そ良く「はいはい」と頷き、疲つかれたと言ってソファに身を投げ出した。

「……変わったな、人の世は。昔は少し脅せば生いけ贄にえを用意するほど慌てたものを」

「無用な争いを避けるために隠いん棲せいしたというのにな……我らの慈じ悲ひを忘れ去りおって」

「どうしたものか……〝森〟の恐おそろしさをどうやって思い出させてやろうか……」

　白風の妖精たちは顔を突つき合あわせてぼそぼそと話を続けている。離はなれた場所からそれを眺ながめ、レレーネはちょっぴり憂ゆう鬱うつな気分になった。

　外見に見合わぬ時を生きるレレーネだが、幻想種が隠棲してから生まれ育った彼女には、老人たちの焦あせりがよく分からない。人間たちに〝空想〟と思わせておきながら、いまさら躍やつ起きになって往年の畏い怖ふを取とり戻もどそうとする。彼らは『森を守るため』と言っているが、なんだか玩具を取りあげられそうになった子供の慌てように見えるのだった。

　もちろん、彼女にとっても同どう胞ほうは大事だ。だから自分が楽しむという目的はあるものの、老人たちに従っている。だが、『このやり方は見当ハズレなんじゃないか？』という疑念が頭の隅すみにあるのもまた事実だった。

（……あの魔術師――ライルって言ってたな。エラそうに説教ぶるヤツだけど……そうだよな。分からなかったら相談すればいいのにな）

　あいつのこと、ちょっとみんなに話してみるか――そう思ってレレーネがソファから身を起こすと、顔を突き合わせていた同族たちが一斉に立ち上がった。

「な、なに？」

　ぎょっとしたレレーネに構わず、同族たちは琥珀眼に黄たそ昏がれ色の光を燈しはじめた。

「……殺気だ。この感覚だけは、百年経っても変わらぬな」

　リーダー役のもっとも年とし嵩かさ――といってもレレーネとそう変わらぬ外見だが――の白風の妖精が呟くや、階下から激しい打撃音が響いた。混乱しがちなレレーネでも、それが玄げん関かん扉とびらが砕くだかれた音だとすぐに察しが付いた。

「長居は無用だ。この屋敷から抜ぬけ出だすぞ」

　リーダーの言葉に従い、妖精たちはテラスへと向かう。慌てて続こうとするレレーネ。その目の前で、テラスの扉とびらを開いた仲間が血を撒まき散ちらした。

「な――」

「窓から離れろ！」

　窓という窓が一斉に割れた。軽やかな破は裂れつ音おんに混ざり、甲かん高だかい銃じゆう声せいが連続して響く。

「おのれ……小こ癪しやくな真ま似ねを……！」

　レレーネを床ゆかに押さえ付つけた仲間が憤ふん怒ぬの声を漏らすが、彼女自身は呆ぼう然ぜんとしたまま何が起こったか分からない。そんな彼女の混乱を助長するように、部屋のドアが音を立て開かれた。無数の人間たちが雪な崩だれ込んでくる。まるで闇そのもののような、深い黒衣を纏まとった兵士たちだった。

「人間どもめ！」

「上等なおもちゃを手にしたくらいでいい気になるな！」

　仲間たちがすぐさま向き直った。踏み込んできた黒衣の兵士たちを蹴け散ちらして退路を確保するつもりなのだろう。

　兵士たちが担かついだライフルを構えた。白風の妖精たちの琥珀眼が激しく瞬き、部屋の中に暴風が吹き荒れる。

　発はつ砲ぽう音おん。だが照準も弾だん道どうも『風』に乱され、弾だん丸がんは見当はずれな位置を穿うがつばかりだ。

「どうだ人間どもっ！　自らの思い上がりを恥はじるがいい！」

　自信に満ちた仲間たちの声に、レレーネは思わずほっと息を漏らした。後はこのまま後こう顧この憂うれいを断って脱出するだけ――そんな彼女の明るい展望を、金属を引っ掻かくような軋り音が遮さえぎった。

「なん、だ――」

　新たに入って来たのは、分厚い甲かつ冑ちゆうを纏った、熊くまのように太ましい手足の鎧よろい武者だった。だが、それはレレーネや仲間たちが見た事もない異形の鎧だった。身体を拘こう束そくするようなチューブが板金の下に見みえ隠かくれし、突き立てられたか突き出したのか定かでない金属板が身体の各所で不ふ吉きつな気配を発していた。まるで――鉄の化物だ。

「虚こ仮け威おどしを！」

　大型台風に匹ひつ敵てきする剛ごう風が鉄の化物に殺さつ到とうした。

　生身の兵士たちが吹き飛とばされないよう必死になる中、そいつだけは微び動どうだにしない。鉄の重さに似合った泰たい然ぜん自じ若じやくぶりだ。それどころか――

「なっ――！」

　重量感あふれる鉄の塊かたまりとは思えぬ速度で突とつ進しんしたそいつは、手にした戦棍メイスを無造作に振るった。柄頭の金きん属ぞく片へんが筋骨を砕く鈍い音が連続する。

「ひっ――」

　血ち塗まみれで転がった仲間の姿に、レレーネは喉のどを引き攣つらせた。

「この――ガラクタが！」

　仲間たちはさらに『風』を浴あびせ掛かけるが、鉄の化物はびくともしない。重量に見合わぬ俊しゆん敏びんさは見る者の感覚を乱し、前時代的な戦棍の餌え食じきとなるばかりだった。

「この！」

　それでも速さではこちらに分があると、リーダー格の白風の妖精が『風』を背に加速して回り込む。全身はともかく旋せん回かいに難があるらしく、鉄の化物はあっさりと無防備な背中を晒さらした。

「調子に乗るな――ァガ!?」

　ナイフを抜き、装そう甲こうの隙すき間まに打ち込もうと突き出した腕は、横合いから襲おそいかかる刃やいばによって断たれた。虎落もがり笛のような悲鳴が響き渡わたる。

「――――確かに、所しよ詮せんは機械仕じ掛かけか。単機での対応力に難あり、だな」

　両手持ちの大剣けんを振るった黒くろ髪かみの女が鉄の化物を横目にして言った。

　ぼとり、と。這はいつくばったレレーネの目の前に、ナイフを握にぎったままの手首が落ちる。

「ひっ――ひ、いぁ――」

「おおあああああああっ！」

　残った仲間が逃げ出そうとする。だが外と中の両方からの飽ほう和わした銃じゆう弾だんを浴び、さすがに逸そらし切れずに餌食となって床に転がった。

「う、わ――――わぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　正直、レレーネもどうしたのか分からない。冷静さなど欠片かけらもない。

　だが、それが良かったのか。

　魔ま術じゆつの行使すら忘れて這いずり、テラスから転げ落ち、本能のままにひたすら逃げる。負け犬同然に逃げる彼女の琥珀眼には一片の光もなく、ただただ恐きよう怖ふに暗く濁にごっていた。







三章　列車での出来事
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　王都ヴェルグの歴史は古い。イルゼシュタイン王国がシュタイン公国という名の辺境小国だった頃から、この都市は西方でも有数の交易地であった。『戦女王』イルザ・シュタインがこの地を平定し王都と定めた後、その発展はさらに加速した。

　そして歴史ある都市というのは、最新の近代建築の裏側に古くからの下町が同居するものだ。背高帽ぼうの紳しん士しがステッキを突くその一つ隣となりの通りで、吊るされた洗せん濯たく物ものが万ばん国こく旗きのようになびく。輸入物の高級酒を振る舞う会員制のバーの向かいに、水のような麦酒ビールを出す宿酒場があったりする。

　ある程度の棲すみ分わけは自然と行われるものだが、その無節操さを愛する者もまた多い。混こん沌とんを愛する者たちのための橋はし渡わたし的な場所もまた、王都ヴェルグには数多くある。

　繁はん華か街がいの裏通りにひっそりと看板を出す『猫ねこの鳴き声』亭ていも、そんな店のひとつだ。いわゆる演劇酒場というやつで、半地下の店の奥おくに小さいながらも舞ぶ台たいが備えてある。貧びん乏ぼう劇団の実験劇や、経験積みの半人前、あるいはここで世話になった有名人が提供する舞台を、酒を嗜たしなみつつ楽しむ場所だった。

「ａａｕｈ――――」

　日の入りに合わせて開店した店内。時に野や次じや皮肉を飛ばすこともある客たちが、じっと月光浴を愉たのしむように歌に聞き入っている。

　舞台に立つのは一人の少女だ。蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつに、淡あわ雪ゆきのような白い柔やわ肌はだ。まだ未成熟で華きや奢しやな肢し体たいを、黒いドレスに包つつんだ見目麗うるわしい美少女である。それだけでも鑑かん賞しようする価値があるが、観客たちが静かに聞き入るのは何よりもその歌声だった。

　けして技ぎ巧こうに飛び抜けているわけではない。だが、彼女の声には人の耳を惹ひきつける何かがあった。

　歌というのは、良くも悪くも奏かなでる者の性質が滲にじむものだ。その涼すずやかな歌声は、静せい謐ひつな月光を連想させた。しんしんと降り注ぐ月光を爪つま弾びいたらこのような透とう明めいな音がするのだろう――そんな感かん慨がいを抱いだかせる静かで穏おだやかな、そして凛りんとした歌声であった。

「――――ｕｎｎｎ……」

　しん、と。そよ風のような余よ韻いんを残し、月の声持つ歌うた姫ひめは小さく一礼した。雰ふん囲い気きを壊さないよう小さな、けれどその場を満たす拍はく手しゆが奉げられる。

　少女は舞台を降り、客たちに礼を返しながらカウンター席へ歩いて行った。

「おつかれさま、ルーナリアちゃん」

　整えた口くち髭ひげが印象的なマスターが、レモンの輪切りを浮うかべた水を差し出して労ねぎらう。

「……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げ、ルーナリアはコップに口を付けた。それほど表情が動かない無表情であるが、何な故ぜだかほっとしたのがすぐに分かる。浮うき世よ離ばなれした容姿の美少女であるが、そんなところは実に微笑ほほえましい。

　マスターも、こくんこくんと水を飲むルーナリアを目を細め見守っていたが、やがてちょいと口髭を撫ぜて苦言を漏もらした。

「今日の歌、ちょっと荒れてたね」

「……すみません」

　ルーナリアは俯うつむきがちになって謝った。舞台に身が入り切っていなかったのは彼かの女じよも身に染しみていたのである。

「やっぱり、ライルくんが――」

「ちがいます」

　間かん髪はつ容いれずに否定するものの、むっつりとした口元を見れば強がりなのは手に取るように分かるというものだった。

「……あんな人、いなくたってなんともありません。むしろせいせいします。ええ、ほんとうに。研究室のお部屋だって広々として結構な事です」

「わかったわかった。なら、次からは気を付けてくれ」

　ぶつぶつと呟き続けるルーナリアに、マスターは含ふくみ笑って封ふう筒とうを取り出した。

「はい、お給料。ここ最近頑がん張ばってくれた分、ちょっと多めに入ってるよ」

「……ありがとうございます……」

　ルーナリアは受け取った封筒を睨にらみ付けた。

　ここ最近頑張っていたのは、ライルが夏の長期休きゆう暇かに入るからそれに合わせようと思っての事だった。せっかくお休みも貰もらえるし、ちょっと贅ぜい沢たく出来るお給料も貰えたというのに……と、別に封筒に恨うらみはないが、目付きが強こわ張ばるのは無理からぬ話ではあった。

「それと、これね」

　マスターは続いて、ルーナリアへはがき大の紙を差し出した。

「……これは？」

「君が舞台にいる間、電報が届いてね」

　デンポーってなんだろうと頭を捻ひねって受け取るルーナリアだが、そこに書かれた内容を読むや、ぴたりと動きを止とめた。

「……………………遅かった…………」

　無表情ながら沈ちん痛つうな声で、ルーナリアは呟いた。




※　※　※




　――所変わって。

　当然の帰結だが、マリーア・ハイラインは半はん狂きよう乱らんになっていた。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！　ライルぅぅぅぅうううううぅぅぅぅうううううううう――――っっ!!」

　彼女が王都の住まいとするアパルトメントの寝しん室しつに、悲痛な悲鳴が木こ霊だました。壁や床がびりびり震ふるえるほどの大だい音おん声じようである。

「――――まぁ、わたしも油断していたとはいえ」

　昨日ライルを送って行ったミラが、若じやつ干かん申し訳なさそうに声を掛けた。

「もうすこし落ち着いてください。慌てふためくにしても、せめてルーナリアさまの時くらいの分別でお願いします」

「状じよう況きようは深刻なのよ！」

　ミラの言葉に、マリーアはがばりと振り向むき力説した。

「ルーナリアは何だかんだいって真まっ直すぐだからまだいいわ！　正々堂々と女の魅み力りよくで対決するならあたしだって望むところよ！　けど、けど……けどあのロリ王女！　手段選ばない気満々じゃない！　あれこそ謀ぼう略りやく渦うず巻まく中で受うけ継つがれてきた王族の血よ……あたしやルーナリアには真似できない、曰いわく言い難がたい業ごうの深さを感じたわ……！」

　わなわなと身体を震わすと、マリーアは頭を抱えて再び呻うめきはじめた。

「ああああああっ！　ライルがっ！　あたしのライルがあああああああああああっ！」

　赤しやく銅どう色いろの髪を振り乱みだし身を捩ねじり、水を絞しぼった雑ぞう巾きんのように理性も絞り出すマリーア。

「…………うう、らいるぅぅぅ……らいるぅぅぅぅううう…………らいるぅぅうう……」

　激しい興奮が過ぎ去ると、今度は夢遊病者のようにふらふらと寝室を歩き回る。まるで水を求める砂さ漠ばくの遭そう難なん者しやのような、力なくも切せつ羽ぱ詰つまった足取りだ。

　その末期的な躁そうと鬱うつの落差たるや、重度の麻ま薬やく中毒者も顔を蒼褪めさせるに違ちがいない。

「やれやれ。休暇だって貴重ですし、そろそろ正気に戻ってもらわないと……」

　顎あごに手を当てて思案するミラ。
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　とそこに、来訪者を告げる呼よび鈴りんが鳴る。

「おや？　誰だれでしょうか？」

　禁断症しよう状じようの主はひとまず放っておき、ミラは確かく認にんのために寝室を出ていく。

　一方、寝室に取り残されたマリーアはミラが出ていったのも気付かず、ぐるぐるぐるぐると同じ場所を飽あきることなく回り続けた。

「……ライル……どこ行ったのよ、ライル……」

　密ひそかに見張らせていたミラの報告で、ライルがイルゼシュタイン城から帰っていないのは確認済みだ。イルザ殿でん下かも護衛の少女を引き連れ何ど処こかへ出かけたと今日になって情報が入った。十中八九、こっそり連れ出されたと見るべきだろう。

　こちらが見張っているのを見み越こして準備万ばん端たん整えていたのだ。

　王女殿下の幼さに似合わぬ妖よう艶えんな微笑みを思い返し、マリーアは顔を青褪ざめさせた。

「生真面目女ツエツイーリアを使うみたいに言ってたけど……危険だわ……真面目さが取り柄えみたいなあの女じゃ、簡単にコロぶ……！」

　ライルは女心に疎うといくせに女の子の扱あつかい方かたは妙みように上う手まい。自覚がないのに憎にくらしいほど焦らし方を心得てるのだ、あの少年は。男女の機き微びも分からないおぼこなんて、きっとあっという間だ。

　しかも、あの天然女狐ぎつねのロリ王女が後あと押おししたらいったいどうなるか。

「う、うう……」

　例えば、着き替がえてるところに鉢はち合あわせ、なんて事を仕組まれるかも知れない。そうなったら……

『恥ずかしがることありません。ツェツィーリアさんの身体、とても綺き麗れいだと思います』

『せ、世辞を言うなっ。どうせ筋肉で筋ばった身体だ。背だって……高すぎるし……』

『そんなことありません。すらりとして綺麗です。背が高いのだって、カッコいいじゃないですか』

『き、きれい？　かっこいい？』

『ええ。ですからもっと良く見せてくれませんか？　あなたの綺麗な身体を』

『ら、ライル殿…………』

『ツェツィーリアさん、とっても綺麗です……素す敵てきですよ』

「………いやいやいや」

　ぶんぶんと首を振る。そう簡単に搦からめ捕られるライルではない。きっとうまく逃げ延のびてくれるハズ……だが、策略が一度で済むとは思えない。

　例えば、朝にライルを起こしに来たツェツィーリアが……

『おはようございます、ライル殿』

『う、ううん……おはようございます、ツェツィーリアさん……』

『いったい何い時つまで寝ねているのですか？　イルザ様が待ってますから早く――!?　ら、ライル殿っ！　不ふ謹きん慎しんです！　破は廉れん恥ちです！』

『ふぇ？　……ああ、これは単なる生理現象ですよ？』

『そ、そうなのですか？……い、いえ！　たとえそうだとしてもそんな状態でイルザ様と朝食を取るつもりですかっ？』

『時間が経たてば収まりますから』

『し、しかし、イルザ様は急いで呼んで来いと……』

『仕方ないですね。じゃあ、手伝ってくれますか？　まずは――』

『こ、こうですか？　……あ、熱い……へ、変な気持ちに……つ、次はどうすれば……っ!?　んん～～～～！　けほっ、く、口でなんて急には……んんっ――』

「いやいやいやいやいや！」

　ぶんぶんと首を振ふり、想像――というか妄もう想そう――を振り払はらおうとするマリーア。だが、乙おと女めの妄想力は暴走するものと相場が決まっており、

『た、助けて下さい、ライル殿……水着が流されて……』

『不良品だったんですかね？　しょうがない。なんとか隠しましょう』

『ひぃん!?　そ、そんな隠し方……あっ！　な、流されたのは上だけで……ぁんっ』

「……お嬢じようさま？」

『こ、こんなドレス着せられても似合わないのに、イルザ様が無理やり……』

『よくお似合いですよ。すごく、綺麗です』

『あっ……駄だ目めですライル殿……ど、ドレスにしわが……ぁぁあっ』

「お嬢さま？」

『ほら、窓のすぐ傍そばを人が通りますよ？』

『あぁん！んん……ら、ライル殿、お願いです……こんな所で……』

『そんなこと言って、ものすごく興奮してますよ？』

『いやぁ……ああ、お願いですライル殿……こ、こんな辱はずかしめ……ああっ、見ないでぇ……』

「お嬢さまっ！」

『わたしの護衛をこんなにしてくれて……責任とってくれますよね、ライル先生？』

『ええと……責任って？』

『簡単です。ツェツィをこんなにした先生のイケナイ味を、わたしにも教えて下さい』

『あぁ、イルザ様……これは自分のですぅ……』

『いいじゃない、ツェツィ。ちょっと味見するくらい……ん、ちゅ……ふふ、生徒にこんな事されて興奮するなんて、ほんとうにイケナイ先生ですね――』

「いやぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!　ライルのっ！　ライルの純潔がっ！　あたしの純潔がぁぁぁぁああああああああああああああああ――――――――――ッッッ!!」

「ちぃいえすとぉ！」

「ほげらっ!?」

「まったく……劇場並みの防音を施ほどこしといて正解でした」

「ぐ、うう…………どうしたの、ミラ？」

　痛みで妄想が引っ込み、マリーアはようやく現実に復帰した。

　ミラは愛すべき主の脳天に叩たたき込んだ手刀を収め、にっこり笑って用向きを告げる。

「ルーナリアさまがお越こしです。何やらライルさまの事でご相談があるようですよ？」




「……夜よる遅おそくに申し訳ありません」

「別にいいわよ、そんな事は」

　深々と頭を下げたルーナリアに、マリーアは気軽に返した。

　居住まいを正し、ルーナリアは素直に感心した。突とつ然ぜんの来訪であったが、居間のソファに腰こし掛かけるマリーアはいつも通りの泰たい然ぜんぶりで、ちょっと悪いた戯ずらげな微笑みを浮かべながらミルクティーのカップに口を付けている。苛立ちを舞台へ引ひき摺ずった自分とは大おお違ちがいだ。

　――蛇だ足そくだが、無む邪じや気きに感心するルーナリアと、必死で平常を装よそおうマリーアを、ミラは部屋の隅でにこにこ笑いながら生暖か～く眺めている。

「それで？　ライルの事で何か相談があるって？」

「はい……実は、私がお世話になってるお店に、こんな物が届きまして」

「んん？　電報じゃない。へぇ、ちゃんと民間でも普ふ及きゆうしはじめてくれてるのね」

　差し出された電報はがきを見て、マリーアは感心したように頷うなずいた。ここら辺、〈蒸機革命〉の隆りゆう盛せいとともに発展した新興貴族の令れい嬢じようらしい反応である。

　だが彼女の余よ裕ゆうめいた微笑みも、電報の内容に目を通すまでだった。

「……なるほどね。ヘクセンブルグなんて所にいましたか」

　ちなみに、電報の内容はというと、

『タダイマ　イルザ　ニ　ツレラレ　ヘクセンブルグ　ニ　タイザイ。

　ホウコク　オクレ　ゴメンナサイ。

　マリーア　ニモ　ヨロシク。

ライル　ヨリ』

　であった。

「あんのロリ王女……やってくれるわ」

　仮にも子し爵しやく令れい嬢じようとは思えぬ不敬な悪態を吐つき、マリーアは電報をぐしゃりと握り締しめた。

「ミラ！　すぐヘクセンブルグまでの列車のチケットを用意して！　追おい掛けるわよ！」

「しかし……明日は王都商工会の連れん絡らく会議が――」

「ちぃ、そんなものもあったわね……ならミラ、すまないけれどあなたが代わりに出て。あたしの秘書って名目で問題ないでしょ。どうせジジイどもの茶飲み話なんだから、笑ってお願いすれば有利な条件なんていくらでも引き出せるわ」

「それは構いませんが、わたくしが居なくて大だい丈じよう夫ぶですか？」

　気き炎えんを吐くマリーアを、ミラは初めてのお使いに行く妹でも見るような目で眺めた。

「心配ないわ。彼女も連れてくから」

　そう言ったマリーアに肩かたを叩かれ、

「……は？」

　ルーナリアは浮かべるべき表情もなく目を瞬またたかせた。

「ああ……まあ、ルーナリアさまなら大丈夫ですかね」

「……へ？」

「ならすぐにチケットを！　多少の不自由は我が慢まんするから、可能な限り速いのを！」

「かしこまりました」

「……え？」

「ほらルーナリア！　あなたもさっさと支し度たくなさい！」

「ルーナリアさま。お嬢さまのこと、くれぐれも目を離さないようお願いします」

「…………」

　自分の与あずかり知しらぬところで決定されていく身の上に、ルーナリアは言葉も忘れて呆ほうけるばかりであった。




２




「むぅ――寝しん台だい車しやとはいえ一人用だと狭っ苦しいわね」

「………………」

　客室を見回して鼻を鳴らすマリーアを、ルーナリアは廊ろう下かから眺めた。

　どういう手練手管を使ったのか、ルーナリアがマリーアのアパルトメントを訪おとずれてからほんの一時間で、ミラはヘクセンブルグ行きの夜行列車のチケットを用意した。そしてその一時間後には、発車間ま際ぎわの列車に送り届けられた。

　たった三時間前まで『猫の鳴き声』の舞台で歌っていたルーナリアは、事態のあまりの目まぐるしさに眩暈めまいがしそうだった。

「ほら、さっさと座すわらないと危ないわよ？」

　トランクを隅に放ほうり出して座席に座ったマリーアがぱんぱんと隣を手で叩いた。

「…………」

　夢遊病者のようにふらふらとマリーアの隣に座ると、タイミングよく汽笛が鳴った。ルーナリアがびくりと身を竦すくませる。

「そろそろ出発ね」

　ガコン、と何かが外れるような振しん動どうがして、ギィ、と引っ張られた車両が身み動じろぎする。

　急に足あし下もとが覚おぼ束つかなく感じ、ルーナリアは隣のマリーアに身を寄せる。

「ん？　どうしたの？」

「べ、別になんでも……」

　さらに連続した汽笛の音。ルーナリアは「ひゃいっ」と小さな悲鳴をあげてマリーアの腕うでに縋すがり付いた。

「へぇええ？　列車が恐いんだ？」

「は、初めての乗り物に慣れてないだけです……」

「そういうのを恐い、って言うんじゃない？」

　本格的に列車が進みはじめ、外の景色が流れていく。足元の覚束なさはさらに強まり、ルーナリアの硬い無表情から徐じよ々じよに血の気が抜けていった。

「今日び、感心するくらいの怯おびえっぷりねぇ」

「だ、だからな、慣れていないだけです……」

「無理しなくていいわよ？　ライルにちょうど良い土産みやげ話ばなしができるし」

　と、マリーアは腕に抱き付く少女をにんまり笑って見下ろした。

「む……」

「ライルもきっと大笑いでしょうね。それどころか『僕ぼくも見てみたかった』なんて言って、帰りの列車に押おし掛けてくるかも」

「ぬ……」

　くすくす笑う少年の姿が容易に想像できて、何故かルーナリアは急に胸がむかむかした。さらに『分かってるよ。慣れてないだけなんだよね？』とさも賢さかしげに頷く仕草まで頭に浮かび、本人も居ないのにふつふつと身体の血が熱くなりはじめる。

「あれ？　もういいの？」

　ルーナリアが腕を放し、背筋にびしりと鉄芯を通したように座り直すと、マリーアは悪戯っぽく笑って問とい掛けた。

「……別に、慣れていなかっただけです。もう慣れました」

　むっつりと言うルーナリアに、マリーアはやれやれと苦く笑しようした。

　言うほど慣れてはいないが少なくとも落ち着いたのは事実で、ルーナリアはここに至ってようやく車内を観察する余裕を持てた。

　客車はおよそ横一・五メートル、奥おく行ゆき二・五メートルほど。広々とした座席に備え付けのテーブル。カーテン付きの窓があり、すぐ横に壁かべ付きランプが光っている。窓の外が高速で動いていなければ、これが列車とは信じられなかった。

「……いまどきの列車というのは、すべてこうなのですか？」

「そんなワケないじゃない。個室は一等客車、仕切りもない座席だけが二等客車。まぁ、これは一等客車の中でも上等な方だけど。ちなみに特別ＶＩＰのために一両丸々使った特急客車ってのもあるわね……念のために訊きたいんだけど、ルーナリアの考える客車ってどんなのだったの？」

「……馬車の荷台をそのまま大きくしたようなものだと思っていました。ソファがあるなんて、驚きです」

　本気でそう思っていたらしく、個室を見回すルーナリアは心底感心した様子である。

　これにはさすがにマリーアも呆あきれ顔がおになった。

「そ、そんな顔しないでください。仕方ありません……私は列車など、遠目で数えるほどしか見たことがないのですから」

「まぁ、いまは少なくなったけど、貨物同然の三等客車もあるにはあるわね……しかし言っちゃなんだけど、本当に田舎いなか者なのねぇ」

「……仕方ありません。幻想種フアンタズマの人間世界の知識なんて、百年前で止まっているのですから。私のせいじゃありません」

「そうそう、そこのところが聞きたかったのよね」

　と、マリーアはぽんと手を叩いた。

「ルーナリアを見てると忘れがちだけど、幻想種ってそんなに人間嫌きらいなわけ？」

「どうなのでしょう……確かに長年隠棲していましたが、どちらかというと人間のために行ったような気がします。無む駄だな争いをしないように、と」

「ふぅん……それなら、交こう渉しようの余地はあるかもね」

「……交渉？」

「ええ。無駄な争いはしないに越したことはないわ」

　争いという言葉に、ルーナリアは琥こ珀はく眼がんを細めた。

「……マリーアは、争いが起こると考えているのですか？」

「そりゃそうでしょ。人間あたしたちがこのまま技術的進歩を続けて住む場所を拡大していけば、隠れ住すんでいる幻想種とかち合うことは確実よ。しかも両者に百年以上の時代観ジエネレーシ格差ヨンギヤツプがあれば、何事もないなんて方がおかしいでしょ」

「…………」

　ルーナリアは無言になってマリーアを見み詰つめた。

　こういった想像シミユレーシヨンに考えが及およぶこと自体、二は十た歳ち前の少女とは思えぬ視点の持ち主である。彼女は自分とは住む世界ばしよも考え方も違う〝人間〟なのだと、ルーナリアは居た堪たまれない気分になった。自分が、ものすごく場ば違ちがいな場所にいるように思えられる。

　そもそも自分は――

「ほらほら！　またそうやって落ち込んだ顔をする！」

　俯きかけた顔をぐいっと持ち上げられ、ルーナリアはぱちくりと目を瞬かせた。

「憂い顔は時と場所を選びなさい。多用したら安くなっちゃうわよ？」

「そ、そういう問題では……」

「そういう問題よ？　女はね、服を選べて三流、表か情おを選べてようやく二流なんだから」

「……ちなみに一流は何なのですか？」

「決まってるでしょ？　男を選べてこそ一流、よ」

　マリーアはぱちりとウィンクすると、ルーナリアの顔に添そえた手を離はなし、代わりに手を取って彼女を立ち上がらせた。

「さ、食堂車に行きましょう？　慌あわただしかったから夕食はまだでしょう？」

　ルーナリアはマリーアに連れられるまま車内を移動した。食堂車でオムレツと紅茶を頼たのむ段になって、ようやく彼女が自分を元気づけてくれているのだと気付く。

　客室に戻もどると、折おり畳たたまれていたベッドが倒たおされてシーツが敷かれ、寝る準備が整っていた。

「何してるの？　早く脱ぬがないと？」

　さっさと上着を脱いで下着姿になったマリーアがせっつく。ルーナリアは彼女の胸を見、次に自分の胸むな元もとを押さえた。

「……このままでいいです」

「いいワケないでしょ？　皺しわになっちゃうじゃない。ほら、さっさと脱ぐ！」

　身体能力ではるかに上回るはずのルーナリアだが、マリーアの手付きは実に巧こう妙みようで、あっと言う間にボタンを外されベルトを抜ぬかれ、上着はあっさりとハンガーに吊つるされてしまった。

「うう……殺せつ生しようです……」

「ほらほら、さっさと寝ね床どこに潜もぐり込みましょう」

　部屋の隅すみで蹲うずくまるルーナリアを引っ張り起こし、マリーアは抱き合あうようにベッドへぼふんと倒れ込む。一人用のベッドなので、二人並べば顔は間近だ。困こん惑わくするルーナリアを覗のぞき込むマリーアは、楽しくて楽しくてしょうがない顔をしていた。

「こういうの、憧あこがれだったのよ」

「……？」

「女同士で枕まくら並べて同じ毛布に包くるまるの。姉妹で内ない緒しよ話ばなしするみたいでわくわくするじゃない？」

　言われ、ルーナリアはなるほどと納なつ得とくした。まだ霧の血族ネブラブルートの里で過ごしていた頃ころ、姉のベッドへわくわくしながら潜り込んだものだ。

　忘れかけていた郷きよう愁しゆうの念を思い出してしみじみしたが、

「それが同じ男が好きな女同士ならなおさらね」

　続いた言葉に、ルーナリアは思い切り咳せき込んでしまった。

「きゃっ。いきなりなに？」

「けほっ、こほっ…………悪あく趣しゆ味みです、マリーア」

「そう？　お互たがい好きな男の子の話をするのなんて女子の定番じゃない」

「……そういうのは関係のない男の方だからこそ盛り上がれるのでは？」

「そうかしら？　仲良く好きな男のことを話し合えるなら、そっちの方が楽しくない？」

「……そういうものですか？」

「そういうものじゃない？　それにライルを好きでいてくれる娘こはそれだけで貴重だし」

「……どういうことです？」

　その言葉がいまひとつ腑ふに落ちなくて、ルーナリアはマリーアに問い掛けた。

「ライルさまは――こう言うのははなはだ業ごう腹はらですが――女の方の好意を惹きやすいように思えますが？」

「ようやくそれっぽくなってきたわね」

　マリーアは姿勢を変え、横髪を弄いじりながら悪戯っぽく笑った。

「ライルって……ものすごく面めん倒どう臭くさいでしょ？」

「はい」とルーナリアは即そく答とうした。

「人が好よさそうに見えて、実際にとても優やさしいし控ひかえめだけど……ものすごく頑がん固こ。だって『他ひ人とに優しくできる人間で在りたい』なんて理由で、鉄火場だろうとなんだろうと突っ込んで行くんだもの。厄やつ介かいな事に、それを可能にしてしまえる能力がある。しかも、本人はそれがごく当たり前だって思ってる。長く付き合ってると、大たい概がいの人間は『自分じゃ釣つり合わない』とか思っちゃうらしいのよね」

「…………」

　それを聞いて、ルーナリアは再び納得した。実際に彼女も、自分がライルに助けてもらうに相応ふさわしくないのではと、何度も身に染みている。彼かれの優しさは妥だ協きようがなくて、自分の小ささが際きわ立だつようでときどき居た堪れなくなってしまう。

「だからね、ルーナリアにはほんとにいつも感心させられてるのよ」

「私が？　マリーアに？」

「ええ」

「……私は、マリーアに感心されるようなこと、なんにもありません」

「そう？　例えば――あなたがライルに頭を撫なでられたとしたら、あなたどう思う？」

「……それは――」

　きっと、いや、間ま違ちがいなく『またそうやって優しくして！』と意固地な想おもいが湧わき上あがる事だろう。口くち惜おしくてしょうがなくなって、十中八九不ふ貞て腐くされるに違いない。

「……子供っぽいと言われれば、まったくその通りですが」

「とんでもない。むしろそうやって心の中で地じ団だん駄だ踏ふみながら、それでもあの研究室に居続けるのは大したものよ」

「……どういうことです？」

「だってあのライルと四六時中顔を合わせながら、いつも『こなくそ』って思ってるんでしょ？」

　ぽかんとするルーナリアの頬ほおを、マリーアは気安くちょんと突つついた。

「ライルを好きになる女の子は昔からけっこう居たけど、『いつか見返してやるんだ』なんて思うのは、あたしの知る限りルーナリアが初めてよ」

「…………ただ単に、負まけず嫌ぎらいなだけです」

「その負けず嫌いを、あのライルに対しても抱き続けるんだから、やっぱり大したものよ」

　マリーアはほろ苦く笑うと、ルーナリアの華奢な身体を抱きよせた。豊満な胸に顔を埋うずめ、同性とはいえルーナリアは顔を赤くしてしまう。

「ま、マリーア……？」

「あたしはライルに並び立とうとするだけで精いっぱい。それで充じゆう分ぶんと思っちゃってる。だからライルに対して素す直なおに意地を張れるルーナリアが、正直羨うらやましい」

「……マリーア」

「だから、ね。ルーナリア・Ｄ・ネブラブルート、あなたは胸を張っていいわ。あなたはこうしてあたしを嫉しつ妬とさせるくらい〝強い〟女の子なんだから」

　マリーアの声と鼓こ動どうを聞きながら、ルーナリアはなんだか不思議な気持ちになった。

　包まれるような安心感もある。こんな自分を気にかけてくれる感謝の念もある。だが、そんな穏やかさだけでなく、今すぐ声を上げて叫さけび出したくなるような――胸の芯しんで熱い衝しよう動どうが息づくのを感じていた。

（……ああ、そうか。私は）

　マリーアに――彼女にも、負けたくない。

　この気高い女性が羨ましいと言ってくれる自分ルーナリアが、ウジウジするようなつまらない女である筈はずがない。彼女に励はげまされるだけの女である筈がない。

　ルーナリアは腕を回して抱き返し、毅き然ぜんとマリーアに微笑み掛かけた。

「……きっと、あなたを後こう悔かいさせてみせます、マリーア」

「ふふん？　やってみなさい、ルーナリア。言っとくけど、あたしはちゃんと友情と愛情を区別できる女よ？」

「ええ、知っています」

　どちらからともなく、二人の少女はくすくすと笑い合った。

（……私は、幸せ者です）

　いつも心を乱してくれる少年もいれば、こうして同じ少年に恋こいしながら友ゆう誼ぎを結べる友もいる。霧の血族ネブラブルートの同どう胞ほうすべてを喪うしない、死者の如く彷徨さまよっていた頃からは考えられなかった身の上だ。

「さ、そろそろ寝ましょうか？　明日から、たっぷりとあの唐とう変へん木ぼくを絞り上げないといけないんだから」

「ええ、そうしましょう」

　頷き、ルーナリアはベッドの上に身を起こしてランプに手を伸のばした。光量を絞り、カーテンを閉めようと手を掛ける。

「………？　あれは……」

「どうしたの？」

　マリーアも身を乗り出し、窓の外を覗き込んだ。

　三日月にうっすら照らされる外の景色は、平原から起き伏ふくの激しい丘きゆう陵りよう地帯へ移っていた。トンネルも近いのか、流れる景色も気持ち遅おそくなりつつある。

　その、流れて行く丘おかと林の合間に、列車に並走する小さな光が無数にあった。

「――狼おおかみ？」

　呟つぶやいたその声に反応したかのように、いくつもの目玉がぎらりと黄たそ昏がれ色に瞬いた。




３




　サービスの手厚い夜行列車の最さい後こう尾びは、食堂車かそれに繋つながる調理車が普ふ通つうである。これはもちろん、出火する確率が一番高いためだ。

　事件が起こったのは、調理車のコックが火を落としてすぐだった。この事は不幸中の幸い――本当に小さな小さな幸運だった。

　丘きゆう陵りよう部ぶに入りスピードを落とした列車を追う無数の影かげ――双そう眸ぼうに黄昏色の光を燈ともした襲しゆう撃げき者しやたちは、明日の朝食の下準備を終えたコックが冷蔵庫を閉めたのと同時に、調理車の扉とびらや窓をぶち破って侵しん入にゆうしてきた。

　度ど肝ぎもを抜かしたコックたちを、襲撃者たちは人の物とは思えない長く鋭えい利りな爪つめを振るって八やつ裂ざきにした。皮を剥むいだ鶏にわとりの横に切きり裂さかれた腕が落ち、吊られたソーセージの横に湯気を立てる臓物がぶら下がる。

「……行くぞ」

　続々調理車に侵入してくる襲撃者たちは〝牙きば〟と呼ぶしかない鋭するどい歯を剥き出だしにし、唸うなりながら列車内を前へ前へと移動した。彼らの行くところ、乗員乗客、老ろう若にやく男なん女によの区別なく、次々に血祭りに上げられる。

　襲撃者たちは黄昏色の眼光を閃ひらめかせ、血と死を撒まき散ちらしていった。




※　※　※




「なんなんだ畜ちく生しよう！　何なんだよあれは！」

　やかましい喚わめき声ごえに、マリーアは怒ど鳴なり返したくなるのを必死に堪こらえた。

　寝ようとした矢先に起こった悲鳴に急ぎ服を着て飛び出せば、後続車から顔を青褪めさせた乗客たちが我先にと逃にげてきた。ただならぬ気配と、顔を引き締めたルーナリアの助言で、急ぎ荷物を引っ掴つかんで列車の前方へ移動した。

　現在はすでに機関車に近いどんづまりの一号客車だ。ここに来るまで混乱するばかりの乗員をひっ捕つかまえてバリケードを作りつつ移動したが、それも所しよ詮せんは時間稼かせぎだろう。現に三両先か四両先の扉が破られた音がここまで聞こえてくる。

「くそっ！　おい、窓を開けろ！　一いちか八ばちか飛び降りる！」

「……無理に決まってんでしょうが」

　マリーアは小声で悪態を吐いた。

　逃げてきた人々はただでさえ狭せまい二等客車の中でぎゅうぎゅう詰づめになっていた。皆みな、不安な顔だ。傷を負った人間もいて、座席に横たわり苦痛に呻いている。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！　だいたいなんでこんな事になってるんだ！　あの化け物どもは何が目的なんだ！」

「わ、わたしに訊かれましても……」

「何か積んでるんじゃないのか!?　軍の秘密兵器とか！　それを渡わたせば奴やつらおとなしく引き上げてくんじゃないのか!?」

「――いい加減にしなさい」

　さすがに我慢できなくなって、マリーアは苛いら立だたしく立ち上がった。

　列車の乗員に喚き立たてていた男が血走った目を向ける。整った身なりだが、口の悪さから言って小金持ちの成金野や郎ろうだろう。自分も成金貴族ではあるが、こんな輩やからと同類かと思うとちょっと遣やる瀬せ無ない。

「イイ年した大人がみっともない。喚く暇ひまがあるなら武器でも探しなさい」

「生意気な小こ娘むすめが……そう言えば乗員を使ってバリケードなんぞ造っていたが、何者だ？」

「あたしは、マリーア・ハイラインよ」

「は、ハイライン？　お前、オスカーの娘か!?」

「伊だ達て男おとこ気取りのオスカー・ハイラインの事を言ってるならその通りよ。けれどいまはあたしの父親のことより、この状況をどうするかを考えるべきと思うけど？」

「だ、だから列車を止めて――」

「走行中の列車に飛び移るような連中から？　たいそうなお腹なか回りの割に足にも自信があるのね。羨ましい限りだわ」

「ぐ……」

「もう少し冷静になりなさい。あんたが喚く度にみんなが不安になるって分からないの？」

「う、五う月る蠅さいぞ小娘が！　ハイライン財団の一人ひとり娘むすめだからと偉えらそうに……おお、そうだ！　お前、奴らの人ひと質じちになれ！　そうしたら我々は見み逃のがしてもらえるかもしれん！」

「……頭に蛆うじ湧わいてんの？」頭痛がしてマリーアは額を押さえた。「襲撃者たちは虱しらみ潰つぶしにしてんでしょうが。人質が通じる相手じゃない事くらい、三歳さい児だって分かるわよ」

「わ、ワシを馬ば鹿かにするか貴様！」

　馬鹿にしてないとでも思ってるのかこの馬鹿は。

　馬鹿の喚き声に、非難していた人々の中から赤あかん坊ぼうが盛大に鳴き声をあげた。母親が必死にあやすが、赤ん坊の泣き声は大きくなるばかりだった。

「五う月る蠅さいぞ！　さっさと黙だまらせろ！」

「こいつ……誰の所せ為いだと……！」

　もう殴なぐって黙らせようとマリーアが本気で考え始めると、不安と恐きよう怖ふで淀よどんだ車内に、高く澄すんだ声が響ひびき渡った。

「――ルーナリア？」

「ａｈａａａ――――――」

　ルーナリアは泣き出した赤ん坊の傍で、目を閉じ静かな面おも持もちで唄うたっていた。綺麗で、何よりも厳げん粛しゆくな気持ちにさせる声だった。

　泣いていた赤ん坊はびっくりした様にルーナリアを見つめ、喚いてばかりの馬鹿もぽかんとアホ顔を晒さらしていた。

（……ほんと、〝強い声〟だわ）

　闇やみに沈しずんでも、また月は満ちる。気付けば夜空を見上げ見詰めてしまう――そんな月光を思わせる静かながら凛りんとした歌声に、不安に俯うつむいていた乗客たちも思わず顔を上げた。

　歌が終わると、不安に泣いていた赤ん坊がきゃっきゃと笑ってルーナリアに手を伸ばした。彼かの女じよが手を握にぎってやると、赤ん坊は安心したように静かになる。

　周りの乗客たちも、毒気を抜かれたように落ち着きを取とり戻していた。

「――乗員。中からでも列車は切り離せるわね？」

「は、はい……多少時間はかかりますが」

「なら後続車を切り離した瞬しゆん間かんに加速を掛けて、襲撃者たちを引き離します。他に意見がある者は？」

　静かになった中で述べられた簡潔明めい瞭りような意見に、他に意見を言える者もなかった。マリーアはさっそく切り離し作業をするよう乗員を促うながした。

「し、しかし、安全装置がありますから、十五分ほど時間が……」

　乗員が言いい淀む間にも、バリケードがまた一つ破られた音が響いた。

「……仕方ない。時間はあたしたちが稼ぐから、人手を集めてなんとかなさい」

　そう言うや、マリーアは抱かかえてきたトランクを開け、中に詰め込まれていた銃じゆう火か器きを取り出した。衆目が絶句する中、手早くライフルに弾たまを込め、ベルトを巻き付ける。

「準備ができたら汽笛を二回鳴らしなさい」

「ま、待て！　なぜお前たちは、むざむざそんな……？」

　後続車へ向かおうとしたマリーアとルーナリアは、成金男の茫ぼう然ぜんとした問い掛けに思わず立ち止まって顔を見合わせ――苦笑した。

「……知り合いに、『他ひ人とに優しくしましょう』って言うお人ひと好よしが居てね」

「たぶん……そのお人好しなところが移ってしまったのでしょう」

　ひるがえった赤しやく銅どうと蒼銀の髪を、その場の全員が眩まぶしそうに見つめていた。




　ガッ！　ガッ！

　即そく席せきのバリケードを、襲撃者たちは人間離れした膂りよ力りよくで以もって排はい除じよしてゆく。そも、彼らは人間ではない。黄昏色の魔ま力りよく励れい起き光を放つ琥こ珀はく眼がん。魔ま力りよくをその身に宿し、呼吸をするように魔ま術じゆつを行使する存も在のたち――すなわち幻想種フアンタズマ。

　彼らはその中でも特に肉体強化に秀ひいでた、《夜闇の血族ノスフエラトウ》の一支族、『牙の血族フアングツアーン』の戦士たちだった。

「おのれ、汚けがらわしい人間ども」

「我らより奪うばったもの、すぐに返してもらう」

「利子は血と怨えん嗟さにて支し払はらってもらうぞ……！」

　怒いかりに燃える彼らの爪が叩きつけられるや、爆ばく発はつするようにバリケードを吹ふき飛とばす。

　さらにもう一つの車両を踏とう破はして、生き残りどもが立て篭こもる車両を二両先にした時、彼らの琥珀眼が見開かれた。

　血の臭においを染しみ付つかせた彼らに向かい、一人の少女が立ち塞ふさがっている。燃えるような赤しやく銅どう色いろの髪をした少女だった。

「――あんたらの装束、見覚えがあるわ。あの大女――アンゲリカって女に似てるわね」

　卑ひ怯きような罠わなで捕とらえられた同胞の名を聞き、牙の血族の戦士たちが目を細めた。

「……情報は正しかったか。お嬢はやはり、この列車に……！」

「小娘、アンゲリカ様は何ど処こだ!?」

　勢いづく彼らの言葉に、少女は怪け訝げんな顔をする。が、すぐに顔を引き締め直し、

「どうにも勘かん違ちがいしてるみたいだけど……あたしは単なる一いつ般ぱん客きやくよ。あんたらがあと一歩でも近付いてきたら、あたしは自衛のために抵てい抗こうするから、そのつもりで」

「ほざけぇ！」

　まず二人の戦士が飛び掛かった。両りよう脇わきの座席の背を足場に少女へ襲おそい掛かる。

「――残念ね」

　少女の呟きとともに連続した銃じゆう声せいが下から響いた。胴どう体たいにめり込んだ鉛なまり弾に、襲撃者二人の機先が削そがれる。

「ぐっ――がぁ！」

　左右からの爪を身を沈めかわすと、少女は背せ負おっていたライフルを振ふり抜いた。金属で補強された銃じゆう床しようが一人の顎あごにぶち込まれ、その反対の男は大口径のライフル弾を至近で右みぎ膝ひざに撃うち込まれた。

「がぁああああっ！」

「うん、やっぱり拳けん銃じゆうよりライフルの方がいいわね」

　蹲る男の脳天に改めて銃床を振り下おろし、少女は身体能力ではるかに上の牙の血族を無力化してしまった。

「――あんたらの対処の仕方は何となく察しが付いてるわ。どれほど再生能力が優すぐれてても、関節と脳みそはどうしようもないわよね？」

　ひゅんひゅんとライフルを振り回まわし、赤銅色の少女はにやりと笑った。

「ついでに言っとくけど……この車内にはちょっと仕し掛かけがしてあるから、歩くときには気を付けてね」

　そう言って、床ゆかに張はり巡めぐらした糸を爪つま先さきで引っ掛ける。銃声が響き、一足飛びに頭上から襲いかかろうとした一人が横からの銃じゆう撃げきを受け身体を泳がせた。

「でっ、りゃああああああああ！」

　フルスイングの一いち撃げきがこめかみを捉え、また一人牙の血族が沈ちん黙もくする。

「さぁ――どうする？」

　ライフルを肩に担かつぎ、マリーアはふてぶてしく笑った。




「――人間め。小こ賢ざかしいわ」

　呟きを風に千切らせながら、牙の血族の男たちは牙を剥きせせら笑った。

　マリーアが立ちはだかる車両の屋根。強風が吹き荒あれているが、牙の血族の身体能力ならなんの事はない。このまま屋根伝いに進しん攻こうし、生き残りを血祭りにあげた後にいたぶり殺してくれる。

「小賢しい道具に頼たよる人間には、こんな真ま似ねは出来まい」

「――そういうあなたたちは小賢しくないと？」

　その呟きを聞き取れたのは、牙の血族ならではの優れた聴ちよう力りよく故ゆえだった。はっと顔を上げた彼らの前方に、月光を紡つむいだような銀ぎん髪ぱつを強風に靡なびかせる少女が立っていた。

「きさまは……」

「正々堂々立ち合ってこそ、《夜闇の血族ノスフエラトウ》に連なる者の矜きよう持じではないのですか？」

　幻想種の証あかしたる琥珀眼を輝かがやかす少女がそう言うや、列車の屋根に白い霧が漂ただよいはじめた。激しい風圧でもわずかに揺ゆらめくだけのその『霧』は、けして自然物ではありえない。

「『霧の血族ネブラブルート』だとっ」

「祖を同じくする同胞として、命までは取りません！」

　少女の琥珀眼の瞬きが強まるや、『霧』は屋根を這はって牙の血族たちの足元に襲い掛かった。わずかな、しかし体勢を崩くずすには十分な力が加わる。屋根に登った三人のうち一人が悲鳴を置き去りにして列車から振り落おとされた。

「おのれぃ！」

　屋根に爪を立てて落下を阻そ止しした二人が、ぎりぎりと牙を剥く。

「霧の血族ネブラブルート……滅ほろんだと思っていたがなるほどな。さすがはあの女の同族よ」

「よほど人間に尻しりを振るのが好きと見えるな、阿ア婆バ擦ズレ供め」

「…………あなた方の言う女がヴィラージェ・Ｄ・ネブラブルートのことを言っているのなら、たしかにそう、あの女ひとは蔑さげすまれて当然のことをしました」

　蒼あお褪ざめた銀髪の少女は、無表情のまま、感情の感じられない声で言う。

「ですが……ええ、ですが、あの女ひとは私の姉でした。最低の裏切り者であろうと、私の大事な姉様です……！」

　少女は両りよう腕うでを上げると、その手の平に『霧』を収束させ、白い半はん透とう明めいの刃やいばを顕けん現げんさせた。そして――滑すべる。屋根に這わせた『霧』を滑って接敵するや、二振りの『霧の刃』を振り抜く。

　動きの兆きざしも遠近感も無視した接近に意表を突かれた牙の血族は、全身を切り刻まれ血を風で散らしながら後ろへ吹き飛んだ。

「貴様ぁ！」

　残った一人が琥珀眼の輝きを強め、全身の筋肉を一回りも二回りも増大させた。

「――若い割に戦い方を心得ているようだが、調子に乗るな！」

　爪と牙を閃かせ襲いかかろうとする牙の血族に、少女は『霧』を吹きあげて壁を作る。

「目め隠かくしのつもりらしいが、臭いも音も隠かくせてはいないぞ！　刻んでくれるわ小娘ェ！」

　強風をものともしない脚きやく力りよくで跳ちよう躍やくするや、『霧』を引ひき裂き襲い掛かる。無様に這い蹲つくばった小娘に爪を振り下ろさんとし、

「死――――」

　前方から襲いかかってきた大質量――トンネルにべちゃりと叩たたき付けられた。悲鳴すらなく戦線離脱する。

「……私もだんだんと、ライルさまに似てずる賢がしこくなってきました」

　琥珀眼を煌きらめかせ、ルーナリアはさらに昇のぼって来る牙の血族を冷静に見み据すえた。




「――――もう終わり？」

　五人目の顎を砕くだき、マリーアは客車の入口に屯たむろう牙の血族たちを不敵に見据えた。

　もっとも、見た目ほどに余よ裕ゆうはない。なにせ即そつ興きようの細工で作った戦場だ。今のところ上う手まくいっているが、立ち位置を一歩間違えただけで破は綻たんする。

　だが、それでいい。今必要なのは時間稼ぎだ。連中を警けい戒かいさせられれば、下手な戦せん闘とうをする必要などない。ハッタリかましてあと二、三分は稼げるか――

「――引け、お前たち」

　と、どうやらその目もく論ろ見みは欲目に過ぎたらしい。

　一ひと際きわ逞たくましい体たい躯くの男が、見た目に似合わぬ軽快な動きで出入り口を潜って来た。

「ジルヴェス様……」

「平和ボケにもほどがあるな。お前たちは上に上がれ。狭い車内よりは、数の有利を活いかせるだろう」

　どうやら、敵にもちゃんと戦場を見る目のある奴がいるようだ。

　ジルヴェスと呼ばれた牙の血族は、二等客車の通路を堂々と歩いてくる。茶ちや褐かつ色しよくの総そう髪はつから垣かい間ま見みえる顔は優やさ男おとこ風だが、マリーアを見定める眼光はひたすら鋭い。

「――たいした自信ね。一人でなんて」

「頭に血が昇った連中なんぞ、貴様のような戦いくさ巧こう者しやには良い獲え物ものだろう」

「そう言ってくれるのはありがたいけど……あんたも平和ボケのお仲間みたいね。あたし如きを戦巧者と言うなんて、あんたは本物の巧こう者しやって奴を知らないわ」

「なら、ボケた頭を覚まさせてもらおうか、お嬢さんフロイライン！」

　ジルヴェスは真まっ直すぐ向かってきた。糸を引き、仕し掛かけた拳銃を発射する。が、彼は構わずに突とつ進しんを緩ゆるめない。

「拳銃じゃ駄だ目めか！」

　ライフルを構える。全身の細さい胞ぼうが『容よう赦しやするな！』とがなりたてる。声に従い、躊ちゆう躇ちよなく頭を照準。

　発はつ砲ぽう。

　ジルヴェスは鋼を束ねたような右みぎ腕うでを翳かざして受け止め、構わず突進する。

「くっ――」

　座席に飛び込む。

　軌き道どう修正したジルヴェスは、左の爪を振るって座席を巻き上げ、蹴けり付けた。鋭い木もく片へんが散さん弾だんの如く襲いかかる。

「やっぱ反則よ！　こんなバケモノ！」

　悪態を吐つくマリーア目がけ、ジルヴェスは小賢しい仕掛けもろとも座席を破は壊かいし突き進すすんでくる。銃じゆう弾だんを装そう填てんしながら飛び出したマリーアは、暗くら闇やみの中目立つ琥珀眼目掛け引き金を引く。

　ギャリィィィ！

「うそっ」

　牙で鉛玉を噛かみ止めるという光景を目にし、マリーアは顔を引き攣つらせた。

「出来の良い玩おも具ちやを手にしたぐらいで――」

　ジルヴェスは牙を剥き嘲ちよう笑しようすると、銃弾を口に含ふくみ、

「――幻想種ワレワレを舐なめるな、人ニン間ゲン！」

　雄お叫たけびとともに銃弾を吹き出した。

　後退しようとする足元を銃弾が掠かすめ、マリーアはたたらを踏ふんだ。そのマリーアの左ひだり腕うでを、がしりと凶きよう悪あく無比な手が掴み取る。

「しま――」

　軽々と振り回され宙を舞まうマリーアは、敵が自分を座席の角へ叩きつけようとするのを悟さとるやライフルを手放し、ベルトに挟はさんでいた銃じゆう剣けんをジルヴェスの手首に叩き付けた。

　握あく力りよくが緩み抜け出したマリーアは通路に落ちて脊せき髄ずい損傷の危機から脱する。

「ぐっ、あ――――！」

「判断が早いな！　あっさり武器を手放せるとは！」

　息つく間もなく落ちてくる鉄てつ拳けんを身を捻ひねり回かい避ひ。相手の鋼鉄のような腹を蹴りざま後転し、なんとか敵の間合いから抜け出す。

「はぁ、はぁ――」

「非ひ凡ぼんな決断力だな、娘」

　悠ゆう然ぜんと構えるジルヴェスの身体からは、めり込んだ拳銃の弾が次々と押おし出されていた。右腕のライフル弾も、すでに半ば排はい出しゆつされかかっている。手首を寸断する勢いで叩き付けた切り傷もすでに腱けんがくっ付いているようだ。呆れ果はてた再生能力である。

「だが、所詮は人間よ。幻わ想れ種らと対するには、あまりに弱々しい」

「………………くっ、くくっ……ふははっ………」

「ぬ？　何な故ぜ笑う？」

「そりゃ笑うわよ。分かり切ったことを言われたら、笑うしかないでしょうが」

　運よく手近に転がっていたライフルを掴むと、手にしたままだった銃剣を装着し、それを杖つえに立ち上がる。

「弱い？　そんな事はこちとらとっくに承知よ。あたしは弱い。いつも泣いて喚いて慌ててばかり。不ふ甲が斐い無なさ過ぎて、夜は枕に顔押し付けて涙なみだ堪こらえてんのよ、あたしは」

　弱々しさの欠片かけらもない声で、マリーアは繰くり返かえし『弱い』と自じ嘲ちようした。

「けどね――だからってアンタが強いとは、あたしは全っ然思えないのよ。あたしは本当に強いやつを知ってる。だからあたしは弱くても頑がん張ばれる。弱いから頑張ろうって思わせてくれる。あんたの強さは――あたしに何も響かせてくれないのよ」

　新たな銃弾をライフルに込め、マリーアはばさりと赤銅色の髪を掻かきあげて笑った。

　強したたかに。

　艶あでやかに。

　まるで気高い雌めす獅じ子しのように。

「あたしを舐めるな、強いだけのバケモノが」

「…………」

　ジルヴェスは虚きよを突かれた顔で、弱々しい筈の『人間の小娘』を見据えた。

「……これはまさしく、我も平和ボケしていたようだな。強者と弱者の区別が付かなくなっていたとは、我わが鼻も衰おとろえたものだ」

　くつくつと肩かたを震ふるわせると、ジルヴェスは改めてマリーアに向き直った。

「名乗りが遅おくれた。我が名はジルヴェス。ジルヴェス・Ｄ・ファングツァーン。祖なる幻想種が一柱たる〝夜闇の王〟の末す裔えにして、〝力〟の法を受うけ継つぎし牙の血族フアングツアーンの族長だ。――汝なんじの名は？　赤き雌獅子よ」

「……マリーア。マリーア・ハイラインよ」

「そうか。なら、マリーア・ハイライン。先まずは我の不明を詫わびよう。汝は気高く美しい。そして認めよう。汝は――〝強者〟だ！」

　ぞわっ。

　空気が変質したとマリーアは感じた。肌はだが泡あわ立だち、背筋がぴりぴりと痺しびれる。

「故ゆえに！　我が〝弱さ〟を駆く逐ちくすべく！　汝の〝強さ〟に敬意を表し！　全力を以って挑いどませていただく！」

　琥こ珀はく眼がんが輝く――いや、それはもはや琥珀眼だけの輝きではない。

　ジルヴェスの全身から燐りん光こうのように魔力励起光が湧き上がる。そして、黄昏色の光に包まれた肉体が急速に変化をはじめた。足が肥大して踵かかとが上がり、背骨が軋きしみ、腕うでが肩けん甲こう骨こつごと位置を変えてゆく。

　――ヤバイ！

　マリーアは直感するや、ライフルを撃ち込んだ。

　だが〝変身〟途と中ちゆうのジルヴェスはぶわりと飛び上がって銃弾を回避し、ぎちりと四し肢しを天てん井じように突き立ててマリーアを見下ろした。

『酷ひどいな……最後まで見届けてくれるのが礼れい儀ぎだろう？』

　刃を研とぐような掠れ声は、声帯の構造も変化したからだろうか。

　そこにいたのは、美しくも危険な獣けもの。黄昏の眼光を放つ、金こん色じきの巨狼だった。

「人ウエア……狼ヴオルフ……！」

『この姿になるのは、いったいいつ以来か』

　くぐもった声で巨狼――ジルヴェス・ファングツァーンは愉ゆ快かいそうに嗤わらった。

『では――行くぞ！』

　ぐばぁと大顎を開き、巨狼は天井から強きよう襲しゆうした。

　飛び退のくマリーアだが、巨狼の突とつ撃げきは激しい衝しよう撃げきをもたらした。激げき突とつ地点が爆発したように破壊され、大量の木片が宙を舞う。

「このっ！」

『小細工など最も早はや！』

　座席を盾たてに射しや撃げきするマリーアだが、頑がん丈じような体毛はライフル弾すら受け止めた。

　そして、もはや座席も障害物ではない。ジルヴェスは銃弾も座席もまったく一いつ顧こだにせず真っ直ぐに、最短距きよ離りで突撃した。その体躯は触ふれる物を尽く打うち払はらい、ぐわりと広げられた牙の列がマリーアの眼前に迫せまる。

「ぐっ！」

　辛かろうじてライフルを挟み込んだが、マリーアはあっけなく床に組くみ伏ふせられた。木片の欠片が雨あられと降る中、自分の頭を丸まる呑のみ出来る大顎が口を開いている。

『さぁ――ここから何とかしてみよ』

　ジルヴェスはがちがちとライフルを噛み削けずりながら言い放った。

「くぅ……好き勝手言って……！」

　マリーアは圧し掛かる巨狼の腹を蹴り上げた。だが返って来るのは千年杉すぎでも蹴り付けたみたいな感かん触しよくで小こ揺ゆるぎもしない。

「くっ……このぉ……！」

　そうする間にもジルヴェスの牙はライフルの銃じゆう身しんを削り、添そえ木ぎを砕く。ひとっ……と牙の切先が喉のど元もとに触れる。鋭さより、むしろ温かく濡ぬれた感触が生々しく、マリーアの全身が総毛立った。

「！　くっ……あ、ああっ！」

　パニックになりそうな恐怖を叫びに変へん換かんして吐き出し、マリーアは全身の筋肉という筋肉を駆く使しして抗あらがう。だが、彼女が自分で言ったように、こうして組くみ敷しかれた段に至ってはただのか弱い少女でしかなかった。

「ふっ、う…………ライ、ル……ぅ！」

『――残念だ。もう少し楽しませてほしかったが……ぬ？』

　その時、頭上で轟ごう音おんが響き、激しい衝しよう突とつ音おんが連続する。列車が脱だつ線せんしないのが不思議なほどに激しく揺さぶられた。

「マリーア！」

　トンネルを抜ぬけて月明かりが差し込むと同時に、蒼褪めた銀光が車内へ飛び込んでくる。

　銀髪をひるがえし、ルーナリアが〈狭霧の剣ネブラ・スパーダ〉を振り抜いた。巨狼の肩にパッと赤い花が咲さく。

『ぐるぁあっ！　我が獣身に傷を!?　キサマは――』

　痛みと驚おどろきでわずかに注意を逸そらした――その瞬間、

「――喰くらえ、狼おおかみ野や郎ろう！」

　太ふと腿ももから小拳銃デリンジヤーを抜き放ち、マリーアは悪態とともに巨狼の眼球へ引き金を引いた。

　当たりはしない――が、ジルヴェスは気け圧おされたように飛び退すさった。

『は、ははっ。まったく、強かな娘むすめよな』

「お褒ほめにあずかりどーも」

　空になった小拳銃を投げ捨て、マリーアはライフルを杖に立ち上がった。そんな彼女の前に、ルーナリアが守るように〈狭霧の剣〉を構えて巨狼に向かい合う。

「助かったわルーナリア……けどあなた、いったい何やったの？」

「トンネルの天井を斬きり裂いて、落石で敵の数を減らしました」

「……無む茶ちやするわねぇ」

「けれど一時しのぎです。後退したものの、またすぐこちらに向かってきます」

　油断なく構えるルーナリアを見て、巨狼は琥珀眼を眇すがめる。

『……こうして目にするとまた違ちがう感かん慨がいが湧わいてくる。『霧の血族ネブラブルート』……因果な血族よ』

　彼女が手にする『霧の剣』を見やり、ジルヴェスは狼の口で器用に溜ため息いきを漏もらした。

「……牙の血族でも名のある方とお見受けします。お名前をお訊きしても？」

「ジルヴェスさんていうらしいわよ」

　息を整えたマリーアの言葉に、ルーナリアは唇くちびるをかすかに開いてひゅっと息を飲んだ。

「…………牙の血族でも直系の……」

『そういう君も偉い大だいなる〝夜闇の王〟の直系だ。十六年ぶりかな？　ルーナリア・Ｄ・ネブラブルート』




　金色の巨狼の言葉に、ルーナリアは目を見開いた。

「……私を、知っているのですか？」

『知らないでか。君が生まれたとき、我もまた祝いの為ために霧の血族ネブラブルートの里を訪おとずれた。君は覚えていないかもしれぬが、十六年など、二百年生きた我からすれば昨日の事のようだ』

「………………それでしたら」

　深呼吸し、ルーナリアは〈狭霧の剣〉の切っ先を下げて語りかけた。

「その縁えんに縋すがり、お願いがあります。今すぐ牙の血族を引き連れ引いて頂けませんか？　このような襲しゆう撃げき、幻想種の在り方に反します。『幻想を空想と化さしめよ』……それが二百年続いた魔ま術じゆつ師し、幻想種の姿勢であったはずです」

『……なるほどな』

　ジルヴェスは、狼の口でそれと分かる苦く笑しようを浮うかべてみせた。

『どうやら汝も、そちらのマリーア・ハイラインも、偶ぐう然ぜんに乗り合わせただけのようだな』

「……どういう意味です？」

『どうもこうもない。いずれにせよ出来ない相談だ。すでに我らは後あと戻もどりできない場所にいる。すでに火種は燻くすぶりはじめた。じきに大火となる。大きな、大きな炎ほのおにな』

「だからどういう――」

「幻想種と人間は争あらそうことになる。そういう事だ」
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　はっきりした断言に、ルーナリアは言葉を詰まらせた。

　幻想種、それも自分を知る者の口から出た『争い』の一言は、ルーナリアに予期せぬ衝撃をもたらした。

『むしろ我の方が汝に問う。ルーナリア・Ｄ・ネブラブルート――霧の血族ネブラブルートでもっとも新しく、そしておそらくは最後の姫ひめよ。汝は何故〝其そち方ら〟にいる？』

「……其方、とは？」

『何故人間の側に立とうとしていると訊きいているのだ』

「っ！」

『汝は幻想種だ。魔力持つ存在なのだ。人間ではない。〝其そ処こ〟に居ても、汝は不幸になるだけだぞ？』

「わ、私は……」

『今ならまだ間に合う。我と共に来い。《黒い森》へと還かえるのだ。汝の血族は、その発ほつ端たんが血族の裏切りとはいえ、人間に滅ぼされた事に変わりはない。我らが汝を癒いやそう。汝の同どう胞ほうたる、我ら幻想種が』

「…………………………」

　何か言わなくては。何か――だが何を言えば良いのかがルーナリアには分からなかった。

　自分は霧の血族ネブラブルート――幻想種だ。ジルヴェスの言う通り、自分の居場所は……

「……私、は……」

　けれど、ルーナリアはどうしてもその言葉を受け入れられない――受け入れたくない。

　言葉に迷い、立ちつくすルーナリア。その彼女の手が、そっと握られる。

　はっとして横を見れば、息を整えたマリーアが笑っていた。そしてひとつだけ頷うなずくと、握った手を放す。

「………………」

　それだけで、妙みように胸の内がすっきりする。

　温ぬくもりの残る手の平を握りしめ、ルーナリアは牙の血族フアングツアーンの琥珀眼を真っ直ぐ見返した。

「……私は、あなたと一いつ緒しよには行きません」

『ほぅ？　姉を人間に誑たぶらかされ、人間に故郷を滅ぼされても、汝は人間の味方をすると？　姉の汚お名めいを雪すすぎ、同胞の仇あだを取ろうとは思わないのか？』

「……ジルヴェス様。私はこう見えて、意地っ張りで負まけず嫌ぎらい……らしいのです」

『ん？　何を言っている？』

「唯い々い諾だく々だくと従うほど、私は物分かりがよくないのです」

　静かな顔で子供じみた答えを述べるルーナリアに、巨狼は唖あ然ぜんと大顎を開いた。

「還る時が来れば、私は自らの足で《黒い森》へ還りましょう。ですからその時まで、どうぞ私の自由にさせて下さい」

『……まったく。妹だけでも辟へき易えきしているのに、イマドキの娘はどいつもこいつも気が強すぎる……』

　ふるふると首を振ると、ジルヴェスは鋭さを取り戻もどした琥珀眼でルーナリアとマリーアを睨にらみ据すえた。

『……生あい憎にくと汝らは事のついでに過ぎん。邪じや魔まをするなら、蹴け散ちらしてゆくまでだ』

　巨狼は頭を下げ、四肢の筋肉を強こわ張ばらせはじめた。

　ルーナリアは〈狭霧の剣〉を握り直し、マリーアもライフルを構え直した。だが二人とも焦あせりの色を隠し切れていない。

　ジルヴェスの肩の傷は既すでに癒いえ、その向こうからは体勢を立て直した牙の血族たちがやって来る気配もある。次に一いつ斉せいにやってこられたら――

　――ポォオオオオッ！　ポォォォオオオオオオオッ！

　二回連続した汽笛の音に、ルーナリアとマリーアは顔を見合わせる。視線が絡からみ合あった瞬間、二人は直ちに反転して列車前方へ走り出した。

『逃にがすか！』

　ただちにジルヴェスが飛び掛かかる。だがその視界が白く染まる。ルーナリアの『霧』の目晦ましだ。おかげで巨狼の牙きばは目標を外れ、少女たちはすんでのところで次の客車に滑り込んだ。さらに追いすがるものの、狼の巨きよ体たいは連結扉とびらに引っ掛かってしまう。

『だがこの程度！』

　獣化して倍加した膂力に物を言わせ、ジルヴェスは次の客車へ身体を捩じ込んだ。やはり魔力密度の低い目晦ましの『霧』がこもっていたが、臭いまでは誤ご魔ま化かせない。飛び込んだままの姿勢で這いずるように前進する少女たちへ、改めて牙を剥むく。

『さァおとなしく――クガァ!?』

　飛び掛かろうとしたジルヴェスの動きが止まった。ギリギリと獣じゆう毛もうに食い込んで彼かれの動きを阻そ害がいしたのは、客車内に張り巡らされた、

『糸ワイヤーだとォ!?』

　巨狼が罠に掛かったのを悟り、目晦ましの『霧』が急速に晴れて行く。客車内に張り巡らされた鋼の糸を四よつん這ばいで掻い潜くぐる少女たちが目に入り、ジルヴェスはギリッと牙を鳴らした。

「小細工ばかりで済まないわね！」

　マリーアは四つん這いの少し情けない恰かつ好こうで、けれど得意げに鼻を鳴らした。

『……本当に、飽あきさせてくれないな……！』

　雁がん字じ搦がらめに絡み付く鋼の糸に身体の自由を奪われながら、巨狼はくくり付けられた座席や窓をばきばきと軋ませ、列車そのものを引っ張るように四肢へ力を込め前進する。

「そんなんインチキっ!?」

「マリーア、はやく！」

　なんとか客車の端はしまで辿たどり着つくと、連結扉の渡わたし板はすでに跳はね上あげられ、連結器が剥き出だしになっていた。乗客の避ひ難なんした一号客車側に待機していた乗員たちは、列車を引き千切りながら迫る巨狼の姿に、顔を真っ白にして震えた。

「ぼやっとしてないで連結器を外しなさい！」

　マリーアの声にハッとし、乗員たちは慌あわてて連結器に飛とび付いた。

『させるかァ！』

　列車を分断する意図に気付いたジルヴェスが吠ほえる。手近な座席を咥くわえ込んで根元から引き千切るや、首を捻って勢いよく投げ付けてきた。

　慌てて頭を下げた少女たちは無事だったが、乗員たちは巻き込まれ薙なぎ倒たおされる。

「ぐ……ルーナリア！」

「分かってます！」

　一号客車側に飛び移り、二人は連結器の閂かんぬきを引っ掴つかんだ。これさえ外せばもうそれで切きり離はなされるはずだった。

「ぐっ、ぬ……！」

「くぅぅううう……！」

　金属製の閂を引っ張り上げようとするマリーアとルーナリアだが、今の衝撃で不具合が生じたらしい。二人が手こずる内にも、巨狼の牙は数歩の距離まで迫っていた。

「くっ……そぅ……！」

「ええい！　何をチンタラやっておるか！」

　罵ののしりながら手を貸したのは、さっき大声で喚わめいていた成金男だった。マリーアが茫然としていると、彼は後ろを振り返って、

「何をしておるか！　手を貸さんか馬ば鹿か者ものども！」

　成金の一いつ喝かつに、それまで震えていた乗客の中からさらに数人が飛び出した。連結器の閂がガコンと音を立てて抜き取られる。

「はやく加速しろぉぉぉおおおお！」

　成金男が伝声管へ声を張り上げた。汽笛とともに列車の速度が上がる。

『に・が・さ・ぬ！』

　ついに客車の端まで辿り着いたジルヴェスが大顎を開け首を伸のばした。

　成金男たちが悲鳴をあげて逃げ散る。

「こ、のっ――」

「しつこい、です……！」

　マリーアが悪態を吐く前に、ルーナリアは床に落ちたライフルを拾いあげ、琥珀眼を輝かせて投げ放つ。銃剣の切っ先が巨狼の右足を貫つらぬき、床へと深く縫ぬい止とめた。

『がぐぉぉおおおおおおおっ！』

　ジルヴェスが吠えた。その咆ほう哮こうを追い風に、列車は徐じよ々じよに巨狼の脅きよう威いから遠ざかる。

『ぐぬぅぅうううう……ルーナリア・ネブラブルートっ！』

　遠とお退のきつつあるジルヴェスがぎらりと琥珀眼を向ける。風に阻はばまれ不ふ明めい瞭りようではあったが、ルーナリアの耳には辛うじて届いた。

『汝は何故そちら側に立っている!?　その選せん択たく、必ず後こう悔かいするぞ！　もし次会うときに未いまだそちらに立っているのなら――最も早はや容よう赦しやせん！』

「…………」

　ルーナリアは何か言い返そうと口を開いたが、結局気の利きいた言葉は出てこなかった。

　列車は安全ギリギリの速度で疾しつ走そうし、やがてジルヴェスの居い座すわる後続列車も見えなくなった。

「……私は……」

「後悔してる？　あっち側へついてかなかったこと」

　隣となりを見れば、マリーアがさすがに疲つかれたらしく座すわり込んで流れて行く線路を見るともなしに眺ながめていた。

「……後悔というなら、今この列車を降りてしまった方がずっと後悔したでしょうから」

「へぇ、それはまた何で？」

「このままライルさまに文句を言えなかったら、くやしいじゃないですか」

　この言には、マリーアも意表を突つかれたようで、思わずきょとんと顔を上げた。

「……謝あやまらせないと、腹の座りが悪いままです」

「…………くっ、ふふっ……あははははっ！　そうね！　その通りよねっ！」

　マリーアは腹を抱かかえて笑いはじめた。我ながら恥はずかしい事を言ったと赤面もののルーナリアだったが、赤銅色の髪かみの少女の開けっ広げな笑い声に、彼かの女じよも自然と微笑ほほえんだ。

　少女たちの笑い声に、危険から遠ざかった実感を得たのだろう。乗客たちがほっと息を漏らした。

「――君ィ！」

　そうして空気が弛緩するや、さきほどの成金男が少女たちに駆かけ寄よって来た。

　また何か喚きだすのかと、マリーアが面倒くさそうな顔になる。

「アンタねぇ……もうちょっと空気読んでくれない？」

「ええい、うるさいぞ！　キンキン叫さけぶな。ワシはお前なんぞに用はないのだ」

　成金男はそう言ってマリーアの声に耳を塞ぐや、無関係だと黙っていたルーナリアの手をばっと握にぎり込んだ。

「感動したぞ、お嬢さん！」

「は……はぁ……」

「皆みなが恐きよう怖ふに震える中響ひびき渡ったあの凛りんとした声！　まるで月光のように澄み渡っておった！　お嬢さん、名前は？」

「る、ルーナリアと申します……」

「ルーナリアか！　響きも良いし耳に残る良い名だ！　どうだろう、ワシは劇場経営など行っておるのだが、君の後援をやらせてもらえまいか!?　君ならすぐに売れっ子だ！　全面的なバックアップを約束しよう！」

　ぶんぶんと手を振られながら熱く語られ、ルーナリアはうまく状じよう況きようが理解できなかった。

　ほんの数分前まで戦闘だったのに、いったいこの御仁はなんの話をしているのだろう？

「――そういうことなら、聞き捨てならないわね」

　座り込んでいたマリーアが、成金男の前にずいっと割り込んだ。

「この娘の興行権はあたしが買い取ってるの。そういう話なら、まずはあたしに話を通してもらわなきゃ」

「ぬぅ……まぁ、ハイラインの名も使わせてもらえるなら広告もより派手にできるか。それで、まずはなにから？」

「そうね……なら、まずは基本的な料金設定から――」

　嬉々として商談に移るマリーアを、ルーナリアは感心半分呆あきれ半分で眺めた。さっきまで死の淵にあったのに、呑気というか図太いというか。

　もっとも、生き残った乗員と乗客たちが呆れ半分に、そして尊敬半分に眺める中に自分も入っているのに、ルーナリアは最後まで気付かなかった。




※　※　※




　――突とつ然ぜんの〝化け物〟の襲撃から逃れ、弛緩した空気の一号客車の前方。『特別貨物車』として機関車に牽引されるその車両は、外見は普ふ通つうの貨物車だった。だが、その内部は厚い鉄板で補強され、『特別』な用よう途とに改造されたのがすぐに知れる。

　その特別貨物車――何の飾り気もない箱の中に、まるで異彩を放つ高価なソファがどんと置かれていた。小さなサイドテーブルの上のランタンがささやかな光を投げかける中、ソファに寝転がる人物は、なんともリラックスした様子で読書中だった。

「――どうやら、事態が収まったようです」

　影かげのように黒一色の軍服を着た男が恭しく報告する。

「あぁ……そう」

　一目で貴人と分かる装いをした青年だった。くすんだ金きん髪ぱつに青い目と、生粋のイルゼシュタイン貴族の特とく徴ちようを備えている。青年は読んでいた本を閉じてソファに座り直した。

　ランタンの明かりでぼんやりと照らされる貨車内には、報告した男と同じ漆しつ黒こくの軍服を纏まとった兵士たちが直立不動で待機していた。

「あぁ……もう楽にしていいよ。いつまでもそんなじゃ、疲れるだろう？」

　兵士たちが一斉に休めの姿勢を取る。統制と練度が一目で分かる遅滞のない動作だった。

「ヴィルヘルムの教えが行き届いてるなぁ。君ら『鉄薔薇アイゼン・ロー騎士団ゼス・リツター』が居るかぎり僕ぼくも安心だ」

「しかし、やはり危険でした。殿でん下かみずから囮になられるなど……」

「ボクが囮になるからこそ、説得力があるだろう？」

　殿下――即ちイルゼシュタイン王家第二王子にして王位継承権第三位、アルベルト・フォン・ラインゲル・ヴァン・イルゼシュタインは、部下の進言に軽く笑った。

「ボクが少ない護衛のみ連れてお忍びで動く――あからさまな罠わなではあるけど、牙の血族たちは動かざるを得ない。彼らの愛する女性フラウを救うために、ね」

　アルベルトの声は実に軽やかで、自分を囮にする恐怖など微塵もないようだった。

「まぁ、その大事なフラウ・アンゲリカは、とっくにヘクセンブルグに移送した後だけど」

「移送に同行したマルシュナー団長がいらっしゃれば、我々も安心できたのですが……」

「マーガがいなかったからこそ、だよ。彼女がいたら、こんな物を用意してもきっと許してくれなかったろ？」

　アルベルトはソファの前に置かれた木箱に足を乗っけた。木箱には『EXPLOSION爆発物』と物騒な焼印があるが、気にした様子はない。

「いざとなれば、最低限の証人だけ確保してから爆破するつもりだったけど……いやはや、まさかこちらが出るまでもなく撃退してくれるとは。予想外だったけど、手間が省けて良かった。まぁ――――ちょっと生き残り過ぎた感もあるけど」

「…………」

　アルベルトの傍そばに立つ黒衣の兵士は、表情こそ変えなかったが後ろに組んだ手をぎゅっと握った。

　鉄薔薇騎士団と称しようされる黒衣の兵士たちは、名目上『第二王子の直属近この衛え兵へい』という事になっている。だが、彼らが真に忠誠を尽くすのは自分たちを拾い上げ鍛きたえてくれた恩人――ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯のみだ。

（正直、この方にヴィルヘルム様ほどの才は期待していなかった。これまでの行動も、ヴィルヘルム様がお遺のこしになられた計画に従っているだけのこと……だが）

　アルベルトは必要とあれば自分の身柄がらを囮にも出来るし、無辜の人間にあっさりと手を下す事も出来る。予定通り数十人の人間を爆殺したとしても平然としている事だろう。

（得難がたい資質だ。兵士としては動きやすいし、神輿に担ぐにも都合が良い……が、なぜこうも不安になるのだ……？）

「さて、この分ならヘクセンブルグにも早めに着きそうだね。ドクトル・ベルグマンは、ちゃんと玩具を完成させてくれたのかな？」

　アルベルトは軽く笑うと、ソファに寝そべり直して読書を再開しようとしたが、

「……やっぱり面白くないな、これ」

　あっさり本を投げ捨て、目を閉じて寝息を立てはじめた。







四章　鉄の薔薇
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　ライルがヘクセンブルグに滞在して三日目の朝は、手ひどい風雨とともに迎むかえる事になった。びゅうびゅうと風が鳴り、ガタガタと窓に大粒の雨が当たる。

　灰色の空と黒くうねる海を眺め、イルザは恨めしそうに文句を漏らした。

「せっかくのバカンスが台無しです」

「だからこそ勉強も捗るだろう？　ほらほら、次のページを開いて」

　ライルが教師らしく真ま面じ目めくさって指示すると、純金色の髪のお姫ひめ様さまはしかめっ面になって視線を手元に戻した。

　年代物の置き時計が夕方の五時を示す頃ころには、雨はぱたりとやんだ。授業から解放されたイルザはテラスに飛び出ると、晴れ渡った夕空と泡あわ立った海面を繋ぐ光の橋を眺めて歓声を上げた。

「わぁっ！　見て下さいライル先生！　とても大きい虹です！　こんなの初めてです！　見てますかっ!?」

「ちゃんと見てるよ」

　ライルは微笑み、彼の手を取ってぴょんぴょん跳ねながら虹を指差すイルザに頷いた。

　イルザは飽くことなく景色を眺め続け、ツェツィーリアが夕食の時間を告げに来てようやくライルの手を解放した。

　夕食の席で、幼い姫ひめ君ぎみは青玉と琥こ珀はくの瞳ひとみを煌きらめかせて明日の予定を語った。

「明日はまた泳ぎましょう。はやく先生やツェツィに手伝ってもらわなくても浮けるようになりたいです」

「時化の次の日だから気を付けないと。それよりも浜を散歩したら、なにか珍めずらしい物が打ち揚げられてるかもよ？」

「それも良いですね！　明日が楽しみですっ！」

　嬉しそうな顔をするイルザを、ライルも、ツェツィーリアをはじめとする護衛たちや給きゆう仕じたちも微笑ましく眺めた。

　騒さわぎが起こったのは、夕食もデザートを残すだけになった頃だった。ライルの真ま似ねをして珈琲を口に含んだイルザが、苦さにしかめた顔をそのままに首を捻る。

「……今のは何の音でしょう？」

　上階から響いたガラスの割れる音に、護衛たちの半分が食堂を出て行く。ツェツィーリアもさりげなくイルザの横へと移動した。

　やがて、物が壊れる音が連続して響き、怒ど声せいがそれに連なった。

「何なのでしょうか……」

「……聞き覚えがある声だったような……」

　顔を向けると、ツェツィーリアは不ふ機き嫌げん顔になってむっつりと頷いた。やっぱり聞き間違いじゃなかったかと、ライルはやれやれと首を振ふった。

「ああ、けれどちょうど良いかな。イルザ、会いたいと言っていた妖よう精せいに会えるかもよ」

　程なく近衛兵たちが戻って来た。彼らは細い少女をがっちりと拘こう束そくしており、その人物を見て、ライルはあっと驚きの声を上げた。意外、だったからではない。むしろ予想通りだったからだ。

「……レレーネ？」

　はたして引き摺られてきたのは、昨日の夜にも悪いた戯ずらを仕掛けてきた幻想種の少女だった。

　だがその衣装はたった一日でどうしてここまでというほどに汚れ切り、緑ろく青しよう色の髪もささくれた木の枝のようにぼさぼさだった。なにより、ふてぶてしくも無む邪じや気きな笑えみを浮かべていた顔は、それまでとは真逆の憤ふん怒ぬによって禍々しく荒んでいた。

「……ライル・バルトシュタイン……！」

　レレーナが唸るようにライルの名を呼んで睨み付つけた。疲ひ労ろうによるものか、琥珀眼が発する魔ま力りよく励れい起き光は弱々しいが、それを補って余るほどの殺気をギラギラと放っている。

「仲間は……捕とらえた仲間は何ど処こに居る！」

「仲間？」

「とぼけるな！　そいつは偉い奴やつなんだろうが！　オレの仲間を何処に捕らえたか知ってる筈はずだ！」

　屈強な兵士二人が脇わきから捕らえているのも忘れ、レレーネは我が身みを顧みず暴れて殺気を撒まき散ちらした。なまじ麗容なだけに、彼女が怒いかり吠える姿はひどく陰惨で、視線を向けられたイルザは思わず横のツェツィーリアの服の裾すそを握り込んだ。

「二階に侵しん入にゆうしてからずっとこの調子なのです」

　と、近衛兵の隊長が説明した。

「我々には何の事か見当も付きません。どう思われますか、バルトシュタイン様」

「僕に訊くのですか？」

「ベルンハルト殿下から、イルザ様の周りで摩訶不思議な事が起こったら貴方の指示を仰ぐよう承っておりますので」

　どうやらかの第一王子殿下から妙な期待をされてしまっているらしい。しかしたしかにこれは自分の領分であろうと、ライルは興奮するレレーネの眼前に近寄った。

「……まず訊きたいのだけど、いったい何があったんだい？」

「くどい！　オレたちを襲おそったのはオマエの差し金だろう！　あんな鉄のバケモノ、幻想種でなければ操れるのは魔術師のオマエくらいだ！」

「……『鉄のバケモノ』？」

　彼女の言動から察するに、この街に潜伏していた《貴き妖精》たちが襲撃され連れ去られ、レレーネは何とかそこから逃げ延びたのだろう。それで『偉い奴』ならその連れ去られた場所も知っていると、イルザのことを思い出したらしいが……

「……まさか、〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉のことか？」

　ライルが嫌な想像に顔を顰めると、門番の兵がやってきてさらなる闖入者の到来を告げた。

「失礼します。ヘクセンブルグ市自警団を名乗る者たちが見えております」

「ヘクセンブルグ市自警団？」

　報告を受けたイルザが怪け訝げんな顔で訊き返した。

　イルゼシュタイン王国では、民間レベルの治安維い持じに対しては、軍の下部組織として憲兵が置かれている。自警団という物がどういう集団なのかピンとこないのだろう。

「イルゼシュタイン王国は元は小国家の集まりだったから、地方の自治自衛の意識が強い。憲兵の数が足りないのもあって、地方の都市では慣例的に自衛団なり自警団なりが組織される場合が多いんだよ」

　いくら王女とはいえ、こういった『地方ルール』の知識はあまり無いだろう。ライルの説明に、イルザは納なつ得とくしたように頷いた。

「ヘクセンブルグもその例なのですね。それで、その自警団の方々は何と？」

「先日、市に潜伏していた『不穏分子』を捕らえる際に逃した者が、この屋や敷しきに潜伏している可能性がある、と」

　その場全員の視線がレレーネに集中した。

「殿下の安全のためにも、自警団の捜索を受け入れてもらえないか、と」

「……どういうことなのでしょうか、ライル先生？」

　イルザがライルに意見を求めた。

　ライルは数秒ほど黙もつ考こうし、答えた。

「――たぶん、その自警団は名前だけ借りた偽物だろうと思う」

「根拠は？」

「市の自警団だったら責任者は市長だ。仮にも王女殿下の別荘に立ち入ろうと思ったら、市長なり代理人なりの一筆がある筈だよ。後々無礼だってお咎めを受けないようにね」

　ライルが門番に目をやると、彼はそんなものはなかったと首を横に振った。

「なら、これは正式なものじゃない。一方で、いまこの別荘にやって来てる一行が市自警団とまったく無関係とも思えない。確かく認にんされればすぐにばれるだろうからね。たぶん出向か委託で『名目上はヘクセンブルグ市自警団』という辺りじゃないかな？　何処に帰属するのかはまだ確定できないけど」

　すらすら答えるライルに、近衛兵たちが感心した顔になる。イルザは誇らしそうに胸を張り、ツェツィーリアは満足そうにうんうんと頷いた。

「で、彼らの目標は当然レレーネだろうけど――目的となるとちょっと曖あい昧まいだ」

「彼らは不穏分子と言っているのでしょう？　そこの娘の『妖精の悪戯』が原因なのでは？　自分もライル殿も散々困らせられたではありませんか」

　ツェツィーリアの意見に、ライルは軽く唸うなった。

「そこなんだけれど……レレーネ。念のために訊くけど、君たち白風の妖精たちは、人間に怪け我がさせるような事をした？」

「そんなことするか！　オレたちはただ脅おどかしただけだ！　怪我なんてさせるものか！」

「あんな事をしといてよく言う……」

　廃倉庫の一件を思い出したツェツィーリアが憮ぶ然ぜんと息を吐はいた。

「先に手を出したのはそちらだろうに」

「だから襲撃されても構わないってのか！　問答無用で撃たれて斬られても当然だっていうのか！」

「それは……」

　レレーネの気迫に、ツェツィーリアもさすがに言い淀よどんだ。

「もちろん、そんな理由で襲われるのが正しい訳がない」

　言いよどむツェツィーリアを守るように、ライルはレレーネの前にしゃがみ込んだ。

「今ここにやってきてる人たちは十中八九、君の仲間たちを襲った連中だろうけど……もう一度だけ訊くね。君は、君たちは、人間に重傷を負わせたり、特定の施し設せつを襲って金品を強奪する――そんな罪を犯してはいないね？」

「やってない！　やろうと思えばいつだってできた！　それを悪戯で済ませてやってたんじゃないか！」

「――――わかった」

　ひとつ頷き立ち上がると、ライルはぐるりと部屋の中を見回して、イルザに言った。

「僕は、この娘レレーネを助けてあげたいと思う」

　人々が無言のうちに驚おどろきを発した。

　捕らわれたままのレレーネも、虚きよを突かれて動きを止めていた。

「ライル先生らしいですね」

　と、自らもライルに助けられた金銀妖眼の姫君が納得したように頷けば、

「……本当にお人ひと好よしですね」

　と、軍装の少女が呆れたように溜め息を漏らす。

　イルザとツェツィーリアの様子に、近衛兵の隊長が難しい顔をした。

「まさかイルザ様……この娘を匿うので？　渡してしまえば済む話です。御おん身みがわざわざ厄やつ介かい事を抱え込む理由などありますまい」

「近衛少佐、もうすこしライル先生の話を聞きましょう。この方がわたしたちの事も考えず、このような提案をするはずはありませんから」

　信しん頼らいを込めて話を促すイルザに、ライルは頷いて説明した。

「レレーネたちが襲われたのは、彼女たちが幻想種だからだ。幻想種である事を想定の上で襲ったに違いない。そうでなければ、白風の妖精が容易く一網打尽にされる訳がない」

　確認するように見据えられ、レレーネは居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎした。襲われた時の一部始終はライルの推察を裏付けており、その洞察力に一抹の恐おそろしさを感じたのだ。

　レレーネの様子から自分の考えが正しいことを察し、ライルはさらに続ける。

「で、そんな幻想種の存在を確信して襲うような連中を、イルザの近くに寄せたくない。ほんの半月前にあんな事があったばかりだからね」

　イルザは自分の右みぎ眼め――人の身でありながら魔ま力りよくを秘めた『先祖還り』であることを示す琥こ珀はく眼がんをそっと押おさえた。

「……外の者たちは、わたしを攫った一件に関係あるのですか？　第二王子――アルベルト叔父様の手の者だと？」

　血縁の名を述べながら、イルザの声は確認するだけの簡素なものだった。むしろそれだけであるのにライルは感心した。件の第二王子は彼女が長年隠いん棲せいしていた屋敷を襲撃した黒幕の可能性が大なのだ。そんな人物の名を口にするには、相当な忍耐が必要な筈だ。

　同時に、彼女の右眼を押さえるのと逆の手がぎゅっと握り締められてるのを見て、ライルはまだ見ぬアルベルト第二王子に義憤を覚えた。

「――まだ、断定は出来ない。だからこそ、レレーネは渡せない。彼らが何を考えているのかを掴む為にも」

「それで……具体的にはどうするのです？」

　ツェツィーリアがサーベルの鞘を叩たたきながら言うのへ、ちょっと困った顔をして、

「たいした策じゃないんですが……とりあえず、人ひと質じち事件を演出しましょうか」

　そう言って懐ふところから琥珀を取り出したライルを、レレーネが呆ぼう然ぜんと見上げた。




「…………まだ、許可が取れないのですか？」

　残った門番へ問うのは、まだ若い女の声だった。だが、甘あまさや緩さは毛ほども感じられず、温かみもまた同様に削ぎ落とされていた。まるで冬の北風を思わせる声である。

　問われた門番も、季節に似合わぬ寒風に吹ふかれたように首筋を擦こすっていた。

「しばしお待ちを。この館に滞在している方が誰だれか、知らぬわけではありますまい」

「だからこそ、早く対処したいのですが」

　女――マルガレーテは言った。

　闇やみに同化するような黒くろ髪かみに、夜のもっとも昏い場所を思わせる濃紺ダークブルーの瞳。舞踏会で微笑めば男たちが蟻ありのように群がる美び貌ぼうだが、浮かんでいるのは鉄のような無表情だ。さらに、身に纏うのは武骨な軍服で、腰こしには厳つい両手持ちの大剣けんが吊るされている。

　そして背後に従えるのは、彼女と同様の軍服の兵士たち、分隊編成の十名であった。

「お待ちを。それに何かあったとしても、我ら近衛がおりますれば、なんの心配もないと存じます」

「……だと良いのですが。ともかく、我らは任務ですので」

　マルガレーテは門番にそう言って後ろに下がった。彼女は整然と列をなす分隊員たちに小声で指示を出す。

「……あと三分まって返事がなければ、強制的に押し入る」

「よろしいので？」

「良い。不敬の罪を受けるのは市自衛団と市長だ。現在我らが纏うのは自警団の制服で、『鉄薔薇騎士団』のものではない」

　鉄の薔薇――その名を体現したような美しくも凍えた鋼の如き上官の言葉に、部下たちはみな身を引ひき締しめた。

「目標を一匹逃したとて放っても良かったが、探索しておいて良かった。思いもかけない場所に逃げ込んでくれたからな。あの小こ娘むすめが暴れてくれれば騒ぎが大きくなって良し。そうでなくとも、姫ひめ殿でん下かに圧力を加えておけば後々何かの役に立つだろう」

　マルガレーテは口だけを動かしてそう告げた。

　その時、取り次ぎに行った門番の片割れが、何やら慌てた様子で戻って来た。

「失礼いたします！　自警団の方々にお願いが！」

「……なんでしょう？」

「あなた方の言う不穏分子が、当館のお客様を人質に取っております！　ぜひご協力を！」

「……ええ、もちろんです」

　強引になる必要もなかったか。自警団に扮したマルガレーテたちが舘に向かおうとしたちょうどその時、館の二階の窓――もうすでに割れていた――が中から一ひと際きわ盛大に破裂したように飛び散り、一塊かたまりの影が猛烈な『風』を背にその場から飛び去っていった。

「あれは――」

「あれがあなた方の目標と、当館のお客様です！　どうか救出を！　我らはイルザ殿下の警護があって離れられません。ぜひ、自警団のご協力を！」

　マルガレーテは舌打ちしたかったが、鉄の美貌は崩さなかった。自警団を名乗った以上、この要請は受諾する以外にない。それをしない正当な理り屈くつが存在しない。

「……了りよう解かいしました。それで、攫さらわれた客人というのは？」

「イルザ殿下の家庭教師、ライル・バルトシュタイン殿です！」

「……！」

　その名を耳にし、マルガレーテは危うく表情を崩くずすところだった。




２




「これが白風の妖精の魔ま術じゆつか……！」

「…………」

　小脇に抱えた魔ま術じゆつ師しをよほどこのまま落としてやろうとするのを、レレーネは努めてぐっと堪こらえた。

　ライルは取り出した琥珀を励れい起きさせてレレーネに魔力を補充させるや、

『とにかくここに留まるわけにはいかないから、君には僕を攫って逃げてもらうね』

　と言ってきた。

『イルザが無関係だってのは、これまでの流れで分かっただろう？　君だってここに留まるメリットはない筈だ』

　それならこいつが付いてくるメリットだってない筈だったが……レレーネは結局、ライルを抱えてこうして飛んでいる。小柄で細いレレーネでも、『風』の魔術を使えば人一人くらいはどうという事もない。幸い魔力源は、こうして脇に抱えている。

「これは――自分の周囲の空気を流体操作してるんだな。規模からいって影響範囲はおよそ半径五十メートル前後か。これはさすがに演算で再現するのは一苦労だろうな」

「うるさい！　静かにしろ！」

　思考をだだ漏もらすライルに、レレーネは輝かがやく琥珀眼できつく睨にらんだ。

「お前の指示に従ったが……今だけだ！　このままお前を墜落死させてもいいんだぞ！」

「墜落死は嫌だな。いや、死ぬのはどんなでも嫌だけど」

　魔術師の少年は呑気に言った。レレーネはさらに言い募ろうとするが、

「でも、君はきっとそんな事はしないと思うよ」

　なんとも当然のように断言され、思わず鼻白んでしまう。

「……なんでそんなことが言えるんだ」

　レレーネは絞しぼり出すように言った。

「ボク……オレのこと……なにも知らないくせに！」

「知らなくても分かるよ。レレーネは悪戯好きだけど、優やさしい子だよ？」

　抱えられたライルは、首を捻ひねってにこりと笑い掛かける。

「申し訳ない顔で『ごめんなさい』って言えるんだから、優しい子だよ、君は」

　根拠というには薄弱な、レレーネ自身も忘れかけた一幕を指して断言した。

「……ばかだっ！　お前はばかだっ！」

　外見はどうあれ、レレーネの方が長く生きているのだ。それで優しい子などと、馬ば鹿かにしているようにしか聞こえない。そのはずなのに――彼女は泣きそうになるのを必死で堪えていた。人間め、能天気な人間めと何度も胸中で悪態を吐く。

「！　避よけろレレーネ！」

　はっとして『風』の助けを打ち切り急降下したその頭上を銃じゆう弾だんの群れが通り過ぎた。後ろを向けば、雲のない月夜に、こちらを追って来る馬と馬車の一団があった。先ほどの銃じゆう撃げきは、荷馬車に乗った兵士たちによるものらしい。

「っ！　……人間どもめ！」

　先頭を走る見覚えのある女を認め、レレーネは逃走方向を変えた。郊こう外がいからヘクセンブルグ市内へ真まっ直すぐ向かっていたのを、近くの森へと方向転換する。

「レレーネ!?」

「お前の言う通り、奴らがオレたちを襲った本人だ……仲間たちの居場所を聞き出してやる！」

「やめろ！　仲間が捕まってしまったのなら、君ひとりじゃ同じだ！」

「同じじゃない！　あの鉄のバケモノはいないし、森の中ならこっちが有利だ！」

　ほどなく森の端はしに辿たどり着つくと、レレーネは大振りな木の枝へ腕うでの中の荷物を投げ付けた。放ほうられたライルが慌あわてて枝にしがみ付く。

「ご苦労だったなライル・バルトシュタイン！　あとはオレの勝手にさせてもらう！」

「レレーネ！」

　ライルの呼びかけを振り切って、レレーネは大地に降りて駆け抜けた。

　徒歩になった兵士たちが森の中へ殺さつ到とうしてくる。

「……殺してやる！」

　館で一度は取り上げられたナイフを腰から引き抜ぬき、レレーネは琥珀眼を光らせ狙ねらいを定める。駆け抜けるべき木々の合間に『風』の経路を形成すると、その『風の路』へ身を躍おどらせた。複雑な経路を糸で引かれるように兵士の一人へ接近するや、その首筋に刃やいばを叩き付ける。

　がつん、とナイフがライフルの銃じゆう身しんに阻まれた。レレーネは重力を振り切るように『風』を身体に吹かせ、蹴撃を兵士の頭部に見舞まう。即頭部に一いち撃げきを受けた兵士がよろけた。

　止めを加えようとしたが、腕を銃弾が掠かすめ、舌打ちを漏らして後退。

　兵士たちは木立を巧みに回り込んで半包囲しようとしてくる。素す早ばやく連続斉射をし掛ける敵に対し、レレーネは周囲に『風』の壁かべを形成して弾だん道どうを逸らそうとするが、

「ぐっ……ああっ！」

　直撃はないが、それでも際どい位置を銃弾が掠めていく。鉛なまりよりもよほど比重のある金属を使っているらしい。さらに強い『風』を吹かさざるを得なく、レレーネはより一層琥珀眼を輝かせた。

『風の盾たて』に力を削そがれ、移動の為ための『風』が追い付かない。そうする間にも敵は多少の弾だん道どう歪曲など問題ない十字砲火の体勢を整えはじめた。

「くっ……ああああああっ！」

　僅かな銃撃の合間、地面に落ちてる小石を掴つかみ取とるや四方八方へ投げ放つ。『風』によって撃うち出された礫つぶては銃弾とは言わないまでもかなりの速度で兵士たちに襲い掛かり、彼かれらは一いつ斉せいに身を屈めやり過ごした。

　レレーネは一気に後ろへ下がった。包囲されては『風』の守護があってもジリ貧だ。各個撃破する為にも、林の奥おくへ誘さそい込む必要がある。

　だが、怒りに猛る妖精の足がずるりと滑すべった。体勢を立て直せず、そのまま後ろに倒たおれ込み斜面を転がってしまう。

「う……」

　予期せぬ窪地に落ち込んだが、たいしたダメージはない。すぐさま起き上がろうとするが――そのわずかな時間が決定的な隙すきだった。

　兵士たちはレレーネが足を取られた窪地をあらかじめ知っていたように立ち止まり、上から一斉にライフルの照準を合わせた。

　追い込まれた――身近に迫せまる死の予感に、レレーネは絶望的な失敗を悟った。

「撃てぇ！」

　冷たい女の声が死刑執行を告げる間ま際ぎわ、歯軋ぎしりする余よ裕ゆうすら失っていたレレーネの眼前に、黒い外套を翻した影が躍り出た。

　銃じゆう声せい。

　理想的な十字砲火で襲いかかる弾だん丸がん。それらすべてが、レレーネにも、彼女の前に立たち塞ふさがったライル・バルトシュタインにも当たらず、的外れな地面を虚しく穿うがつ。

「な、にを……」

「早く立って！　このままじゃ良い的だ！」

　再び銃声。

　レレーネを助け起こそうとしていたライルは魔力励起光を放つ琥珀を掲かかげる。銃弾はまたも見えない壁に沿ったように弾道を捻じ曲げられた。

「走れ！　二時の方向だ！」

　ライルに言われるまま、レレーネは呆然とした面おも持もちで走った。後ろの兵士たちはわずかに隊列を乱したが、すぐに追跡に移りはじめる。

「事前にここら辺の地形は把握済みか……手強いな……」

「さ、さっきのはいったい……」

「さっき？　ああ、電磁誘ゆう導どうのことか」

「でんじゆうどう？」

「風に負けないよう重くしても、金属には変わりない。砂鉄やら岩盤やら何やらの磁力を局所的にいじって、弾道を捻じ曲げた。もっとも――」

　ライルが手にしていた琥珀を見やすいよう持ち上げた。

　先ほどまで琥こ珀はく励れい起き光は、いまや蝋ろう燭そくの火が切れるように頼りなく揺らめいていた。やがて、ふっと光が消えると、琥珀は元の艶つややかさすら失った。輝石の価値もなくなったその石ころは、灰色とも銀色ともつかない色の細かな塵となり、空気に溶けるように吹き消えてゆく。

「――期待値と自然値の差がありすぎるから、相当な誤魔化しが必要になる。たった二回でこの通りだ」

　ぱっぱと手を振って琥珀の塵を払うと、ライルはやれやれと溜ため息いき混じりに新しい琥珀を懐から取り出した。

「……何者だ、おまえ」

「え？」

「何者だ！　魔術師とは――人間の魔術師とはそんなものじゃないだろう！　魔術師とは、我々幻想種の能力を模倣する人間たちの事だ。あんな芸当ができるなんて聞いてない！」

「そう言っても……僕はこういうやり方しか知らないし、こういうものなんだって思ってたんだけど……」

　戸と惑まどった顔で告げられ、レレーネは愕がく然ぜんとした。幻想種が隠棲する間に、人間の魔術は進化していたのか……それともこいつが桁外れなのか。

　迷いない足取りの少年に、幻想種の少女は幽ゆう霊れいでも見るような視線を向けた。

　と、ライルが唐突に足を停める。茫ぼう然ぜんとしていたレレーネは鼻っ面をその背中にぶつけてしまった。

「い、いきなり何だ……？」

「……予想以上に念が入っている。はじめからこの森に伏せていたのか」

「だから！　何を言っているんだ！」

「伏せろってことだよ！」

　頭を押さえられ地に伏せると、前方からの新たな銃弾が通り過ぎた。

「伏兵!?」

　レレーネが目を向けると、後ろからやって来るのとは別の一団が闇の中に浮うかび上がった。

「ちくしょう……殺すっ！　殺してやる！」

「落ち着いて！　そんな感情的になっても――」

「うるさいっ！　お節介焼きにはうんざりだ！」

　ライルの手を跳ね上げ、レレーネは琥珀眼を輝かせた。感情の命ずるまま、身体の魔力を励起させる。

「殺して――」

「――さしあげましょうか？」

　鉄火場には不似合いな、氷のような囁きが滑り込んだ。その声にぞっとする間もなく、影かげのように走り込んできた影がレレーネへ逆袈裟に剣を振り上あげた。

「ぎゃんっ！」

　幸いに鞘越ごしだったようだが、重量級の大剣はそのまま鈍どん器きだった。脇わき腹ばらに一撃を喰らい、レレーネの身体が空中に跳ね上がった。

「闇の中では良い目印だ、琥そ珀の眼めは」

　冷ややかな声の女は大剣を引き戻もどすや、処刑人の如く大剣を振り下おろした。

「レレーネ！」

　ライルが飛び込んできて身体ごと地に押し倒したのを、レレーネは散じかけた意識でおぼろげに理解した。そのままゴロゴロと視界が回転し、木にぶつかって動きが止まる。

「ぐっ……」

　レレーネを守るように抱え込んでいたライルが苦鳴を漏らし、よろよろ立ち上がる。膝ひざ立ちになった彼が見る先には、大剣を担かついだ女がゆっくりと近づいてくる所だった。

「……貴女は確か、マルガレーテさん、でしたっけ？」

「お名前をお覚え下さったとは光栄です、ライル・バルトシュタイン殿」

　慇いん懃ぎん無礼とすら感じられない無感情な声を最後に、レレーネは疲労と苦痛に意識を手放した。




　マルガレーテは慎重に歩を進めながら、ライルと幻想種の少女の様子をうかがった。

　先ほどの一撃で幻想種の少女は気絶したようだ。念の為の二撃目は要いらなかったかも知れない。だが、その二撃目だってもちろん手加減はしていない。全力ではなくとも十分に強きよう烈れつな一撃だった。

　それを、避けられた。

《最後の魔女の弟で子し》と大仰な二つ名を持っていても、ライル・バルトシュタインの身のこなしは素人だ。最大限に評価しても、せいぜい素人に毛が生えた程度。

　そんな少年が、自分の剣撃から逃れて見せた。

「……お退きなさい、バルトシュタイン殿」

　マルガレーテは言った。

「その少女に攫われた、のでしょう？　あとは自分たちに任せて、どうぞ舘にお戻りを」

「……その前に確認させてもらっていいですか？」

　いけしゃあしゃあとそう言ってきた。こちらの許可を待たず彼は質問する。

「貴方たちの所属は第二王子殿でん下かの近衛――というより私兵の『鉄薔薇アイゼン・ロー騎士団ゼス・リツター』でよろしんですよね？」

　こちらを遠巻きに囲んだ二個分隊の兵士たちがざわついた気配を発した。それを手のひと上げで鎮め、マルガレーテは濃紺色の瞳を眇める。

「……我らはヘクセンブルグ市自警団であると名乗った筈ですが？」

「そういう事にしておけばヘクセンブルグ研究所の警護も容易だし、書類上も何かと動きやすいですしね。さっき舘に来た兵士の中に、先日ちらっと見た顔も交じってましたよ」

　銃弾に追い立てられたというのに、まるで世間話でもするような気軽さである。

　マルガレーテはその剽悍とも呑気ともつかない態度にしばし無言になった。

「まぁ、所属はどっちでもいいでしょう。それで、貴方たちはなんでレレーネとその仲間たちを強きよう襲しゆうしたんですか？」

「……それも言った筈。不穏分子の掃そう討とうの為です」

「彼らが幻想種と知った上で？」

「不思議な力で巷間を騒がしているとは聞いてましたが、実際にその力を見て、我らも驚いております」

「それは嘘うそですね」

　黒瞳を眼鏡越しにひたっと注ぎ、ライルは断言した。

「貴方たちは、最初から幻想種を、白風の妖精の能力を予想した上で対処した。重い銃弾や火薬の増量……さらに飽ほう和わ攻こう撃げきを意図した包囲の仕方……どれにも周到な用意を感じさせます。『不穏分子』なんてのは、ただのお題目でしょう？　貴方たちは初めから、幻想種を捕らえるべくレレーネたちを襲ったんだ」

「…………」

「それに、レレーネは『鉄のバケモノ』と言っていた。いったい、ヘクセンブルグ研究所は――ドクトル・ベルグマンは、彼を支援している人物は何を企図して――」

　肩かたに担いだ大剣をわずかに動かす。ライルはすぐさま飛とび退のくべく構えたが、マルガレーテは足元の土を彼に向かい蹴けりあげた。

「ぐっ――っ!!」

　反射的に顔を庇う隙を突き、マルガレーテは一気に駆かけ寄よって左手の手刀をライルの喉のどへ叩き込む。

「っが―――――」

「……良い勘ですね。それとも観察眼でしょうか」

　わずかに急所を外されたが、かまわずに容よう赦しやなく横蹴りを加える。肩を蹴られた少年の身体は毬のように弾はずんで地面を転がった。そして仰向けに倒れ、擦れた呻うめき声を漏らす。

「かっ――――！」

　近づき、ブーツの踵かかとで鳩尾を踏ふみ込んだ。死に掛けの魚みたいに口を開け閉めする《最後の魔女の弟子》の醜態を、マルガレーテは冷ややかに見下ろした。

「その手に持っている物も、さっさと放してもらいましょうか」

　ガツンと手首を踏み抜くと、蹴り倒されても手放していなかった琥こ珀はくが左手から零れた。

「ずいぶんと得意げに語ってくれましたね、ライル・バルトシュタイン」

　左足の踵を鳩尾に捩じ込むと、少年はぐぐっと唇くちびるを噛かみ締めた。脂汗あせが滴り、痛みのほどを容易に想像させる。

「さぁ、どうぞ。好きなだけ語って下さい」

　右足で手首を踏み躙ると、ひゅっと少年の喉が鳴った。

「さぁ、さぁ―――――さぁさぁさぁ」

　大の男でも音を上げるような痛みを加えるが、ライルは痛めた喉の奥に苦痛を飲み込み一言も悲鳴を漏らさなかった。

「……さっきはあれほど滑らかだったのに」

　横髪が掛かったマルガレーテの顔は、わずかに引き攣つっていた。ほんのわずか吊り上がった眉まゆが、不純物のように冷ややかな美貌に罅を入れている。

「もう、囀ってくれないのですか？」

　しゃらり、と大剣が引き抜かれる。見た目の細さにかかわらず、マルガレーテの腕は慣れた手つきで刃をライルの喉のど元もとへ押し付けた。

「っ――――」

「すこしお口が緩ゆるみましたか？　ではどうぞ、囀って下さい」

　すっ、と刃が引かれる。ライルの首の皮に、赤い血の線が刻まれた。

「さぁ、はやく囀らねば、その補助線が本線になってしまいますよ？」

「――――」

「マルシュナー団長」

　ライルに剣を突き付けるマルガレーテへ、兵士の一人が包囲の輪から出て声を掛けた。

「その男の命は、ドクトル・ベルグマンへ献上する契約です」

「…………」

「我ら騎士団一同、お気持ちは分かりますが、ここは」

「…………分かっている」

　横髪の乱れを整え、わずかに引き攣った顔も元に戻して、マルガレーテは剣を引いた。

「――――――貴女は」と、それまで黙っていたライルが、かすれた声でマルガレーテに語りかけた。「貴女はなんで、泣くのを我慢してるんですか？」

「!!」

　かっと目を見開くや、マルガレーテは大剣を力任せに振ふり上げた。

「待てぇぇぇえええええいッッ！」

　木立を無理やり駆け抜けてきた馬が、内向きに意識が剥むいていた兵士たちの包囲を破り、マルガレーテを蹴り殺す勢いで飛び込んできた。

「ぬっ！」

　マルガレーテが飛び退き、ライルも遅おくれて慌てて転がり避けた。

「くっ、何者――っ！」

　馬の背から飛び降りた影が、抜き打ちざまにサーベルをぶつけてきた。大剣を振り上げ、打ち払う。

「無事ですか、ライル殿っ！」

　くるりと地面に着地した軍装の少女が、背後のライルへ声を掛けた。

「助かりました、ツェツィーリアさん！」

　レレーネを担ぎつつ、ライルは礼を言った。

　乱入してきた軍装の少女に、マルガレーテは冷ややかな目を向ける。

「……ツェツィーリア・グレイザー近衛少しよう尉い。これは何の真ま似ねです？」

「それはこちらの台詞せりふだ。貴様、ライル殿に何をしていた？」

　ツェツィーリアは毅き然ぜんと立ち上がるや、サーベルの切っ先をマルガレーテへ突き付けた。

「彼はイルザ殿下の家庭教師で、殿下も頼りになさるお方です。彼に刃を向けるのは殿下へ刃を向けるに等しいと知りなさい！」

「…………」

「さっきの光景だけで、貴方たちが信用ならない輩やからである事は良く分かった。幸い貴方たちの言う不穏分子とやらも気を失っている様子。後はこちらで引き取ります故ゆえ、疾くお帰りを」

「…………」

　ぎりっ、とマルガレーテは奥歯を噛み締めた。事態が思うように進行しないのもあるが、こんな状じよう況きように追い込んだのがあの少年だという事実が、ひどく彼かの女じよの癇に障った。

「マルシュナー団長、ここは……」

　部下が控ひかえめに進言する。その言葉に反応したのは、本人ではなく相対していたツェツィーリアだった。

「マルシュナー？　まさかマルシュナー男爵家の縁者か？」

　瞬しゆん間かん、斬きり掛かっていた。

「団長っ!?」

　驚きの声が上がるが、眼前の少女の真しん鍮ちゆう色の髪を掠め斬ったマルガレーテこそが誰よりも自分の行動に驚愕していた。

「……ちっ」

　けして漏らさなかった舌打ちを漏らし、マルガレーテは部下に指示した。

「一網打尽にしろ！　このまま全員拘こう束そくする！」

　足並みが乱れ掛けたものの、その声を聞いて兵士たちは戦せん闘とう態勢に移行した。ライルと気絶したレレーネを捕縛しようと、ライフルを鈍器代わりに構えて前進した。

「貴様っ！」

　軍装の少女が生真ま面じ目めな顔を怒いかりの朱に染める。

　第一王子貴下の近この衛え兵へいを殺すのはリスクが高いが、もはや事ここに至っては殺して埋うめるだけだ。マルガレーテは大剣の柄に両手を添え、無言の裂帛とともに斬りかかった。

「くっ、うっ！」

　ぎゃりんっ、と火花が散る。上う手まくサーベルで大剣をいなしたツェツィーリアに、マルガレーテは振り下ろした勢いのままに回転し、遠心力も込めた横薙ぎの斬撃を見舞う。

　たまらず軍装の少女が後退する。

「ぐっ……なぜ怒おこる！　やはりマルシュナー家の縁者だからか!?」

「だとしたら？」

　重心移動に大剣を引き付け、

「刺しっ！」

　ぐん、と身体のバネと慣性を利用した刺突。横薙ぎの防御で逸らされるが、相手は攻こう撃げきの重さに顔を顰しかめた。

「っ……マルシュナー家は没ぼつ落らくしたとはいえ名門騎士の家柄！　その縁者がこんな暗くら闇やみ仕事などとは祖先の霊が泣くぞ！」

「黙だまりなさい」

　声こそ冷淡だが、言い返した事にマルガレーテは心底舌打ちしたい気分だった。

　あんな家――名門の誇ほこりを保つ為に娘むすめを売るような連中がどうしたというのだ。あんな連中の事などとっくに忘れた。忘れた筈はず……なのに何な故ぜこうも感情的になっている？

　今の自分にあるのは〝歓喜〟――真の自分の価値を見出してもらった〝道具としての喜び〟だけだ。怒りや苛いら立だちなど、あってはならない不純物だ。

「…………」

　ちらりと視線を投じれば、あの少年は気絶した妖よう精せいの少女を抱え、兵士たちの間をみっともなく這いずっていた。それでいい気味だと思えれば多少心も落ち着いたかも知れないが、追い回されているのはライルではなく兵士たちの方だった。上手く木々の配置を利用し、隊列を掻かき回している。

「……ちっ」

「何ど処こを見ている！」

　ツェツィーリアの斬撃。

　すっと身を屈かがめるや、屈伸運動とともに伸のびあがるように前転。背後にサーベルをかわしざま、地に突いた手を軸にハイキックを繰り出す。敵はサーベルの護手で受けるが、わずかに上体を泳がせた。

　両足を舞踏のように回転させて着地。下半身の回転を上半身に伝達し、大剣の切っ先を終点として突き込む。相手は飛び退いて間合いを外そうとするが、こちらも突きの勢いのまま跳ちよう躍やく。刃は驚愕に目を見張った敵の頬ほおを掠めた。

「くっ……これ、はっ！」

　ツェツィーリアが驚きに顔を歪ゆがめていた。

　マルガレーテの剣技は両手剣という重量武器に拘わらず変幻変則。彼女特有のものであろう、優すぐれたしなやかさと強靭なバネを駆く使しした舞踏バレエの如き動きだった。重心と軸の安定を旨とする正統派剣術からすれば、邪道に近い剣技である。

　だが、その技量は凄まじい。植生がそれほど濃くないとはいえ、こんな木々の間で過不足なく大剣を振るえること自体、得物を自分のものとしている証あかしだった。

　ツェツィーリアが舌を巻く間にも、マルガレーテは攻撃の手を緩めなかった。軍装の少女が防御を固めると見るや、手近な木を掴んで方向転換。ぐるりと回り込み、横っ面を剥ぎ取るような一撃を加えた。

　間かん一いつ髪ぱつ、ツェツィーリアは身を投げ出して大剣から逃れる。

「…………ちっ」

　また舌打ちだ。なんで舌打ちなどするのか。

　決まっている。あの少年にこの剣を叩き込めないからだ。

「……邪じや魔まです」

　そう思えばこの真鍮色の髪の少女も、不倶戴天の敵の如く感じられる。

「……貴女も、貴女の主も、邪魔でしょうがない。なに故あの少年に肩入れするのです？　あんな――頭でっかちの生意気な若造に」

「……ふふ」

「何がおかしいのです？」

「自分もまったく同意見だからだ、マルガレーテ・マルシュナー」

　こちらのフルネームをはっきり言って、軍装の少女が立ち上がった。

「まったくその通りだ。頭でっかちで生意気で、いつもへらへらと笑って、そのくせ融通が利かなくて頑がん固こで偏屈で意地が悪い。まったくもって困った御仁だ」

「…………」

「けれど……だから放っておけない。有り余るほどの才能を持っていながら、そんな困った性格の持ち主だから。自分も、イルザ様も、彼を見捨てなどしない。何故なら彼が自分たちをけっして見捨てないだろうからだ」

「……ちっ」

　苛立たしい。なんとも苛立たしい。表情が戻らない。いつもの冷えた鋼の仮面が――あの方の為の顔が戻ってこない。

　苛立たしい。まったくもって、許し難がたいほどに苛立たしい。

「……なら、死ね」

　すらりと大剣を構える。相手もサーベルを構え――その姿がぼんやりと霧きりに包まれた。

「！」

　気付けば、森の中に濃厚な霧が漂ただよっている。雨が降った後なら不思議もないが、それでも急に過ぎる。月光によって白々と映える蒼あお褪ざめた霧が、唐突に立ち込めていた。

「これは……」

　身構える内に、霧の向こうで悲鳴が上がった。怒ど声せいが上がり、さらに悲鳴。

　怒声と悲鳴は間違ちがいようもなくマルガレーテの部下たちのもので、ついには銃声までが霧立ち込める森に響ひびいた。

「撃つな！　この霧の中では同士討ちになる！　絶対に撃つな！」

　命令を出すが、銃声は止まなかった。撃っているのではなく撃たれているのだ。

　伸ばした手を確かく認にんするのがせいぜいの霧の中、しかも突如撃たれたとなれば、動揺は避けられない。事実、悲鳴はなおも続き、兵士たちの動揺の気配が膨らんでゆく。

「…………ちっ！」

　このまま動揺が混乱に転化したら、本当に同士討ちになりかねない。

　そもそも、これ以上手間取るのもまずい。別荘の近衛兵たちが駆け付けて自分たちが捕縛されたら、あらゆる計画が破は綻たんしてしまう。

　業ごう腹はらではあったが、マルガレーテは大剣けんを収め、霧の向こうへ声を張り上げた。

「撤収する！　総員、撤収！」

　命令とともにマルガレーテも後退した。

　霧は局所的なものだったらしく、白から黒への視界の変化は唐突だった。振り返れば、霧がぽっかりと蓋ふたをしたように戦場を覆おおっていた。

「…………」

　あの『霧の結界』へ向かい一斉射させようかと考えがよぎったが、敵とてあの中に留まっている保証はない。マルガレーテは足を止める事なくその場を後にした。顔に掛かった横髪を整える。が、表情はなかなか元に戻らない。胸中の苛立ちも、熾火のように燻ったままだ。

「………………ちっ」

　――この苛立ちはライル・バルトシュタインを消さなくては拭えない。

　そんな確信が、マルガレーテの冷徹な美び貌ぼうを悩ましく歪ませた。




　兵士の気配が去り、本当に撤収したのだと確信すると、ライルは深く息を吐はいた。逃にげまわるのに疲つかれ果はてた身体を素す直なおにへたり込ませ、抱かかえていたレレーネも地面に下ろす。まだ周りに霧が漂っているが、危害がないのは解っていた。

「ライル殿？　ご無事ですか――ぎゃん！」

　霧の向こうでツェツィーリアの声がし、鈍にぶい音とともに悲鳴が上がった。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　位置を教えるのを兼かね、大きな声で呼びかける。暫くすると霧の向こうから、両手で周囲を探さぐりながらやってくるツェツィーリアの姿が現れた。

「……ご無事で何よりです」

　若じやつ干かん怒ったような声なのは、ぶつけた額のせいだろうか。危機を脱した気の緩みもあるが、ライルは声を上げて笑ってしまった。

「むっ……人の失敗を笑うなど、失礼千万です」

「いや、でも、だって……」

　くすくす笑うのを止められないでいると、ツェツィーリアは生き真ま面じ目めな顔をむすっと顰めた。

「……やっぱり、本当に困った御仁です、貴公は」

「？　何の話です？」

「――――ずいぶん楽しそうねぇ」

　聞き知った声とともに、霧が幻だったかのように晴れてゆく。すぐ傍そばに、炎ほのおのようになびく赤しやく銅どう色いろの髪と、蒼あお褪ざめて輝く銀ぎん髪ぱつを認め、ライルは笑え顔がおで声を掛けた。

「マリーア、ルーナリア。助かったよ。けどなんでこんな所に………」

「いかがしました、ライル様？」

　と、ルーナリアが無感動な声を掛けた。

　明らかになったマリーアとルーナリアは、二人とも服こそ整っていたが、髪はところどころ癖くせが付いて艶も落ち、顔もげっそりと疲ひ労ろうの翳がさしている。

　そんな中、翡翠と琥珀それぞれの双そう眸ぼうが、徹夜明けのようにギラギラ光っていた。

「……どうしたの？」

「どうしたもこうしたもないわよ！」

　手にしたままの拳けん銃じゆうを振り回まわし、マリーアは憤然と鼻を鳴らした。

「狼おおかみ男どもに襲われて何とか逃げ延びたと思ったら、次の駅で電車は停とまって、おまけに軍やら憲兵やらがどかっと押おし寄せて！」

「それで皆みなの目を盗んで馬車を調達し、寝ねる間も惜しんで来てみたら……」

　励れい起き光を発していないのに光って見える琥こ珀はく眼がんを眇め、ルーナリアがライルの傍の少女らを眺ながめた。

「…………また新しい女性です……」

「しかも何よ、さっきの黒くろ髪かみ。観光地で楽しい思いをしてらしたようねぇ」

「えっと……何を言ってるのか微妙に分からないんだけど……？」

　彼女らの迫力に呑まれ、ライルはおずおずと問い返した。

　二人の少女は、そんなライルの様子を見て顔を見合わせると、不自然なほど――普ふ段だん無表情なルーナリアもが――にっこりと笑った。

「そうねぇ……とても分かりやすくいうと」

「こういう、ことです……！」

　二人の少女はずいっと手を伸ばし、ライルの頬をそれぞれ思いきり抓つねり上げた。

「いひゃいいひゃいいひゃい！」

「痛い？　だけど女の痛みはもっと深いと知りなさい！」

「ほほへひゃほんほほひょひゃひゃわひゃひゃはい！」

「どうやら分かっていただけてないようですね……！」

「いひゃいいはいいひゃひぃいいいいい――――――――ッッ!!」

　夜の森に、ライルの悲鳴が長く長く木こ霊だました。
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　前日とは打って変わった晴れ空の下、イルザは護衛たちを伴って市街へ向かっていた。馬車の中には、いつものようにツェツィーリアも同行している。

「しかしイルザ様……本当に大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫よ、ツェツィ」

　心配そうに鈍にび色いろの瞳ひとみを向ける軍装の少女に、イルザは幼さすら武器にするような強したたかな笑えみで頷うなずいてみせた。

「この役目は、わたしでなくては務まらない。むしろ、嬉うれしいの。わたしでも、ライル先生を助ける事が出来るんだから」

「しかし……」

「わたしはもう、イルザ・ヴァイスブルグじゃない。わたしはイルゼシュタイン王国第二王位継けい承しよう者しや、イルザ・フォン・リュヒテル・ヴァネ・イルゼシュタイン。ならばわたしは、民の範となる人となりを示さねばならないわ。恩には、恩で報いらねば」

「イルザ様……」

　忠誠を捧げる主の毅然とした姿に、ツェツィーリアは感極まって瞳を潤ませた。

「イルザ様……なんと勇ましく気高いお姿でしょう。自分は……自分は……っ」

「おおげさね」

　くすりと苦く笑しようし、イルザはよしよしとツェツィーリアの頭を撫なでた。

「大した事ではないわ。だって、当たり前のことをするだけだもの」

「……ふふっ。まるでライル殿みたいな言い方ですね」

「そうね。考えてみれば、不思議なものだわ。ほんのひと月前まで、自分がこんな風に振る舞えるなんて思いもしなかったもの……」

　幼い王女と護衛の少女は、そろってあのお人ひと好よしな少年を思い返した。




※　※　※




「ヘクセンブルグ研究所へ行って、ドクトル・ベルグマンと会う」

　騒そう動どうの翌朝。主だった面々の集まった食堂で、ライルはそう宣言した。

「状況から、白風の妖精たちがヘクセンブルグ研究所へ連行されたのはほぼ間ま違ちがいない」

　その推察に、食堂の隅すみで蹲うずくまるレレーネが小さく唸うなった。一晩寝ていくらか疲労が回復したようだが、血走った眼付きは相変わらずだった。

「ドクトル・ベルグマンって、あのドクトル・ベルグマン？」

　シャワーとベッドで普段の調子を取とり戻したマリーアが言った。

「あの人、まだご存命だったの？　数年前からまったく音沙汰ないと思ったら、こんな田舎いなかに引っ込んでいたとは」

「有名な方なのですか？」

　こちらも蒼褪めた銀髪に艶を戻したルーナリアが首を傾げて問とい掛かけた。

「んー……まぁ、簡単に言っちゃうと『永遠の二位』って感じかしら？」

「永遠の二位？」

「いくつもの分野で非ひ凡ぼんな成果を多く残したけど、今一歩肝かん心じんなところで《最後の魔女》に及ばない印象なのよね」

　随ずい分ぶんな物言いだったが、実物を知るツェツィーリアが納なつ得とくしたように頷いていた。

「それで……ライル先生はどうされるのです？」

　イルザがどこか憂ゆう慮りよするように問い掛けた。

「さきほど連れん絡らくがありました。叔父……アルベルト第二王子もこのヘクセンブルグに来ていると。ライル先生が仰っていたように、何かよからぬ陰謀を企んでおられるのでは？」

「たぶんね。確証はないけれど、マリーアとルーナリアが行き合ったっていう牙の血族の襲しゆう撃げき……これもアルベルト殿下の企みの一環だろうと思う」

「もしかしたらあの列車に乗り合わせてたかも知れないワケね。そうと知ってれば、喜んであの狼どもに差し出してやったのに」

　マリーアがくやしげに言った。

「で？　第二王子殿下はなに企んでるの？《黒い森》を開発するのに邪魔な幻想種を根絶やしにしようって？」

「《黒い森》の琥珀は確かに魅み力りよく的てきだろうけど……琥珀が現在の蒸機文明に欠かせないにしても、琥珀の獲かく得とくのためにここまでするものだろうか……？」

　そう言って、ライルは顎あごに手を当てて黙り込んだ。

「――王位を狙ってる？　にしては発言力を増すという目的と労力が見合ってない……そもそも強引で性急すぎる。何が目的で、こんなあからさまな挑ちよう発はつをするんだ？」

　ぶつぶつと呟つぶやくライルを、少女たちが意外そうに眺めた。明晰な彼かれにしては珍めずらしい事に、ああでもないこうでもないと自分の考えを持て余しているようだった。

「……まぁ、いまは置いておこう」

　と、熟考を打ち切りあっさり言った。思考材料が足りないのだと割り切ったようだった。

「とにかく今は、ヘクセンブルグ研究所だ。これ以上状況が悪化する前に、白風の妖精たちを助けないとならない。幸い一度行って建物の構造はおおよそ把握できてるから、忍び込むのは楽だと思う」

　ライルは当然のように言った。怪け訝げんな顔をするレレーネを除いた全員が、ああやっぱりと納得とも呆あきれともつかない微笑を浮かべた。

「――では、わたしはアルベルト叔父様と会い、少しでも注意をこちらに向けましょう」

「イルザ？」

「大丈夫です。ライル先生がわたしをヴァイスブルグ邸から連れ出してくれた時と同じです。大っぴらにすればするほど、相手は何も出来なくなるものですから」

「……いまから僕ぼくがしようとしてるのは、全部僕の我わが儘なんだよ？」

「なら、わたしがこれからすることも我が儘です。我が儘を通す方が、我が儘を諌められるとお思いですか？」

「……本当、イルザは賢かしこい生徒だ。出来ればその賢さを利口に使って欲ほしいんだけど」

「あら、それは無理です」

「？」

「わたしの教師はライル・バルトシュタインですもの。生徒が教師に似るのは当たり前です。文句があったら、どうぞ鏡に向かって存分におっしゃってください」

　してやったと笑うイルザに、彼女の家庭教師はぐうの音も出せなかった。




※　※　※




　イルザを乗せた馬車が止まったのは、ヘクセンブルグ市内でもっとも上等な高級ホテルだった。近衛兵たちを従え、幼い王女は毅然とホテル内へ歩を進める。

　第二王子の護衛隊――『黒薔薇騎士団』と呼ばれる黒衣の兵士たちの案内を受け、イルザたちはホテル最上階へ向かった。最上階からさらに屋上へ上る階段前で、順調に進んだ歩みが一旦止まった。

「これより上は殿下お一人です。なるべく静かに過ごされたいという事なので、失礼ながらイルザ殿下の護衛もお一人とさせて頂けますか？」

　この要求にツェツィーリアなどはあからさまにむっと唇を歪めた。近衛兵たちも多かれ少なかれ同様である。証しよう拠こがないとはいえ、アルベルト第二王子はイルザを害しようとした容疑者筆頭だ。罠わなとしか聞こえない台詞だった。

「分かりました」

「イルザ様？」

「ツェツィーリア、あなたに一いつ緒しよに来てもらうわ。わたしにはそれで百人力よ」

　軍装の少女は主の言葉にうろたえたが、他の近衛兵は納得した様子だった。

　ツェツィーリアがイルザの専任護衛として傍に仕えているのは、何も女性であるからというだけではない。若くともその腕うでが認められた結果なのだ。

「……了りよう解かいいたしました。何があろうとも、イルザ様は自分がお守りします」

　顔を引ひき締しめたツェツィーリアを連れ、イルザは屋上への階段を上って行った。

　ホテル屋上は、ガラス張りの温室にプールという、金持ちの理想をそのまま現実にしたような造りだった。目的の人物は、プールの端の椅い子すに腰こしかけ待ち構えていた。

「やあ、麗うるわしい我が姪御殿。ちょっとばかり見苦しい格好だけど勘弁してくれ」

　アルベルト・ヴァン・イルゼシュタインは気軽な声とともに手をあげた。泳いでいたのか、濡ぬれた身体にバスローブを羽織っている。

　無防備な事が一目で分かる姿だったが、屋上には本当に彼一人のようだった。温室の中にも隠かくれるような場所はない。身構えていたツェツィーリアは別の意味で虚きよを突つかれた顔になった。

「――御機嫌ようございます、アルベルト叔父様」

「堅苦しいのはなしだ。さ、座すわってくれ」

　促され、イルザは素直にアルベルトの横の椅子に腰かけた。

「それで？　わざわざ郊こう外がいの別荘から何の用だい？」

「姪が叔父へ挨あい拶さつに来るのに、わざわざ用が要りますでしょうか？」

「そりゃ要るだろう。自分を殺そうとするかも知れない人物を訪ねるんだから」

　気軽な口調とは裏腹な台詞に、ツェツィーリアが身体を強こわ張ばらせた。

　イルザも、さすがにこれには左右色いろ違ちがいの双眸をかるく見張る。

「ははっ、冗じよう談だんだよ。なんたって王族だからね。そういう事もあるかも知れないから、注意するに越こしたことはないって話だよ」

　どこまで本気か冗談か分からない、どこまでも軽い声だった。

「秘密基地が壊れて気が立ってるのは分かるが、そんな裏に裏に取らないでくれ」

　今度こそ、ツェツィーリアは無言でサーベルへ手を伸ばした。それを押し止めたのは、主が纏まとった笑顔の仮面であった。

「――叔父様は、ずいぶんと面白い方だったのですね」

　ころころ笑い声を上げるイルザだが、その手は爪つめが肌はだを貫かんばかりに握にぎり締められている。

　半月前イルザが失ったのは、秘密基地などという安っぽい言葉で言い表せるものではない。およそ七年間自分を守り育ててくれた、家族といって良いほどに親しい者たちだ。それを嘲弄するような台詞にこうも耐たえるのは、この幼い姫ひめの気高さであると同時に悲しさでもあった。

「面白い、か。面白いのは君の方だけれどね、イルザ」

　からから笑うアルベルト。

　厄やつ介かいだ、とイルザは思った。疑わしかろうと、王族である以上明確な証拠がなければ手出しは出来ない。どれほどしかるべき罰を与えてやりたいと願っても、だ。

（……けれど、この方にそれほど大それたことができるのでしょうか？）

　父と違い、血縁とはいえこの叔父とはほとんど面識がない。半月前のお披ひ露ろう目でようやく顔を知ったほどだ。それにしたって直前の事件で影かげがちらついていたから良い印象はないが、軽妙な笑顔以外ではなんとも曖あい昧まいな印象である。

　大それた計画を進める意気込みや、多くの人間を率いる力強い意志が、どうにもこの男からは感じ取れない。

「しかし、愛らしくも美しい姪御殿に来てもらって悪いが、明日の朝には王都へ帰らないとならない。今日くらいはゆっくりさせてくれ」

「明日の朝？　今日の早朝にお着きになられたのに？」

「本当なら一週間くらいバカンスを楽しみたかったんだけれどね。ちょっとキナ臭くなってきたから、のんびりできなくなってね」

　アルベルトはそう言って、サイドテーブルに置かれていた新聞を差し出してきた。警けい戒かいしたツェツィーリアが受け取り、何も仕掛けがない事を確認されてイルザに手渡わたされる。

「…………っ！　これは……」

「ね？　キナ臭いだろう？」

　と、第二王子は相変わらずの気安い笑顔、気軽な声で言って肩を竦すくめた。

　ようやく、イルザはこの叔父に対して薄ら寒い感覚を覚えた。

　――何故この男は、この記事を目にしても気軽な声のままなのだ？

（……ライル先生）

　新聞の端を握りしめ、イルザはもっとも敬愛する彼女の家庭教師へ祈った。

（どうか急いでください。こんな男の思い通りになんて、絶対させないでください……！）
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　ヘクセンブルグ研究所は、ライルが訪おとずれた時と打って変わった静寂の中にあった。門番や歩ほ哨しようといった護衛の姿は確認できず、人の気配も外からでは感じられない。

「捨てたんじゃないの？」

　新しいライフルの点検をしていたマリーアが、双眼鏡を覗のぞくライルへ言った。

「煙が出てるから、蒸気機関は稼か働どうしてる。ということは施し設せつはまだ生きている」

　双眼鏡をしまい、ライルは背後へ向き直った。いま彼が研究所の様子を窺うかがっていたのは、研究所に隣接する森の端だった。倒木や岩など思い思いの場所に、マリーアとルーナリア、そしてレレーネが腰こし掛かけていた。

「――行こう。師せん匠せいの小屋から地下を経由して、研究所の中央へ入る」

　森で身を隠しつつ、魔女エルルーアの小屋へ向かう。

　鉄てつ柵さくを乗り越え、すんなりと小屋の中へ侵しん入にゆうする。以前と同じように隠し通路を開き、ライルたちはランタンを手に地下へ降りて行った。

「……ライル・バルトシュタイン」

　レレーネが、薄暗い隠し通路そのものが発したような声を陰々と響かせた。

「……なぜ、お前は人間なのにオレを助けようとする？」

「これでも魔ま術じゆつ師しの端くれだから――って理由じゃダメかい？」

「そんな理由でここまでしてくれると思うほど、オレはもう子供じゃない」

　肩かた越ごしに窺うと、レレーネはじとりとライルを睨にらんでいた。

「お前の目的はなんだ？　オレたちを助けるフリをして、いったい何を企んでいるんだ？」

　レレーネは唸るように詰きつ問もんした。彼女の琥珀眼は淡あわく魔ま力りよく励れい起き光を発し、疑い深い眼まな差ざしを見て取るのは容易だった。

（……いや、きっと違う）

　彼女は疑っているのではなく、疑いたいと思っているように見えた。

　無理もない、とライルは思う。恐きよう怖ふは猜疑を生み、猜疑に疲れた精神は敵を求める。自分と敵で線を引いてしまえば、もう考えなくていいからだ。レレーネの精神は、すでに疲れ切って硬直しはじめている。

（……でも、そんなのは嫌だな）

　線を引いてしまえば楽だろう。こっちは味方であっちは敵、そう決め付けてしまえば――けれどそれは、ものすごく悲しいことではないだろうか。

「――もちろん、僕にも心に秘めた目的はある」

　ライルがそう言うと、レレーネはわずかに裏切られた顔をしたが、

「僕は、『他人に優やさしくできる人間』でありたい……君を助けるのは、僕が善人だって思われたいから。君に手を貸すのは、僕が薄情者って思われたくないから。僕が僕の偽善の為ために君を利用しているのは――否定はしないよ」

　問われれば特に隠すことなく開帳してきた自分の考えを告げると、多くの人々がそうであるように、レレーネもぽかんと口を開いた。もっとも、その後ろに続くルーナリアとマリーアにはすでにお馴な染じみなので、彼女らは軽く肩かたを竦めるだけだったが。

「そ……そんなおためごかしを信じろというのかっ!?」

「まさか。信じる信じないは知性の権利であり自由の基本だ。レレーネは自分の気が済むまで僕を疑ってくれればいいよ」

「…………」

「助言させていただけるなら、この方の言葉は疑うだけ無む駄だな労力です」

　と、どこか同情するような声でルーナリアが言った。

「ライルさまは意地が悪いですから。問い詰つめたところで、益はありません」

「……お前は、なんでこの男に従っている？」

　レレーネは、今度はルーナリアへ向かい問いを発した。

「お前も、幻想種だろう？　ルーナリア・ネブラブルートと言ったな？『霧の血族ネブラブルート』といえば、人間に滅ほろぼされた血族だろう？　なのになぜ、人間に従っている？」

「……従っているわけではありません」

　おや、と思って目を向けると、ルーナリアは無表情は揺ゆれる明かりのせいか、少し頼りなさを失っているように見えた。

「わたしは、ライルさまに返さなくてはならないものがあります。従っているのではなく、付きまとっているだけです」

「こいつも人間なんだぞ!?」

　レレーネが叫んだ。悲痛な声が、隠し通路に陰々と響き渡る。

　最さい後こう尾びのマリーアが顔を顰めたが、ライルは幼おさな馴な染じみへ小さく首を振ふった。

「人間なんだ！　仲間を失ったんだろう!?　なのになんで人間を信じるんだ!!」

「……強いて挙げるなら、姉の影響かも知れません」

　ルーナリアはそう言って、悲しげな微笑を浮うかべた。

「姉は、人を愛していました。たぶん私も、そんな傾向がすくなからずあるのでしょう」

「…………」

　レレーネはまだ何か言いたそうだったが、結局何も言えず黙り込んだ。

　階段が途切れた。ランタンを掲かかげると、前来た時はずらりと並んでいた〈最後の魔女の遺産〉が、きれいさっぱり無くなっていた。

「何かを運んだ跡あとがあるわね」

　床ゆかの様子を見てマリーアが言った。

　ライルは嫌な予感がした。あの〈遺産〉を移送するとしたら、理由は二つ。もっと研究に最適な場所で保全するためか、此処が危険だからひとまず退避させたか。

　さきほどのレレーネの叫さけびでこれといった反応がなかったことを考えれば、後者――すでに侵入されることを予期していたと考えるべきだろう。

「……行こう」

　地上へ上がる通路を、慎重に進んでゆく。中頃を過ぎた頃から、妙な違い和わ感かんを覚えはじめ、やがて先頭を歩くライルは違和感――異臭の正体に気付いて顔を顰めた。

「…………」

　地上施設に出るが、日の光はなかった。シャッターがすべて降りているらしい。一度見たライルは広さと間取りをおぼえているが、明かりを向けても〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉は見当たらなかった。代わりに、空間の隅に、先日にはなかった赤黒い塊かたまりがあった。

「あ……ああ………」

　よろっ、とレレーネが歩み出た。

　それは、屠殺された家畜のように積み重なった、白風の妖精たちの死体だった。

　血に塗れていたが、拷ごう問もんや処刑によるものではない。

　腹が捌かれている物は、まだマシな方だった。脳髄が切り開かれている物、手足が裏返ったように切り開かれた物――腑ふ分け標本の見本市のような有様だ。

　だが蛙や魚と違い、それらには表情があった。どの顔も苦痛と憎しみで歪み切っていた。

　気丈なマリーアも、強気なルーナリアも、その光景には声を失って顔をそむけた。ライルもその凄惨な〝手術痕〟にぎりっと奥おく歯を噛かみしめる。

「あ、ああ……あああ……」

　誰だれとて口を閉じる中、レレーネは呆ぼう然ぜんと声を漏もらし続ける。よろよろと仲間たちのなれの果てへ向かうのだが、十歩と歩かずに膝ひざを落とした。

「あ、ああ…………あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ――――――――――――ッッッ!!」

　慟哭。

　細い体の何ど処こから出るのかというほどの慟哭。

　断末魔まを思わせる慟哭が、レレーネの喉のどを破は壊かいせんとばかりに響き渡った。

「ああああああっ！　あああああ……あ、ああ、ニ、ン、ゲン……ニンゲン……ニンゲンどもぉぉおおおあらぁぁぁあああああああああああああああああああ――――ッ!!」

　グルリと首を捻ひねり振り返かえったレレーネの琥珀眼から、魔力励起光が迸った。

「ああああああがぁあああああああうらぁぁああああああ！」

　暴風の如き気流が荒あれ狂い、レレーネは矢のようにライルへ飛とび掛かった。

　ライルはとっさに琥こ珀はくを掲げようとし――しかしそれを押し止め立ち尽つくした。

「あああああああああ――――――ぐあっ!?」

　憎悪に歪んだ妖よう精せいの一いち撃げきを防いだのは、霧を纏ったルーナリアだった。魔性の『霧』を纏った腕で、矢の如き突とつ進しんを打ち払ったのだ。

「やめなさい！」

「ウルサイ！　人間は敵だ！　殺してやる！　どいつもこいつも殺してやる！」

　人間、とレレーネは琥珀眼を輝かがやかせて繰くり返した。ライルと、彼に駆かけ寄よったマリーア、この場にいる『人間』に向けられた彼かの女じよの顔は、仲間たちの死に顔そっくりに歪んでいた。

「お前だって幻想種だろう！　なのになんで人間の味方をする!?　人間は敵だ！　人間は殺し尽くさないといけないんだ！　殺し返して何が悪いって言うんだ!?」

「っ…………」

　叫び返されたルーナリアが、唇くちびるをきゅっと噛みしめた。

　野放図に殺気をまき散らすレレーネに対し、ルーナリアはじっと立ち尽くしてそれを受け止める。魔力励起光を放つ琥珀眼が、それぞれまったく正反対の温度で絡み合う。

「……ライルさまは敵ではありません」

「人間だ！　人間なんだぞ！　あんなことをする人間の味方をするのか!?」

　背後の仲間たちの残骸を示し、レレーネは叫んだ。

「同じだ！　そいつは敵だ！『他人に優しくする』なんて言うんなら、なんで助けてくれなかった！　白風の妖精リヨース・アルヴが居たのは知っていたのに、なんで見過ごした！　なんで手を伸のばしてくれなかった！　見殺しにしたのと同じじゃないか！　そいつは仇かたきだ！　オレたちを追い詰めた人間と同類だ！　そこをどけ、霧の血族ネブラブルート！　邪魔をするなら、お前も敵だ！」

「…………」

「――下がってて、ルーナリア」

「ライルさま!?」

　優しく肩を引かれ、ルーナリアが驚おどろいた声を出す。ライルは小さく笑って頷いた。

「彼女の言う通りだ。僕は助けられなかった。見殺しにしたんだ」

「そんなの……」

　言い返そうとするルーナリアだが、ライルの目を見み詰つめて口をつぐんだ。

　レレーネの論理はこじつけと八つ当たりの産物だ。どれほどの能力があろうと、人ひとりに出来る事は限られている。それにたとえ全知全能であったとしても、世界の悲劇の責を個人が背負う事など出来はしない。そんな考えは傲慢以外の何物でもない。

　そんなことはライルにも判っている。だが〝それでも〟と考えてしまうのが、知性を持つ者の因業ごうであった。そして人一倍〝それでも〟に思い至ってしまえるのが、ライル・バルトシュタインだった。

「……わかりました」

　そんなライルの内心を悟ったのか、ルーナリアはぐっと言葉を堪こらえ、静かに頷いた。

「ライルさまを、信じます」

　ルーナリアはそう言い置き、後方のマリーアの許へと下がった。

「…………」

　ライルが向かい合った時には、レレーネはすでにナイフを逆手に抜ぬき、琥珀眼にも魔力励起光が宿っていた。

「………………ニンゲンめ！」

　レレーネの声に反応して『風』が唸り、渦うず巻まく気流が真空刃かまいたちを生み出した。無数の真空刃が襲い掛かり、ライルの顔や手と言った剥むき出だしの肌に血が舞った。

　マリーアとルーナリアは唇を噛んで見守る。

　無防備に立たち尽くすライルを睨み、レレーネはナイフを振り上あげ襲おそい掛かった。

「ニンゲン、ニンゲン…………ニンゲンがぁぁぁあああああっ！」

　白風の妖精が得意とする『風』を背に受け迫せまるレレーネのナイフ。彼女がどれだけ華きや奢しやで軽かろうと、叩たたきつけられれば人間の首など簡単に宙に舞まう暴風の如き勢いの一撃だ。

「「っ！」」

　さすがに飛び出そうとする赤しやく銅どうと蒼銀の少女たち。

　だが、ただ静かに立つライルの首に、ナイフは結局突き立てられなかった。ほんの数ミリの距きよ離りで、糊付けされたように留まっていた。

「……なんで……何もしない……なんで、防ごうとしないんだ……！」

　ぎりぎりと噛みしめた歯の隙すき間まから、レレーネはか細い声を苦しげに漏らした。

「なんでだ！……なんで憎ませてくれないんだ……憎ませてくれれば、決められるのに……人間は敵だって、決められるのに……！」

　血を吐くような、血の滲にじむような嗚咽に、罪悪感がないと言えば嘘うそになる。これはライルの我が儘なのだ。

　だが――

「それでも……そんなの、悲し過ぎるじゃないか。敵と味方しかない生き方なんて」

「ッ……」

　レレーネはナイフを押し込もうとするが、手は震ふるえるばかりだった。どうしても、ライルを〝敵〟だと断じ切れないのだ――我が事のように悲劇を悲しむ、彼の瞳を見て。

「……ちくしょう……ちくしょう……」

　ナイフを持った手がだらりと力なく下げられ、はらはらと様子を見ていたマリーアとルーナリアがほっと胸を撫で下ろした。

　――その、まさに、緊きん張ちようが弛んだ一瞬。

　突如、薄暗かった空間に光が満ちた。

　人工の照明が煌こう々こうと彼らの頭上でいっせいに灯ともったのだ。

「これは……！」

　とっさに後退しようとしたライルを塞ぐように、その背後で轟ごう音おん。振り返れば、通路と広間の境目に突如壁かべが落ちてきた。

「ライル――」「ライルさ――」

　マリーアとルーナリアの声を断ち切り、分厚い金属のシャッターが下りた。

　分断され、閉じ込められた。

「――ようこそ、ライル・バルトシュタイン」

　パンパンと乾いた拍はく手しゆとともに、しゃがれた声が頭上から降って来た。

　二十名ほどの兵士が、頭上の整備通路でライフルを構えていた。

　そしてライルの対面で、まるで劇でも見下ろすような風情で、

「再度の来訪を嬉しく思うぞ、《最後の魔女の弟で子し》よ」

　ドクトル・トビアス・ベルグマンは、嬉しそうに告げた。
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「君には感謝しておるよ。君の助言のお陰で、儂わしの研究は飛躍的な進歩を遂げた」

　じっと立ち尽くすライルへ、ベルグマンは言った。好々爺然とした印象は変わらないが、こうも高所から見下ろされると、別の側面も見えてくる。

　即ち、傲岸な自信家の相かおが。

「……ドクトル・ベルグマン」

　唸るレレーネを押さえるように彼女の前に立ち、ライルは老博士を静かに見上げた。

「いくつか質問がありますが、よろしいですか？」

「勿論だとも」

「何な故ぜ、こんな事を？」

「質問は明確かつ簡潔に述べたまえ。そんな曖昧では観察力と判断力が疑われるぞ」

　一見教師が生徒を指導するような口調だが、視線は嘲弄を多分に含んでいる。尊敬していた老博士の醜悪な感情を目の当たりにし、ライルは嗚呼と悲しくなった。

「何故、白風の妖精を――幻想種に、こんな仕打ちを？」

「決まっておるだろう？　珍しい動物を調べるのに、解剖は基本中の基本ではないか」

「…………珍しい動物、だと？」

　ライルの腕を押しのけ、レレーネが吠ほえた。

「もう一度言ってみろ！　オレたちは動物なんかじゃない！」

「ああ、少々付け加え忘れたな。非常に珍しい、貴重な動物だ。お前たち幻想種の魔ま術じゆつなる能力は、実に興味深い」

　ベルグマンはにんまりと笑うと、懐ふところから液体の入った試験管を取り出した。

「これは、そこのサンプルから採取した血液を遠心分離したものだがね。これに含まれる物質が何か分かるか？　微小な琥珀なのだよ」

　試験管を揺らし、老博士は得意げに告げた。

「幻想種どもは『魔ま力りよく』と称する琥珀のエネルギーを体内に蓄積するメカニズムがあるらしい。いったいどのような器官でそんなメカニズムが行われているのか興味はあったが、残念ながら今回のサンプルでは発見できなかった」

「きさま……！」

「……………」

　今すぐ飛び出さんばかりのレレーネを押おさえながら、ライルはベルグマンを睨み付つけた。

「だが、さらに多くのサンプルを手に入れる事が出来れば、そのメカニズムも解明されるだろう。それに、この事で新しい仮説も生まれた。我々が地中から採取する琥珀とは、そもそも幻想種どもを起源とするのではないか。死した幻想種が腐くさり骨となっても、琥珀は残り地中で堆積する。儂はこれを『化石起源説』と名付けてみた。なかなか面白いとは思わないかね？」

「…………僕が聞きたかったのは、なんでこんな酷ひどい事ができるのか、という意味だったのですが」

「酷い事？　サンプルを捕まえるのに理由がいるのか？　君だってカエルやフナの解剖をするだろう？　文明の発展に犠ぎ牲せいは付き物だ」

「きさま……きさま…………？」

　怒いかりに猛るレレーネが、ふと違和感に気付いたように顔を上げた。彼女の肩を押さえるライルの手が、小刻みに震えていた。

「……ああ、そうか。なるほど」

「ん？」

「共感力が低く想像力が欠如した、典型的な学者馬ば鹿かだ。師せん匠せいに敵わなくて当然だ」

　ライルが憐れむように吐はき捨てた瞬しゆん間かん、老博士の顔が音を立てて歪んだ。

「……なんと言った？　儂がエルルーア・アゾートに劣っている――そう言ったのか！」

　――これがこの老人の素顔か。

　老ろう紳しん士しとも好々爺とも見えた仮面が砕け散ると、そこに残ったのはなんとも安っぽく分かりやすい、醜悪に歪んだ嫉しつ妬との顔だった。

「エルルーア！　あの女がどれほどの物だというのだ！　優すぐれた知恵と知識を持て余したあの女が、なぜ儂より称賛されるのかっ！」

　ガンッ！　ガンッ!!

　老科学者は理性をかなぐり捨て、骨ばった拳こぶしを怒りに任せて手すりへ叩き付けた。

「……あの女は天才だ。それは認めよう。だが、けして尊敬に値する偉い人じんではなかった！　奴やつはその気になればもっと多くの、もっと大きな事が出来た！　出来た筈はずなのに放ほうり出した！　あまつさえ、それを手伝おうとした儂の手を振り払いおって……なんという傲慢！　なんという怠たい惰だ！　知恵と知識を持つ者の役目を放ほう棄きした愚者に過ぎん！」

「…………」

「儂が何故こんな事をしたのかと問うたな、エルルーアの弟子！　それはお前の師のせいだ！　奴がやらなかったから儂がやってやったのだ！　幻想種という格好のサンプルに手を拱いていた奴の代わりに！　文句があるなら、お前の師に言うがいい！」

「………………くだらない」

　唾つばを吐きたい気分だった。失望のあまり頭痛がするほどだった。

　こんなものが当代屈指の科学者の一人、ドクトル・トビアス・ベルグマンだとは。

「――あなたは気付いていますか？　あなたがやっている事が、単なる子供の駄々だと」

「何っ？」

「ほら、こんなにすごい事が出来るんだ。だから自分を見てくれ。自分を褒ほめてくれ。自分を構ってくれ――それで発展だの犠牲だの義務だのとよく言えたものだ。下手に言葉で体裁を取り繕う分、泣き喚わめく子供の方が何倍もマシだ」

「なっ、なな――」

「あなたは科学者失格だ、トビアス・ベルグマン」

「かっ――――」

　真まっ直すぐ視線を向けて言い放ったライルに何を見たのか、目を見張った老科学者の唇が、戦慄くように震えた。

「また……またお前はそう言って儂を拒絶するのか……そんなに儂は取るに足らんというのか、エルルーア・アゾート…………！」

　再び、ベルグマンは顔を歪ませた。あまりにも醜悪な、女々しい嫉妬が作る表か情おだった。

「師し弟てい揃そろって、儂を愚弄しおって！　ならばその身に直接我が力を刻んでくれる！」

　ベルグマンが叫ぶと、通路とは別の扉とびらが開いた。重々しい金属音と共に、照明の中へ姿を現したのは――

「――〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉」

　分厚い装そう甲こうに、蒸気補スチームアシス力管トシリンダーを埋うめ込まれた太い四し肢し、そして威嚇するように張り出した各所の放熱重板。鋼鉄の異形が、その重量感とは裏腹な動きで歩を進める。

「貴様の助言は有り難く受け取り、その上で改良させてもらった！　おかげですぐさま実戦投入できたわ！」
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　すぐさま対応し改良出来たのは、基本設計の拡張性と整備性の高さによるものだろう。どれほど嫌けん悪お感を催す老人だろうと、彼はやはり非ひ凡ぼんな才能の持ち主なのだ。

　しかも、起動しているのは一体だけではなかった。姿を現わした一体の後ろに、さらに二体のベーアリンが続く。三体のベルグマン製〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉は、それぞれ戦棍メイス、戦斧ハルバート、戦槌ウオーハンマーを携えている。

「ついでに戦せん闘とう試験も兼かねさせてもらうぞ。君を仕留めた武器を、正式装備にしようじゃないか。さぁ――せいぜい抗あらがうがいい！」

　ベルグマンの哄笑が合図となり、三体のベーアリンが巨きよ体たいに似合った超ちよう重じゆう量りよう武器を振りかざし突進した。

「くっ――」

「どけ！　魔術師！」

　身構えようとしたライルの身体が、強きよう烈れつな風圧に吹ふき飛ばされた。

　ごろごろと壁かべ際ぎわまで転がされたライルの目に、レレーネが琥こ珀はく眼がんを輝かせて笑っていた。

「……じゃあな、ライル・バルトシュタイン」

　そう言い置いた刹那、レレーネの身体から膨大な『風』が巻き上がった。いや――それはもはや『風』と呼べるものではなかった。

　手触りすら感じられるような濃密で過激な空気渦動は黄たそ昏がれ色の光を孕んで妖しく輝き、『魔風』と呼ぶべき威容を見せつける。

「お、おお――――――おおおおおあああああああああああっ！」

　照明を圧さんばかりの魔力励起光を棚引かせ、レレーネは三体の《機関鎧モートア・骨殻パンツアー》へ吶喊した。振り下おろした腕とともに吹き下ろす風に、鋼鉄の熊くまたちが踏鞴を踏む。

「ああああああああああっ！」

　一つの砲弾と化したレレーネが、ナイフごとベーアリンの胸へ激げき突とつした。どれほどの速度だったのか、『魔風』を帯びたレレーネの一撃は鋼鉄の胸鎧をべこりとへこませた。

「はっ――はははっ！」

　粉々に砕けたナイフの柄を、すぐ隣の《機関鎧モートア・骨殻パンツアー》へ投げ付ける。『魔風』の銃身バレルで撃うち出されたそれは今度こそ跡形もなく砕け散ったが、代わりに超重量級の鋼鉄の化物に尻しりもちを搗かせることに成功した。

「は、ははははははっ！」

　戦斧の分厚い刃がレレーネのか細い身体を肉片とすべく降って来る。レレーネはそれを睨み付けるだけで押し止めると、逆に戦斧のベーアリンの巨体を掬いあげる。

　凶きよう悪あくな外観とは裏腹に、《機関鎧モートア・骨殻パンツアー》たちは手足を滑こつ稽けいにバタつかせた。

「はっ――ははっ！　あははははっ！」

《機関鎧モートア・骨殻パンツアー》を圧倒し、レレーネは高笑いした。高笑いしながら、血の涙なみだを流していた。風が吹き荒れる度たびに血の雫が舞い、まるで風そのものが血を流しているように見えた。

　興奮し、戦意で心を塗りつぶそうとしている彼女は、自分の変調に気付いていない。

「もう、か！」

　頭を振り、ライルは舌打ちした。

　幻想種は身の内に魔力を蓄積し、魔ま法ほうで制せい御ぎよする事で人外の能力を発揮する。だが本来、魔力という未分化なエネルギーは、制御されなければ無作為に法則を歪ゆがめる。制御できる容量を超こえれば、魔力は毒となり呪いとなる。

　励れい起きした魔力を注げば注ぐだけ強力な魔術を行使できるだろうが、制御しきれない魔力の余波も甚大なものになる。このまま強引に魔力を引き出して容量を超えた『魔風』を生み出し続ければ、遠からずレレーネの体組織は崩壊するだろう。

「止めろ！　レレーネ！」

「ははははっははははははっ！」

　レレーネは呼よび掛かけに気付く様子もなく、虚ろに笑い続けていた。ただ戦って、ただ死ぬ者の笑いだった。

「そんな、の！」

　ライルは立ち上がり琥珀を掲げた。〈祈オラ呪シオ〉を唱え、魔力を励起させる。

「――〝光の果て、闇やみの果てにありしもの〟！」

　ライルは『魔風』のただ中へ飛び込んだ。『魔風』は容よう赦しやなく彼かれにも襲い掛かり、激烈な空気渦動によって生じた真空刃かまいたちが先ほどよりも深く服と肌とを切り裂さいていく。

「ぐっ――」

　風の壁に歩みを邪じや魔まされる間にも、レレーネの身体は砂時計の砂が落ちるように崩壊していた。すでに手足の末端から血を滲ませ、その傷口からも黄昏色の魔力励起光が淡く洩れ、励起された魔力の凄まじさを語っている。

「は、はは………」

　レレーネの身体はよろよろと泳ぎ、自らの『魔風』によって翻弄されていた。

　対して、最初こそ圧倒された感のある《機関鎧モートア・骨殻パンツアー》たちは、三体とも健在で各々の重量武器を軽々と振り回まわしている。どれほどの勢いでもしょせんは風――鋼鉄に身を包つつんだ彼らとレレーネとでは、そもそも相性が悪すぎたのだ。

　戦棍が風を裂く。何とか避さけるレレーネだが、至近距離で爆ばく発はつしたように砕けた床の破は片へんが散さん弾だんの如く襲い掛かる。

「ああっ！」

　すでに内部からぼろぼろの彼女に耐える余力はない。力なく床に倒れ、『魔風』も一瞬で凪いで消えた。

「う……ああ……」

　励起光も途絶え掛けたレレーネの眼めに、戦槌を振り上げたベーアリンが飛び込んでくる。もはや逃にげようもない死の鉄槌が降るのを、白風の妖精の少女はどこか安堵したように見守った。

「あああああああああああああっ！」

　横合いから飛び込んだライルが、間かん一いつ髪ぱつでレレーネを抱かかえて戦槌から逃のがれた。〝身体強化〟の魔術で『火事場の馬鹿力』を再現した賜物だ。

　レレーネを背負い直したライルに、今度は戦斧のベーアリンが迫る。小枝のように振り回される分厚い刃が少年の首を刎ねるべく風を切る。

　間一髪で身体を伏せる。通り過ぎた戦斧の起こした風がライルの鉄色の髪かみを嬲った。

　転がるように戦斧の間合いから逃れるが、その先にはさらにもう一体が戦棍を振り上げていた。ライルの頭より大きな鉄塊が――

『！』

　ベーアリンの中の人間が戸惑う気配が伝わってきた。振りかぶった槌が地面へ引き付けられ体勢を崩くずしたのだ。ライルはその隙すきにさらに後退する。

「ぐっ……っつぁ……！」

　ライルはにわかに膝を突いて頭を押さえた。鼻に鉄錆の臭いを感じ、すぐ後にぽたりと鼻血が滴った。

〝強化〟に加え〝磁界制御〟の魔法まで並列構築したため、魔力の一部が制御を離れたのだ。先ほどのレレーネと同じだった。

　しかも人間の魔術師の場合、危険性はさらに上じよう昇しようする。計算と想像力で構築された魔法は、曖昧な値を無理やり当て嵌めれば破は綻たんし、魔術は失敗しすぐさま無む秩ちつ序じよに暴れまわる。その時最もダメージが大きいのは、魔力と共鳴している意識――ライルの脳だ。

　頭痛を堪え立ち上がるライルの視線の先で、三体のベーアリンたちも武器を構え直した。

　頭上の兵士たちは銃を構える様子は見せない。見世物を決め込んでいるらしい。

「はははっ！　どうだ！　どうだ《最後の魔女の弟子》！」

　はるか頭上から見下ろし、ベルグマンは胸を逸そらし大笑した。

「なんとも不合理で無駄が多いな、魔術というものは。しかも限られた種族、限られた人間にしか利用できないとは、なんと不安定で不確定か！　だが、見よ。儂の作品ベーアリン、蒸機科学の恩おん恵けいはすべての人間にもたらされる！　魔術なる不確実極まる力など、淘汰されるが必然よ！　エルルーアも、さっさと魔術など見限って儂とともに科学技術を推し進めるべきだったのだ。時代遅おくれどもすべて、儂が解体し尽くしてくれるわ」

「それがどれほどの苦痛を生むのか、あなたは想像できるのか！」

「産みの苦しみさ。新しい時代の始まりには、少なからぬ痛みを伴うものだ。そんな単純な道理に思い至らないとは、むしろ君こそ想像力が足りないのではないか？」

　欺瞞だ、とライルは断じた。

　想像力が聞いて呆あきれる。あの老科学者は根本的なところで何も考えていない。産みの苦しみとやらを受けるのは彼ではない。彼ではない誰かなのだ。

「ほら、君もさっさと古くさい荷物など降ろしたまえ。そうすれば、儂の部下として使ってやっても良いぞ？」

「……遠慮しておきます」

　背中のレレーネを抱え直し、ライルは意地悪く笑った。

「僕ぼくは《最後の魔女の弟子》です。二流の教師に学ぶ必要なんて、ありませんから」

　この痛烈な皮肉に、得意げな顔を取とり戻もどしかけていたベルグマンが再び顔を赤くする。

「きっ、きさまぁああああああああっ！　殺せ！　挽き肉にしろぉぉお！」

　激昂したベルグマンの命令に、三体のベーアリンが再びライルに襲い掛かった。

　ライルは回かい避ひに集中した。幸い〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉はパワーアシストすると言っても、可動範囲に限界がある。その死角へ常に滑すべりこめば、回避そのものは容易い。

　だが、間ま違ちがって一撃を受ければ即死級の重量武器が相手だ。しかも背中には、弱り切ったレレーネがいる。

「――やるしかないかっ」

　ライルは節々が痛み始めた〝肉体強化〟を継続し、戦棍のベーアリンへと向かった。攻こう撃げきをぎりぎりで見極め、その大きく膨らんだ背へと回り込む。

　蒸気機関との接続をカットすれば、〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉はただの鋼鉄の塊だ。

　一度やっているから問題ない。先日と同様、蒸気機関と導管の接続を――

「――ぐあっ!?」

　ライルは悲鳴を上げた。

　ベーアリンの背へと伸ばした手が、赤く爛れている。

「そう来ると思ったわ！　だから対処もしておいた！」

　老博士の得意げな声とともに、ベーアリンが太い腕うでを振り被かぶって振り返る。

　罠わなの存在に不意を突つかれたライルは、致命的に行動が遅れた。直撃でこそなかったものの鋼鉄の腕になぎ払われ、小柄な彼の身体は容易く弾き飛ばされた。レレーネを庇う余よ裕ゆうなどなく、無防備に床に叩きつけられる。

「ぐっ……うっ、うう……」

「ははははっ！　いい様だ！　しばらく動けまい！」

　痛めた胸を押さえ蹲うずくまるライルに、ベルグマンは機嫌よく笑った。

「くっ、くく……散々好き勝手言ってくれたな、ライル・バルトシュタイン！　だが、これだけでは済まさぬぞ？　惨めったらしい命乞いをして、最後に殺してくれと言うまでいたぶってくれる！」

　老博士の哄笑に合わせ、三体のベーアリンが蹲る《最後の魔女の弟子》へと向かう。もったいぶるようなその歩みを、ライルは血の滲んだ唇を噛んで睨み付けた。

「んんっ？」

　ベルグマンが意外そうな声を出した。

　動けないでいるライルの前に、ふらふらと白風の妖精の少女が歩み出ていた。

「ぐっ……れ、レレーネ……」

　ライルの絞しぼり出した声に、レレーネは虚きよろな目を向けた。口を開いて何かを言い掛け……けれど結局何も言わず、よろよろと〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉へ向かっていく。

「ほぅ……なかなか面白い趣向だ。死なない程度に遊んでやれ」

　ベルグマンの命令に、三体のベーアリンは心得たとばかりに妖精の少女をいたぶりはじめた。床へ叩き付け、固く尖った爪つま先さきで彼女の身体を小石のように蹴けり転がす。

「や……めろ……！」

　ライルは痛みを噛み殺して顔を上げた。

「やめろ……やめさせろ、ベルグマン……！」

「止めんよ。止めるわけがあるまい？　これはきさまへの仕置きなのだからな！」

　楽しくてしょうがないという顔で、ベルグマンはライルをせせら笑った。

「だが、儂とて鬼ではない。こう言えばその娘むすめを捨て置いてもよい。『エルルーア・アゾートは取るに足らないつまらない女だった』と、他ほかならぬ《最後の魔女の弟子》が言ってくれるならな！」

　げらげらと、耳障りな笑い声が響ひびく。

「さぁ言ってみろ！　奴は世界を変えるには不相応な、ただの愚か者だったとな！」

「………………」

　ライルは、無言だった。無言で、ぶるぶると震えていた。

「ははっ、情けない奴め！　恐きよう怖ふで言葉もないか！」

　ベルグマンはなおも嘲ちよう笑しようを浴びせるが、ライルはもはや一言もなかった。

　恐怖で竦んだのではない。むしろ逆――怒りのあまり言葉が見つからないのだ。

「……こいつ、は」

　なんてくだらない、つまらない人間なのだろうと思った。あんな奴が同じ人間であるというだけで、気が狂いそうだった。

　こんな――他者を虐げて省みぬ人非人を、気遣う必要があるのか？　きっとあいつは変わらない。変わろうとすらしない愚か者だ。何も気づかぬ愚か者。自分を疑いもしない愚か者。感情のままに振る舞う愚か者。欲望を抑えようともしない愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者、愚か者――――――どいつもこいつも人間以下の愚か者ばっかりだ。

　こんな連中に手加減してやる必要が何ど処こに在る？

　心の何処か――理性を司る冷徹な何処かが、その問いに答えを出す。

　――ない。まったく、ない。

　ライルはふらりと立ち上がった。震えは、すでに止まっていた。




「あっ……あっ、ぐぁ……」

　レレーネは呻うめいた。もう、呻く事しか出来ない。じきに、それさえ出来なくなるだろう。

「ぐ……ぐぶっ！」

　鋼鉄の爪先が胃にめり込んだ。反吐を撒き散らす間もなく、今度は顔を弾かれる。

　鉄の化物たちは遊んでいた。その気になれば踏ふみ潰つぶして終わりの所を、慎重に力加減してレレーネをいたぶり続けている。

「…………」

　なんであんな事をしたのか、レレーネにも定かではない。

　人間なんて放っておけばいい筈だ。見殺しにして、共食いする様を嘲笑ってやればよかった筈だ。守るような真ま似ね、する必要なんてない筈だ。

　頭がぐちゃぐちゃだった。逃げてしまった罪悪感。生き延びてしまった不ふ甲が斐い無なさ。なにより、何が正しいのか分からないもどかしさ。それらが混然として、白風の妖精の思考を掻き乱していた。

　――もう、いい。もう、何も考えたくない……

　悩なやみを捨てれば、痛みも不思議と感じなくなる。レレーネは漫然と死を受け入れた。

「……………………？」

　だが、急に鉄の化物たちが動きを止めた。

　目を開けると、三体の鉄の化物たちは、兜を自分とは見けん当とう違ちがいの方向へ向けている。まだ無事だった目玉を動かすと、そこには魔ま術じゆつ師しの少年が胸の痛みなど忘れたようにふらりと立ち上がるところだった。

「……ライル・バルトシュタイン……？」

　少年はレレーネの声に応えず、宙を見据すえて何かを呟つぶやいていた。

「…………くだらない……くだらない……………全部、くだらない……」

　ぶつぶつと漏れるその声は、淡々としているくせにひやりとするほど不気味だった。まるで石ころが崖を転げ落ちていくときに立てるような――そんな、世界の果てから届いたような音だった。

「助けを乞こわんのか？　それとも順番が待ちきれんか？　それならすぐに相手をしてやろう！」

　ベルグマンが吠える。ライルから漂う異質な雰ふん囲い気きにまだ気付いていないらしい。

　それでも戦槌を携たずさえたベーアリンは老博士の命令のもと、立ち尽くす《最後の魔女の弟子》へにじり寄った。

「……必要数値を取得。魔法構築開始――――〝自由ヘルシヤフト領域・スフエーレ〟――」

　視線を空から地へ戻し、ライルは右手を振ふり上げた。その手には、指の間すべてに魔ま力りよく励れい起き光を放つ琥珀が挟まっていた。

「――〈魔王の庭ウートガルズ〉」

　静かな声だった。その声とともに、明らかに広場の空気が変質した。

　この場のすべて――得意満面のベルグマンですら――が、その背筋をぞくりと震わした。

『お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　戦槌を振り上げたベーアリンが、中の人間が雄お叫たけびをあげ突進した。少年を肉塊に変えようと、力の限り、〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉の補助力の限りに戦槌を振り下ろす。

「…………」

　ライルは避けようともしない。そして事実、避ける必要はなかった。

　彼の鼻先で戦槌はぴたりと動きを止め、ゆらりと傾いだベーアリンの腕から零れ落ちる。そしてその得物に重なるように、鋼鉄で護られた〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉は糸の切られた人形のように倒れ伏した。

「なっ――――」

　何が起きたのか分からず、ベルグマンは絶句した。

　レレーネは、それが何らかの魔術の結果であるとは分かったが……具体的に何をどうしたかは見当もつかない。

「な――何をしておる！　二体がかりだ！」

　二体のベーアリンが突とつ撃げきした。質量差は五倍、それとも一〇倍だろうか。鋼鉄の塊が獣けものじみた必死さで小柄な少年に襲い掛かる。

　ライルはまたも、避けようとはしない。ただ、すっ……と手を持ち上げただけだった。

　それで、終わった。

　二体のベーアリンの内、戦棍を持っていた方は突とつ然ぜん全身の関節部で小爆発を起こし、音を立てて倒れ沈ちん黙もくした。中の人間がどうなっているかは分からない。

　もう一体は戦斧を取り落とし、歪なダンスを踊り出した。腕がしきりに鋼鉄の胸甲を叩く。やがてその胸甲がばかりと開き、中の操縦者が飛び出してきた。

「うごごっ……いっ、いぎぎぎぎぎぎぎぎっ……！」

　簡素なつなぎを着ていた操縦士は、外に出るや胸を掻き毟って転げまわり、白眼を剥いて気絶した。だらりと開いた口くちの端はしから、ぶくぶくと泡あわが吹き出す。

『…………』

　突然の事に、誰だれも彼もが沈黙し、動きを止めた。

　当事者であるライルだけは、周囲の沈黙など知らぬげに、崩れた琥こ珀はくの塵を軽く払うと、新しい琥珀を懐から補充し、新たに励起させた。

「……ライル・バルトシュタイン…………」

　思わず呟いたレレーネへ、ライルが目を向ける。

「!!」

　ぞっ――と、した。

　痛みで麻痺した筈の身体が恐怖に泡立つ。少年の眼を見てしまったからだ。

　そこには、何の迷いも悩みもなかった。好意も悪意も存在しない。怒りも悲しみも、ましてや恐怖など欠片かけらもない。あるのは計算結果でも眺ながめる平おだ静やかさ――それだけだった。

　そう、計算結果だ。

　もうすべてが決まってしまった、決まり切った答えを見る眼――

「あ、ああ…………」

　一瞬で理解した。あれが線を引き終えた者の眼なのだ。

　もはや自分の言葉が届かないのがはっきり分かった。出来るのはただ、自分があっち側に入っていないようにと、祈ることだけだ。

「………」

　一秒にも満たない内に、少年の視線はレレーネから外された。どうやら、あっち側には入れられていなかったらしい。

　安堵のあまり、レレーネの身体は勝手に脱力した。

「ら、ライル・バルトシュタイン……」

　先ほどまでの威勢が鳴りを潜め、ベルグマンは幽ゆう霊れいでも見ているような顔をしていた。

「貴様は何者だ……いや、貴様は……貴様は何だ？」

　震えたしゃがれ声に、ライルは静かに頤を上げた。

「ひっ……こ、殺せっ！　早く殺すんだぁぁぁぁああああああああああああああ！」

　整備通路に残った兵士たちが青褪めた顔でライフルを構えるのを、《最後の魔女の弟子》は平静に眺めるだけだった。
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　通路の隔壁が閉じられると、マリーアとルーナリアは何も言わずにもと来た道を戻って地下へ走った。地下空間に戻って隠かくし通路を上り、小屋の扉を蹴り開けて研究所へ向かう。

　途と中ちゆう、武装した男たちがいたが、彼らはマリーアとルーナリアに文字通り蹴散らされる。

「動きが鈍にぶい……昨晩の奴らとは別口ね。そこらで雇った十把一絡げって感じかしら？」

「それでも……邪魔です」

　ぶわっ、と密度を下げ、それでも目晦ましとしては十分過ぎるほどの『霧きり』が研究所の通路に満ちると、すぐさま打だ撃げき音おんと苦鳴が連続する。『霧』が晴れると、そこには赤しやく銅どう色いろの髪の少女と、蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつの少女が立っているだけだった。

「急ぎましょう。あんな小こ娘むすめがいたんじゃ、ライルも手こずって――」

　その時通路の先で、連続した銃じゆう声せいが聞こえてきた。

　マリーアとルーナリアは互いに頷うなずき合うと、互いの武器を構え再び走り出した。

　さきほどの広場に似た造りの倉庫へ行き着く。外観から思い出すに、この隣となりが先ほどの広場らしい。遮さえぎる扉の向こうから、何か騒さわぎが聞こえる。

「ルーナリア！」

　マリーアの呼び掛けに頷き、ルーナリアは『霧』を収束させて〈狭霧の剣ネブラ・スパーダ〉を作りだした。先ほどの厚い隔壁はさすがに斬きり裂けなかったが、

「は、あっ！」

　気合とともに霧の刃やいばを振り下ろすと、扉は見事に寸断された。作られた穴を潜くぐり、先ほどの広場へ戻って来ると、

「なっ！」

「これ、は……」

　いったい何がどうなったのか、鋼鉄製の歪いびつな人形が三体転がっていた。床ゆかには無数の弾痕が穿たれ、人がばたばたと地面へ転がっていた。死んではいないようだが、どの顔も幽霊でも見たみたいに恐怖で引き攣り白目を剥むいている。

「いったい――」

　ジャリッ、と踏み出だした足が何かを踏み、マリーアはぎょっと身を退いた。足元には、製造されて十年以上放置されたとしか思えない、錆に侵食されて崩れかけのライフルが転がっていた。

「い、いったい……」

「ひぃぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっっ！」

　金切り声が響いた。兵士の一人が足を引きずり、迫せまる影かげから必死に遠ざかろうとしていた。

「来るな！　来るな化物っ！　来るなぁぁ！」

　壁際に追い込まれ、兵士は泣きながら罵った。

「…………」
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　化物と呼ばれた少年は、なんら意に介する様子もなく、無言で足を進める。

「ライルっ！」

「ライルさま！」

　マリーアとルーナリアの呼び掛けに、兵士へ近付いていたライルがふと足を止めて振り返かえった。自分たちに向けられた瞳ひとみを見て、二人の少女は同時にびくりと肩かたを震ふるわした。

「ら……ライル……？」

「…………」

　幼おさな馴な染じみの少女に呼ばれても、ライルはなんら反応らしい反応をしなかった。ただじっ、と感情なく視線を向けるだけだった。

「ライ、ル……」

「あああああああああああああああっ！」

　兵士が腰こしから拳けん銃じゆうを抜ぬき放った。数歩の距きよ離り、外しようのない至近距離で、すぐさま拳銃の引き金が引かれた。

「ライルさまっ！」

　ルーナリアが切せつ羽ぱ詰つまった顔で飛び出そうとし――結局はそれを成し得ずに終わる。

　発射された弾だん丸がんは、ライルの手前で弾だん道どうをほとんど直角に変え、彼の足元へめり込んだ。まるで見えない手が地面から伸のび、銃じゆう弾だんを掴つかみ取ったかのようだった。

「あ、ああ……」

　視線が再び自身へ向けられると、兵士は拳銃を取り落としてへたり込んだ。

　ライルは静かに、琥珀を挟はさんだ手を翳かざした。一ひと際きわ魔ま力りよく励れい起き光が強まると、兵士は顔を青くして胸を掻き毟った。

「いっ、ぎぎ……あおごあっ……」

「…………」

　苦しみのたうつ兵士を、ライルはただ眺めた。いっそ虫けらでも見る方が人間らしい、機械の硝子レンズみたいな眼だった。

「ライル！　止めて！」

　マリーアが叫んだ。

「もう十分でしょ！　もう止めて！」

「…………」

　だがライルはやはり反応せず、目の前の作業を黙々と進めていた。

「止めて！」

　思わず駆け寄るマリーアだったが、ライルに触ふれる直前で足が止まった。ぎょっとして下を見れば、明らかに意識のない男の手が彼かの女じよの足を掴んでいた。振り払はらおうとするが、男の身体は石のようだった。死後硬直でもこうはなるまい。

「……まさか、ライルがやってるの？」

　やがて、彼の前の兵士も、この場に転がる者たち同様の顔で床に倒れた。

「……ライル………」

　マリーアが茫ぼう然ぜんと呟くと、ライルが身体ごと向き直った。声が届いたのかと思いきや、彼はマリーアの横を通り過ぎ、すたすたと研究所へ向かい歩いて行った。

「ライル！」

　するりと足を掴む手が解けた。手の持ち主はただの気絶者に戻っていた。

　走り、歩くライルの前に回り込むと、マリーアは手を広げた。

「ライル！　どうしたの!?　何か喋ってよ！」

「……………」

　ライルはマリーアを眺めたが、すぐに方向転換してその横を通り抜けようとする。それをさらにマリーアが塞ぐ。

「……ライル。いい加減にしないと怒おこるわよ」

「…………」

　ライルは何も言わず、ただその手の中の琥珀が輝かがやいた。

　気絶した男たちの腕が操り人形のように動き、マリーアの足をまたも拘こう束そくしようとする。だが今度はマリーアも想定済みで掠りもさせない。

「ライル……返事をしなさいライル！」

「…………」

　再び、ライルの手の中の琥珀が輝いた。

　今度は突風だった。強烈な、けれど局所的な突風が横殴りに吹き、マリーアの身体を吹き飛とばす。

「きゃっ！」

「マリーア！」

　見守っていたルーナリアが飛び出して支えた。受け止めたマリーアはおどろくあまりに表情をつくるのも忘れていた。

「……ライルさま！　説明してください！　何があったのですか!?」

「…………」

　もはや振り向むきもせず、ライルは機械的な足取りで出口へ向かった。

「ライルさ――」

「待ちなさいライル！」

　呼び掛けようとしたルーナリアが、突如ライフルを構えたマリーアにぎょっとする。

　マリーアは顔にびっしりと緊きん張ちようの汗あせをかきながら、照準をライルへ合わせた。

「止まらないと、足を撃つわ！　あたしは本気よ！　お願いだから普ふ段だんのライルに――！」

　マリーアの呼び掛けは最後まで続かなかった。

　彼女の手の中で、ライフルが汗でも掻くように錆を浮かせはじめた。見る見るうちに錆はライフルの銃身を侵食し、引き金も固定されたように動かなくなる。

「ひっ――」

　思わず放り投げられたライフルは床に落ちるとぼろりと崩れた。マリーアが先ほど踏んだライフルと同じ状態だった。

「……ライル……あなた…………」

　ライルは何事もなかったように歩き直した。マリーアを〝攻撃〟した呵責など、微塵もないように見えた。

「あ、う……ううう……」

「マリーア!?」

　がくりと膝ひざを落とすマリーアを、ルーナリアは慌あわてて支えた。いつも自信に溢れ悪いた戯ずらっぽく笑う赤銅色の髪の少女は、血の気の引いた顔でわなわなと震えるばかりだった。

「……マリーア？」

「ルーナリア……ライルが……ライルが、あたしを……」

　ルーナリアの手をぎゅっと握にぎり、マリーアは泣き方も忘れたように茫然としていた。

「あたしを、ライルが……そんな事、一度だってなかった……あたし、ライルに拒絶された……あんな冷たい顔で、ライルが、あたしを見るなんて……っ」

　よほどのショックのようだが、無理からぬ話だった。ルーナリア自身、ライルの様子に衝しよう撃げきを受けて何をどうすれば良いか見当もつかないのだ。

　ルーナリアは震えるマリーアを抱いたまま、歩き去るライルを見送るしかなかった。

「………さい………ごめ……………ごめんな、さい…………」

　静かになった広場に、小さな声が響いていた。はっとしてルーナリアが振り向けば、レレーネという名の白風の妖精の少女が、身体を丸めてがたがたと震えていた。

　ルーナリアは茫然自失の体のマリーアを座すわらせ、レレーネの許へ向かった。彼女を起き上がらせ、肩を強く揺さぶりながら問とい掛ける。

「……レレーネ・アールレイム。いったい何があったのですか？」

「……ライル・バルトシュタインが、〈魔王の庭ウートガルズ〉を使ったんだ」

「〈魔王の庭ウートガルズ〉？　それはまさか、始祖の使ったという魔ま術じゆつの事ですか？」

「そう……霧おのま血え族らの始祖である〝夜闇の王ノスフエラトウ〟や、白風の妖精オレたちの始祖である〝耀く風の王アールヴアル〟……幻想種の源流が使ったという、『世界を自由にする魔術』……信じられないけど、ライル・バルトシュタインはそれを模倣したんだ。人間離れした……幻想種にだって真似できない、卓越した知能で……」

「それは…………」

　それはつまり、世界の在り方を計算しているという事だ。範囲や効力も限定的なものだろうが、自分の思い通りの世界を組み立ててしまうなど、隔絶した知性のなせる業である。

「しかし……なんであんな風になっているのですか？　ライルさまがあんな……自分の信条と反するようなやり方、するようには思えません」

　何しろ『人に優やさしくできる人間』が目標と言うような少年だ。それが建前だとしても、建前を嘘うそにしない為ために己おのが能力を傾ける、本当の意味でのお人ひと好よしだ。

　世界を自由にする魔術など、ましてやその為に余計な感情を切り捨てるなど、よほどの事がないと考えられない。

「…………あいつ……ライル・バルトシュタインが、怒ったんだ……」

「怒った？」

「そういうことなんだと思う……あいつ、『どうでもいい』って言ってた……心底どうでもいいって……たぶん、そういうことなんだと思う……」

「…………」

「だから……ごめんなさい……あ、あいつをあんな風にしたのは……オレだ……ごめんなさい……っ！」

「………なるほど」

　息を吐はくと、ルーナリアは立ち上がった。蹲ったまま見上げてくるレレーネへ、

「……謝あやまらなくても結構ですよ、レレーネ・アールレイム。あれはただ、不貞腐れているだけなのですから」

「ふ、ふてくされる……？」

「ええ……不肖ながら、私も同じような経験がありますから、よく分かります」

　周囲の惨状を言い表すには卑近すぎる表現に唖あ然ぜんとするレレーネを残し、ルーナリアはマリーアの許へ戻った。

「行きますよ、マリーア」

　と言って手を引くが、赤銅色の髪の少女はぐったりしたまま動かない。

「立って下さい。はやくライルさまに追い付かないと」

「……追い付いて、どうするの？」

　迷子になった子供のような声で、マリーアは弱々しく頭を振った。

「あたしの声はライルに届かない……もう、あんなライル見たくない……ライルに拒絶されるなんて、もう……」

「…………いいかげんに」

　マリーアと目線を合わせしゃがみ込むと、ルーナリアは右手を振りかぶり、

「してください！」

　ぴしゃりと音を立てて頬ほおを張った。

　思わぬ一いち撃げきに、マリーアがぱちくりと目を瞬またたかせる。

「しっかりして下さい。あなたはマリーア・ハイラインでしょうっ？」

　ルーナリアは、普段の変化の少なさからは考えられない、はっきりとした怒いかり顔で、唖然とするマリーアを叱り飛ばした。

「あなたの想おもいとはその程度なのですか？　一回や二回無視されたからと言って落ち込む程度が、マリーア・ハイラインなのですか？　あなたはその程度の女で満足なのですか？　そんなひよわな女は、断じて私の知るマリーア・ハイラインではありません！」

「ルーナリア……」

「答えて下さい。あなたはマリーア・ハイラインですか？　それともただのかよわい女ですか？　さぁ、どっちです？」

「………………決まってるでしょ！」

　ぱぁんっとルーナリアの頬を叩たたき返し、マリーアは笑った。

「あたしは、マリーア・ハイラインよっ！」

「……なら」

「ええ、行きましょう！」

　ともに頬を赤く腫らした少女たちは、毅き然ぜんと立ち上がって《魔女の弟で子し》を追おい掛かけた。

　その様子を、レレーネは瞬きも出来ずに眺めていた。




　残存した敵を無力化しながら、ライルはベルグマンを捜していた。それなりの数が残っていたが、〈魔王の庭ウートガルズ〉を展開したライルの敵ではない。

　銃じゆう撃げきは磁界制せい御ぎよで弾道を捻じ曲げ、武器は空気中の酸素と水蒸気を利用し腐食させ、人間は二酸化炭素中毒であっさり気絶させていく。二度だけ、あの〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉が出てきたが、蒸気補スチームアシス力管トシリンダーを酸化させるのは銃より容易で、ちょっと突けば後は勝手に蒸気が暴走した。

　ただ、ここまで急激で強引な物理法則の改変にはかなりのエネルギーを消費するので琥珀の消費は激しいが、なくなったら研究所の備蓄を利用すればいいだけの話だった。

　また一人、翳した手の先で兵士を気絶させる。化物を見たような怯おびえた顔だったが、そんな事はもはやライルには瑣末な事だ。

　感情など、余計なノイズに過ぎない。そんな物を慮るのを止めてしまえば、世界は簡単に支配できる。

　感情など、知性を濁らす不純物に過ぎない。そんなものに振り回まわされることほど無意味な事はない……

「ライル！」

「ライルさま！」

　空気が震えて鼓膜を揺らした。視覚で確かく認にんすると、赤銅色の髪の少女と、蒼褪めた銀髪の少女が、通路の先で立たち塞ふさがっていた。

「さっきは随ずい分ぶんやってくれたわね？　ハッキリ言って、けっこう傷付いたわよ？　あたしの繊細な乙おと女めの心臓が！」

「…………」

「ライルさま、もう不ふ貞て腐くされるのはやめて下さい。すこし上う手まくいかないからと、意固地になってどうするのですか？」

「…………」

　少女たちが何か言っている。何な故ぜか、二人ともそれぞれ左頬を腫らしている。何故だ？

「…………」

　いや、瑣末な事だ。いまはあの目障りな老人を狩り立てるのが目的だ。

　ライルは右手を掲かかげ、琥珀の魔ま力りよくを周囲へ展開した。

「力尽くですね、結局は！」

　銀髪の少女が琥こ珀はく眼がんを輝かせ、辺りに『霧』を撒まき散ちらした。かなり濃密で、まるで白い闇やみを佩くようだった。

　濃密な魔ま性の霧が、こちらの魔力と反発する。

「魔力の制御権は早い者勝ち……常に体内で共鳴状態に置く幻想種の魔力が、琥珀の魔力に負けると思いですか？」

　銀髪の少女は言い、さらなる『霧』でこちらを囲む。

　――だが支配権はともかくとして、単純な物量で敵かなう筈はずもない。

　懐ふところにはまだ十分量の琥珀がある。塵になるのを厭わず、ライルは琥珀の魔力をさらに励れい起きさせた。

「くっ……ああああああっ！」

　銀髪の少女は『霧』でこちらの魔力圏を押おし留めようとする。だが十欠片の高純度琥こ珀はくの励れい起き魔ま力りよくに対抗するのは骨のようだ。彼女は苦しい顔で耐たえるが、こちらの魔力圏を半径二メートルに抑えるのがやっとだった。

「必死な女を見て、涼すずしい顔するな！」

　赤銅色の髪かみの少女が突っ込んできた。木材を振り被り、こちらを気絶させようというらしい。確かに化学的に安定した多糖類の分解や腐食は困難だが――

「！」

　振り下おろした木材が簡単に受け止められ、赤銅色の少女が目を見張った。

　こちらの肉体が〝強化〟されていないと思ったのか。ライルはこれまで同様、眼前の少女の周囲から酸素を抜きとってやる。自然の空気対流を捻じ曲げたのでまた琥珀が塵になるが、些細なこと――

「…………？」

　おかしい。すぐに苦しみはじめる筈が、赤銅色の髪の少女は平然として――いや、息を止めているのか。だが、そんなものは時間稼かせぎにしか……

「…………？」

　少女が、笑った。苦しそうではあるが、悪戯でも仕掛けるような顔で、

　――我が慢まん比べよ。

　そう言ったような気がした瞬しゆん間かん、少女の顔が目の前いっぱいに迫り、少女の唇がこちらの唇を塞いだ。

「！」

　キス、などと甘いものではない。少女は腕でこちらの首を極め、さらに鼻もつまんで呼吸を完全に止めていた。足も、こちらの足に絡めて動きを止めている。

　――だが、無む駄だな事だ。

　強化された筋力なら、この少女を引き剥がすのなど容易い。ライルは少女を引き剥がそうと手を掛けた――が、少女はこちらに組み付いたままびくともしない。

　さらに力を込める。だが、少女は離れない。

「！　っ！」

　俄かに焦あせりを覚え、ライルは少女を引き離そうと手を変え場所を変えたが、少女はやはり離れない。服を引き千切り、肌はだに爪つめを立て、痣ができるほど強く掴んでも、少女は四し肢しの力をまったく緩ゆるめない。頑として離れないつもりだ。

　こちらの息が苦しくなってきた。不意打ちだったからこちらの息が続かない。手段は選んでいられないとついに――そう、ついに、だ――少女の赤銅色の髪に手を掛け、後ろ髪を思い切り引っ張ろうとし――

「…………」

　何故か、力がこもらない。何故だ？　決まってる。これ以上力を込めたら、彼女の綺き麗れいな髪を引き千切る事に――

「っ………！」

　そう、大事な――大事な幼馴染みの髪を引き千切るだなんて、出来る筈ない。彼女を傷付けるなんて――ああっ、そもそも何で僕ぼくは彼女にこんな真似をさせて……

「……んっ、んんーあ……」

　ふさがれた唇で彼女の名を呼ぼうとした刹那――後頭部を、鈍い痛みが襲おそった。衝撃で手の中の琥珀が零れ落ち、思考も急速に薄れていく。

「……いつか、頬を叩かれた仕返しです」

　倒たおれ込みながら聞こえた、静かながら凛りんとした美声に、

（……おっかない女の子たちだよなぁ、ほんとうに…………）

　まいったと苦く笑しようし、ライルは謝る言葉を探しながら気絶した。




「まったく。ほんとうに人騒がせよね。あげく、気絶した顔がこんなだし」

　膝ひざ枕まくらしたライルを見下ろし、マリーアはやれやれと肩を竦すくめた。服はライルとの取っ組み合いでボロボロだったが、本人はとても満足そうだった。

「……なんでこんな幸せそうな顔で気絶するんでしょうか」

　手にした木材を放ほうり出し、ルーナリアはライルの頬を突つついて毒づいた。呑気な「うう～ん」という呻き声を聞くと、ちょっと頬を膨らまし、突いていた彼かれの頬を引っ張った。

「ん……んん～……」

「まったく……他人の気も知らないで」

「あ、あたしもやらせて」

　少女たちはしばらく、気絶したライルの頬をたがいに引っ張り合った。

「……ありがとうね、ルーナリア」

　ライルの頬が両方とも真っ赤になる頃ころ、マリーアがぽつりと零した。

「……礼を言われる事など、ありません。あんな無謀な賭けを提案したのは、この私なのですから」

　先ほどのライルを止める為の一連の行動は、策というよりはほとんど博打だった。

　もしライルが感情を揺らさなければ、マリーアは簡単に引き剥がされていただろうし、ルーナリアが〈魔王の庭ウートガルズ〉の揺らぎを見出すのも不可能だった。

　ライルがマリーアへの気き遣づかいまで放り出したのかどうか――すべてはその一点にかかっていたのだ。

「一歩間ま違ちがえば、マリーアはライルさまに酷ひどい目にあわされていました」

「たしかに、ね。髪を引き千切られてたら、さすがに立ち直れなかったわ」

　乱れた赤銅色の髪を手櫛で整え、マリーアは軽く笑った。

「けど、ライルは最後には思い留まってくれた。だからあたしたちは賭けに勝った……あたしは、ライルを思い留まらせるくらいには、ちゃんと想われてるって事よね」

　マリーアはそう言うと、ライルの髪をくしゃりと掻かき回した。

「……ねぇ、ルーナリア。あなたにお願いがあるんだけど、聞いてくれる？」

「私にできることでしたら」

「あたしね、ライルに相応ふさわしい女にならなきゃって思ってた。相応しい女になって、ちゃんと彼の横に並べるようにって。けど……ちょっと考えを改めたの。たとえ相応しくなくても、あたしはライルの傍そばにいる。足手まといでも――いえ、足手まといだからこそ、あたしはライルの傍にいなきゃならないんだわ」

　毅然と、そして清々と、マリーアは宣言した。

「ライルは、足手まといがいるくらいでちょうど良いんだわ。気遣う人間が傍にいれば、きっと彼はもう自分を投げ出したりしない。あたしは、ライルの為に足手まといでいようと思う」

「……はい」

「けど、もしあたしの足手まといの所せ為いで、ライルが危なくなったのなら――ルーナリア、その時はあなたがライルを助けてあげて欲ほしい」

「……それが、お願いですか？」

「ええ。ミラには頼めない。あなたにしか頼めないの。きっとその時一いつ緒しよにいるのはあなただと思うから。だからルーナリア、その時が来たら、迷わずあたしを見捨てて」

「…………」

　とんでもない〝願いごと〟だった。だが最も瞠どう目もくすべきは、その〝願いごと〟をする本人が、まったく誇らしさも陰かげりもなく言ってのけた事だろう。マリーアは、茶飲み話のついでくらいの気軽さ、アクセサリの貸し借りくらいの簡単なお願いとして、自分の命について話しているのだった。

　彼女ルーナリアなら分かってくれる――そういう信しん頼らいに基づいた〝願いごと〟なのだ。

「……条件付きなら」

「条件？」

「マリーアも私を見捨てると約束してくれるなら、そのお願いを胸に留めます」

「…………」

「私たちは親友なのでしょう？」

「……ええ。約束するわ」

「けれど……きっと大だい丈じよう夫ぶです。きっとライルさまなら、そんな悲しいことは許されないでしょうから」

「そうね……そうかもね」

　二人の少女は微笑ほほえみ合うと、改めて少年の頬を突いた。

　すると、ようやくライルが「ううん……」と呻うめいて目を擦こすった。

「う、うう……………やぁ、おはよう。マリーア、ルーナリア」

「「…………ふんっ」」

「いたいたいたいたいっ！」

　頬を両側から思い切り引っ張られ、ライルは情けない悲鳴を上げて飛び上がった。

「痛た……変だな。ものすごく、かなりものすごく、頬がじんじんする……」

「気のせいじゃない？」

「それに……頭がくらくらするし、なんかでっかいタンコブが……唇も切れてるし」

「「さぁ？」」

　しれっとしたマリーアとルーナリアを、ライルは納なつ得とくできない顔で順繰りに眺めた。

「…………本当に気のせいかな？」

「それより、逃にげだしたジジイを追わなくていいの？」

「……そうだね。今はそれが重要だ」

　ライルは立ち上がると、床に落ちた琥珀を拾って歩き出した。

　マリーアとルーナリアは、やれやれと顔を合わせて笑い合った。

「……ありがとう、マリーア、ルーナリア」

　そう、小さく呟かれたライルの言葉は、彼女らの笑い声に紛れるほどささやかだった。だからそこに含まれた万感の想いは、今のところライルの胸の内にだけ留まった。




※　※　※




「っ！　はっ！　はっ！」

　ぜいぜいと息を切らし、トビアス・ベルグマンは森の中を走っていた。馬を使わないのは身を隠すうちに研究所の裏手へ出てしまい、そんな選せん択たくが頭から吹っ飛んでいたからだ。

「はっ！　はっ、あっ！　ぜっ！　はっ、ふはっ！」

　老齢に似合わぬ、脇わき目めも振らぬ全力疾しつ走そう。よほどの恐きよう怖ふに突き動かされているらしい。

「はっ、は――はっ、ぜはっ！　ぜっ、ぜっ――ぐおっ！」

　だが、さすがに限界が来たようだ。ベルグマンは足を縺れさせひっくり返った。

「はっ、はっ！　ぐっ、ぐぐぐっ！」

　それでも、土を掻いてさらに先へ進もうとする。

「ぐっ、ぐぐっ……と、遠くへ……もっと遠くへ……」

「……遠くとは、いったい何ど処この事です？」

　恐怖に沸ふつ騰とうした老人の脳髄が、その冷ややかな声で俄かに思考を取とり戻もどした。顔を上げた先には、黒い軍服に身を包み、大剣を腰に提さげた、黒くろ髪かみの女が立っていた。

「ま、マーガ……」

「その愛あい称しようで呼ぶなと、いったい何度言えば聞き届けていただけるのでしょうか」

　マルガレーテ・マルシュナーは、濃のう紺こんの瞳で無感動に老科学者を見下ろした。

「それで？　いったいどれほど遠くへ行くおつもりで？」

「き、決まっておる！　あ、あんな化物と二度と会わぬ場所だ……あんな……あんな規格外の化物……っ！」

「化物、ですか」

「そうだ！　奴やつは化物だ！　唯ゆい一いつの救いはヤツが自分を人間だと思い込んでいる事だ……わ、儂わしはもうごめんだ……奴が人間を装っているうちに、はやく遠くへ逃げねば……」

「……なるほど。あなたはもう此処まで、という事ですね」

　冷ややかどころか、凍えた金属のような声音だった。

「正直、柄がらにもなくほっとしたのも事実です。あなたが失敗したおかげで、わたしが《最後の魔女の弟子》を殺す機会も巡って来るでしょうから」

「な、なにを……」

「あなたは用済みという事です、トビアス・ベルグマン」

　ようやく気付く。マルガレーテの背後に、彼女と同じ黒衣の集団が控ひかえているのを。第二王子の私兵――鉄薔薇騎士団。

「こ、殺すというのか!?　これまで散々尽つくしてきた、この儂を！」

「軽々しく『尽くす』などと仰らない事ですね。我々とあなたは、あくまで協力関係なのでしょう？　協力というのは、互いの利益が均等である者同士で成り立つもの。あなたにはもう、利益は見込めません。もはや――無価値です」

「なっ、なにを――」

「安心してください。せめてあなたの最後の作品で幕を下ろしてさしあげましょう」

　マルガレーテがそう言って部下に連れてこさせたのは、長身の女だった。右肩に引っ掛けたマントの下には、しなやかな筋肉で覆おおわれながら女性らしさも兼かね備えた、古代の戦女神を思わせる身体が見みえ隠れしていた。そして茶ちや褐かつ色しよくの蓬髪の合間からは、硬こう質しつな美び貌ぼうがあったが、

「…………」

　幻想種の証あかしである琥珀眼は、曖あい昧まいに濁にごってどことも知れぬ場所へ焦点を投げていた。自意識という物が極端に曖昧で、事実、彼女の首に巻かれた首輪と、それに繋がれた鎖くさりで引っ張られ、ようやく歩くことを思い出しているような状態だった。

「……短時間で、よく仕上げてくれました。この猟犬には、これから存分に働いてもらいます」

「きっ、きさま……きさまぁ……この、この娼婦崩くずれの……腐れ女がぁぁぁぁああああああああ――――――っっ!!」

「この老人を殺しなさい、アンゲリカ・ファングツァーン」

　マントを跳ね上げ、アンゲリカが咆ほう哮こうした。

　鉄の爪を備えた右みぎ腕うで――自身が設計したそれが振ふり下ろされるのが、トビアス・ベルグマンがこの世で見届けた最後の光景だった。




「………………」

　マルガレーテは静かに立ち尽くし、死体となったベルグマンを見下ろしていた。部下たちと猟犬アンゲリカはすでに撤収させている。森の中に残っているのは彼女だけだった。

　特に、この老人へなんらかの感かん慨がいがあって残ったわけではない。ここにやって来るだろう人物へ、ちょっとした言付けがあるだけだ。

「………………」

　やがて、その人物が予想通りにやって来た。

　納まりの悪い鉄色の髪に、眼鏡をかけた童顔の少年――ライル・バルトシュタインだ。彼の背後には赤しやく銅どう色いろの髪の少女と蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつの少女も続いていたが、マルガレーテの興味は《最後の魔女の弟子》だけである。

　ライルはベルグマンの死体を見つけ立ち止まると、律りち儀ぎにも黙祷した。数秒の黙祷を終えると、目を開いてマルガレーテを見据すえる。

「……マルガレーテ・マルシュナーさん」

「『さん』は結構。『マルガレーテ』とお呼びください」

「――なら、マルガレーテ。ベルグマンを殺害したのはあなたですか？」

「あなたはどう思われます？」

　試すように問うと、《最後の魔女の弟子》はベルグマンの死体へ目を馳せ、そしてマルガレーテの腰の大剣けんをちらりと見、

「――言い直します。ベルグマンを殺害したのはあなた方ですか？」

　修正された質問に、マルガレーテは濃紺の瞳をすっと細めた。

「ええ。ドクトル・ベルグマンは、我々が罰しました」

「…………そうですか。分かりました」

　頷うなずいたライルに、マリーアが渋しぶい顔で口を開く。

「それで納得するつもりなの？」

「納得するも何も、この事件はこれで終わった。

　ドクトル・ベルグマンは、出資者であるアルベルト殿でん下かの与あずかり知しらぬ私的研究に予算を横領した挙句暴走。それを察したアルベルト殿下が部下を秘密裏に――ヘクセンブルグ市自警団の地位を借りて潜入させ内定するも、その発覚を恐おそれたドクトルは逃走。それを阻そ止ししようとした鉄薔薇騎士団に誅殺される……そんな報告書がすでに作成されているのでしょう？」

「《最後の魔女の弟子》というだけあって、千里眼もお供えのようですね」

　冷ややかに告げる鉄の仮面の下で、マルガレーテは満足した。

　そう、そうでなくてはいけない。そうでなくてはいたぶり甲斐もない。そうでなくては、あの方が執着した意味もない。

「……話はそれで終わりですか？」

「いえ、ふたつほど言っておくことがあります」

「では、簡潔にどうぞ」

「あなたたち――いえ、『あなたの企みは、僕が必ず阻止します。《最後の魔女の弟子》として、必ず』……そう、アルベルト第二王子殿下へ伝えて下さい」

「伝えましょう。それで、ふたつめは？」

「あなたがぼくを憎む理由は、何ですか？」

「…………ふふ」

　ああ、何という事だろう。わたしは笑っている。いったいいつ以来の事だろうか。

　最初の顔合わせでは、ただ疑問にしか感じなかった。昨晩の邂逅では、ひたすらに苛立った。そして今は、苛いら立だちに納得している。

　この男は、わたしの獲え物ものだ。わたしだけの獲物――仇に値する獲物だ。

「察しはついているのではありませんか？」

「……あなたは、ヴィルヘルム・ゼスト卿の――」

「恋こい人びとか、と言われたら違ちがいます」

　釘を刺すと、マルガレーテは久方ぶりの感情――愉悦を滲ませて言った。

「あのお方は、わたしの光でした。その光が奪うばわれたなら……奪われた者が何を望むかは分かるでしょう？」

　そうだ。笑わないでいられるわけがないではないか。

　自分は知ってしまったのだ。熱く甘い――復讐の愉悦を。

「ライル・バルトシュタイン、わたしもあなたに言っておきましょう。マルガレーテ・マルシュナーは、あなたを幸せの絶頂で殺す、と。せいぜい、幸せになって下さい。どうぞ、全力を以てあなたの目的を果たして下さい。わたしに、最高の果実ふくしゆうを味わせて下さい」

　宣言すると、マルガレーテはさっと身をひるがえして木立の合間を縫い撤収した。

　滴るような笑えみを浮かべ、マルガレーテは走る。上気した頬を風がなぶる――だがその頬に流れる一筋の涙なみだに、彼かの女じよは気付いていなかった。

　復讐の果実を夢見る女は疾駆する。愉悦に嗤い、愉悦に啼きながら。







終章　夏の終わりに







　ヘクセンブルグは古くからの避ひ暑しよ地ちだ。この地の王家の別荘にもまた歴史的逸いつ話わがあり、一説には周辺諸国を併合してイルゼシュタイン王国を築きあげた『戦女王』イルザが、初めて海を目にしたのがまさしくこの場所であるとされている。

　歴史の真贋は他記に譲るとして、少なくとも王家の別荘近くのプライヴェート・ビーチが、イルザ女王のお気に入りであった事は確からしい。

　その『女王の浜辺』と関係者の呼ぶ美しい浜辺は、夏の日を浴びて宝石のように輝かがやく少女たちを迎むかえていた。

　一人は、現在この浜辺の主であるイルザ・ヴァネ・イルゼシュタインだ。金銀妖眼の幼い姫ひめ君ぎみは、白いワンピースの水着を纏い、砂の城を作るのに夢中になっていた。初めての砂上建築にしてはなかなか凝こっており、王都のイルゼシュタイン城を再現しようと思案中の様子である。純金色の髪やちいさな鼻の先に砂がこびり付いているのが、なんとも微笑ましく愛らしい。

　そのイルザの様子を見守るのは、言わずと知れたツェツィーリア・グレイザーである。すらりと引ひき締しまった身体を、白いビキニで飾っている。紐で結んで止めるタイプで、その分布面積は小さめだ。意外と着痩やせする胸や、つんと引き締まったお尻しりの形の良さが一目で分かる。この水着に着き替がえた当初は恥はずかしさの余りもじもじとしていたが、今現在は慣れた様子で平然としていた（だが何故か、時折水着の結び目を念入りに確認していた）。

　少し離れ、折り畳み椅い子すが二つ並んでいる。

　ひとつには、真夏の太陽にもっとも祝福されていると思わせる、マリーア・ハイラインが腰こし掛かけていた。赤銅色の髪が、陽の光をより集めたように眩しく輝いている。水着は、彼女のスタイルを惜しげもなく晒さらす赤いビキニ。凝った裁断のトップが豊かな胸を軽く持ち上げ、魅み惑わく的てきな谷間をつくっている。アンダーには薔薇の花弁を思わせる飾りが揺ゆれて、女性的な肢し体たいをちょっとした子供っぽさをアクセントにして際きわ立だたせていた。

　その隣となりにちょこんと浅く腰掛けているのは、ルーナリア・ネブラブルートだ。彼女は黒いワンピースタイプの水着で一見露ろ出しゆつは少ないが、蒼褪めた銀髪で隠かくれがちな背中側はかなり大だい胆たんにカットされていた。彼女はどこか緊きん張ちようした様子だった。水着のせいかとも思われたが、しきりに無表情じみた顔を動かし、周囲を警けい戒かいしている。

「そんなに構えてたら、せっかくの『女王の浜辺』が台無しよ？」

　のんびりと日光浴を楽しむマリーアが、苦笑交じりにルーナリアを窘めた。

「せっかくだから、楽しまないと」

「しかし……状じよう況きようが状況ですから……」

　ヘクセンブルグ研究所での騒そう動どうから、すでに丸二日が経たっていた。

　事件は、ライルが推察した通りの顛末で片が付いた。この街では市長や商工会でてんやわんやの大騒動だったらしいが、王都方面の新聞には握にぎり拳こぶし程度の範囲で簡単にまとめられただけだった。

　むしろ新聞をはじめとした巷間を騒がしているのは、牙の血族の列車襲しゆう撃げき事件だった。『琥こ珀はくの瞳ひとみを輝かす怪物の襲撃』として大々的に取り上げられ、一時は空想の産物として歴史の闇に潜んでいた幻想種は、再び実在の存在として浮うかび上がった。それも、『人間に敵対する怪物』という、考えられる限り最悪の例ケースとして。

「ま、過ぎたことを思い煩ってもしょうがないわ。それに、悪いことばかりじゃないわよ。おかげであたしとルーナリア、ちょっとした有名人になれたじゃない？」

　牙の血族の襲撃で奮戦した二人の少女は格好の話題となり、目撃者も多かったことからちょっとした英雄扱いになっていた。事件が記事になるのに少し遅おくれて、マリーアとルーナリアには取材の申し込みが入って来た。

　どうしようかと迷っていた二人だが、結局はその申し込みを承諾した。ライルから『二人に「英雄」になってほしい』と頭を下げられたからだ。

「ライルからあんな風に頭下げられたら、断りきれないわよね。まぁ、《赤しやく銅どうの舞姫ひめ》ってそこそこカッコいい綽名を貰もらえたからいいけど。ちょっとは《最後の魔女の弟子》とバランスが取れるってものよ」

「……私はちょっと恥はずかしいです」

「そう？《月花の歌うた姫ひめ》だなんて風流で良いと思うけど。あの成金オヤジも『それで売り出そう！』って超ノリ気だったわよ？」

「あう……」

　件の列車でルーナリアの歌声に惚れ込んだあの成金男、意外と顔の利きく人物だったらしい。歌手本人が知らない内に初舞ぶ台たいの予定をとんとん拍子で整えてしまった。

「おかげであたしも儲けさせて貰えそうだわ」

「……それはもういいです」

　ルーナリアの興行権は名目上マリーアが所有している。なのでうらめしく思いつつも、頷かざるを得ないのが実情だった。

「それより……あのマルガレーテという女の事です」

　研究所での一連の騒動の最後、ライルへの復讐を宣言して去っていった黒衣の女。明確にライルを狙う彼女は、警戒するに越こしたことはない。あの女ははっきり『ライルを殺す』と言い放ったのだ。

「うーん……それも今から心配してもしょうがないんじゃない？」

　だが、マリーアはあっけらかんとしたものだった。

「そんな呑気な……」

　ルーナリアは眉まゆをひそめ、赤銅色の髪の親友へ口を尖とがらせる。

「……今こうしてる間にも、ライルさまが狙われてるかも知れないのですよ？」

「そうかもね。けど、あの女こうも言ってたわ。『ライルを幸せの絶頂で殺す』って」

「……それが？」

「あたしね、ライルを幸せにしたい。ものすごく幸せにしてあげたい。あの女がライルの幸せの絶頂を狙うってんなら、絶頂なんてつくってやらない。もし幸せの終着点があるとしたら、それはしわくちゃのおじいちゃんおばあちゃんになって、たくさんの子供と孫に囲まれながらベッドの上で死ぬ時だけよ」

「…………」

「だからほら、ぜんぜん大丈じよう夫ぶよ」

　そう言ってマリーアは笑った。

　ルーナリアも、つられて微笑んだ。別にマリーアの台詞せりふをそのままに納得したからではない。要するにマリーアは『未来なんてどうにでもしてやるんだ』と言っているのだ。

　不安があるなら立ち向かえばいい。取り除けばいい。それだけのことなのだ。

「あっ！　ライル先生！」

　イルザが歓声をあげて立ち上がり、別荘から降りてきたライルへ向かって駆かけ出だした。幼い生徒に抱だき付かれて頬ほおを擦られ、ライルは困ったように笑っている。

「イルザ……そんな恰かつ好こうではしたないよ？」

「いいんです。父上にはお転婆なわたし。ツェツィの前ではお茶目なわたし。そしてライル先生の前ではちょっとはしたないわたしと、ちゃんと使い分けてますから」

「せめて自分の前では、お淑やかなイルザ様であって欲しいのですが……」

　主の後を追い掛けたツェツィーリアがぼやくように漏もらした。はしゃぐイルザを抱っこしたライルが目を向けると、彼女は生き真ま面じ目めな顔を赤らめて体をくねらした。

「な、なんですかっ」

「いや、まぁ、その……今日は紐は大丈夫ですか？」

「大丈夫です！　なんですかその眼は！　いったい何を考えているのですかっ！」

「いえ、別に……」

「ツェツィ、早く海へ入りましょう。その頭を冷やすのにちょうど良いわ」

「は、はい……また泳ぎの練習ですか？」

　イルザはライルとツェツィーリアの手を引いて急かした。明日にはヘクセンブルグを発って王都に戻る。せめて今日だけは、精一いつ杯ぱい遊び倒そうというのだろう。

　一見微笑ましい光景ではあるが、マリーアとルーナリアは物言いたげな顔を互いに見合わせた。

「……行くわよ、ルーナリア」

「……もちろんです、マリーア」

　近日中に《赤銅の舞姫》と《月花の歌姫》と呼ばれることになる二人の少女は、勢い込んで浜辺を駆けて行った。




※　※　※




「御苦労さま、マーガ」

　アルベルトは帰還したマルガレーテを労ねぎらったが、彼女は二週間前と相変わらずの冷厳とした表情で敬礼を返すだけである。ベッドの上でもこの顔なのかと、埒もない想像をする。それとも、ヴィルヘルムの前では女らしいしなでも作っていたのだろうか。

　彼らが要るのは、何の変へん哲てつもない一いつ般ぱん客きやく車――座席が連なった二等客車だった。ただし、他の乗客は一人もいない。この客車だけではない。この列車に普ふ通つうの乗客は一人もいない。列車丸ごと、借り切りにしているのだった。もちろん、アルベルトの名は表に出ていない。

　二等客車の固い座席に腰掛けながら、アルベルトは特に不便とも感じず、マルガレーテとの会話を進めた。

「品物の出来はどうだい？」

「はっ。『小こ熊ぐま』も『猟犬』も、仕上がりは上々です」

「それは良かった」

「はい。しかしながら、一部予定外の要素もあります」

「あぁ……《赤銅の舞姫》と《月花の歌姫》のことかい？」

　なんとも勇ましい二つ名に、アルベルトは軽く肩かたを竦めた。

「やっぱり、爆薬で吹ふき飛ばしてしまうべきだったな。まぁ、狼おおかみどもを撃退したのがマリーア嬢とヴィラージェの妹だってのは、後になって知ったんだけどね」

「いかがしますか？」

「ま、しばらくは放っておこう。面倒になったら、その時に吹き飛ばし直せばいい事さ。こっちの手駒は揃そろってる。問題ないよ」

　マルガレーテを伴ともない、アルベルトは客車を移動した。隣接する貨物車の扉とびらの錠を解き、がらりと開け放つ。

　貨物車内には、ぎっしりと鋼鉄の塊かたまりが並んでいた。歪いびつな人型とも立ち上がった熊くまとも見える輪郭に、角のように各所から突き出でた冷れい却きやく板。

　亡きドクトル・ベルグマン謹製の〈機関鎧モートア・骨殻パンツアー〉、ベーアリン。

　それがこの貨物車で一ダース。さらに貨物車が全部で十両。合わせて総数一二〇体。まだ一部しか改良が施されていないが、ヘクセンブルグ研究所から引き上げさせたベルグマンの部下たちの手ですぐに実用化されるだろう。

「これだけあれば、新しいもの好きな連中へのデモンストレーションには十分だろう。あとは『猟犬』となったアンゲリカで適当に騒さわぎを起こせば、《黒い森》――幻想種との戦争は確実になるだろうね」

「……前々から疑問に思っていたことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「うん？　なんだい？」

「殿下は、いったい何処を目指しておられるのです？　ヴィルヘルム様は、戦争が才能を選別し発揮させるのに一番の環境だとして、一連の計画を立てておられましたが……失礼ながら殿下は、計画にさほどの執着はないように窺うかがえます」

「それって重要なことかい？　君にとって重要なのは、ライル・バルトシュタインを殺す事だろう？　彼の命を断ち、彼の魂を砕くだく――その為ためにヴィルヘルムの計画を進める神輿があればいいだけで、僕の目的なんて実はどうでもいいんだろ？」

「…………」

「心配しなくていいよ。君にはちゃんとライル・バルトシュタインを殺す機会を与あたえる。彼を殺し、ヴィルヘルムの計画を成就させてあげればいい」

「……ありがとうございます」

　――あぁ、こんな顔も出来るんじゃないか。

　知ってか知らずか薄うすく微笑むマルガレーテを見て、アルベルトは胸中で感心した。やろうと思えば嬉しそうに笑うじゃあないか。まるで百年の恋こいに焦がれる乙おと女めのようだ。

　――果たして復讐を果たした後、この女はどんな顔をするのか？

　これまでは望まれた役割を演じるだけだったが、このささやかな好奇心を満たすために戦争を起こすのも良いかもしれない。

　やがて訪れるだろうマルガレーテの幸福の絶頂に思いを馳せ、アルベルトは子供のようにわくわくと胸を高鳴らすのだった。







〈Vacances on the Hexen-burg〉closed.







断章　告白せしは







　イルザに連れられたヘクセンブルグでのバカンスも最終日。

　ライルはヘクセンブルグ研究所の地下、魔女の隠し部屋を再び訪おとずれていた。明かりはランタン一つきりでひどく薄暗い。

「……………」

　事件の後、研究所は第一王子ベルンハルト貴下の第一近衛大隊の監視下に置かれた。研究所の出資者である第二王子アルベルトは、『どうぞ兄上の良いようになさってください』とあっさり言ったという。その理由は、このがらんどうとなった地下空間を見れば一目瞭然であろう。

「……ライルさま」

　振り向むくと、ルーナリアがやって来るところだった。

「ルーナリア。レレーネは？」

「今さっきお帰りになりました。同族の遺灰を抱かかえて」

　辛くも生き残った白風の妖精レレーネ・アールレイムは、イルザの別荘に匿われた。彼女はずっと個室に籠り切り、唯ゆい一いつ幻想種であるルーナリアとだけ会っていた。

「怖こわい姿を見せちゃったからな……嫌きらわれたんだろうな」

「いえ。彼女は嫌っているというよりは、合わせる顔がなかったのでしょう」

「合わせる顔？」

「彼女は言っていました。『自分は耳を塞いだ子供だった』と」

「…………そうか」

「別れ際にこうも言いました。『人間すべてを許すことはできない。けれど仲間の亡骸を丁てい寧ねいに扱ってくれたことには感謝する。それと』……」

「それと？」

「『ごめんなさい』、と」

「……そう、か」

「彼女は、以前の私を見ているようでした」

　ルーナリアはとくに何を見るともなしに、ライルの横で前を向きながら話した。

「……ライルさまと出会わなければ、私も自分の弱さを怒いかりで誤ご魔ま化かして、何もかもを『敵』にしていたかも知れません」

「そうかな？」

「はい。私はライルさまと出会えて、マリーアと出会えて――いろいろな人と出会えて、とても幸せです」

「……そう言ってくれると、僕ぼくもちょっとは良い事をしたのかなって思えるかな」

　照れくさくなって、ライルは頬を掻かいた。

「ライルさま」

　横を向くと、ルーナリアは無表情で、けれど真摯な眼めで、こちらを見上げていた。

「ライルさまは、マリーアが好きですよね？」

「……唐突だね」

「唐突かも知れませんが今更な質問です。ライルさまは、マリーアが好きですよね？」

「……うん」

「なのになんで、マリーアへ気のないふりをするのですか？」

「……好きだから」

「答えになっていません」

「それが答えだよ。好きだから――好きすぎるから、困るんだ」

　ライルはルーナリアの真まっ直すぐな視線から目を逸そらし、独り言のように言った。

「……僕は傲慢で強欲で、そしてきっと嫉しつ妬と深い。一度マリーアが欲ほしいと思ったら――たぶん僕は、彼女の一いつ切さい合財を自分のものにしないと気が済まない。彼女の全部を僕だけのものにしないと気が狂いそうになる。それが、恐こわい。だって僕は、今の彼女が好きなんだ。なのに僕は、彼女を変えてしまわなければ気が済まなくなる。きっとそうなる。怖いんだ。僕は自分の好きって気持ちが、恐い」

「……なるほど」

　視線を戻すと、ルーナリアは呆あきれたという風に首を振っていた。

「……つまり、信じられないのですね。十年以上顔を突き合あわせてきた幼おさな馴な染じみがつまらない女になってしまうのではないのかと」

「っ！」

「結局、ライルさまの好きなんて、その程度のものなのですね」

「それは――」

「マリーアの好きが自分の好きを受け止められるワケないと自惚れているのでしょう？」

「そっ――」

「違うのですか？　違うというのなら、あなたがマリーアを変えてしまえる根拠を示して下さい」

「…………」

　矢継ぎ早なルーナリアの言葉に、ライルは何も言えなくなった。

「だいたい、マリーアの気持ちを過小評価しすぎです。今の時点ですでに他の女性の好意が霞むくらいなのに」

「………………はい？」

「やっぱり気付いてないのですね。でしたら、はっきり言います」

　ルーナリアはライルの頬に両手を添えると、ぐいっと自分の眼がん前ぜんへ引き寄せた。

　ライルの視界が、ルーナリアの顔でいっぱいになる。

「……ライル・バルトシュタイン。私はあなたに決闘を申し込みます」

「け、決闘？」

「はい。私の好きがあなたを変えられるかどうかの決闘です」

「………………は？」

「あなたが私を好きになったら私の勝ち。あなたが私をどうでもいい女と思ったままなら私の負け……とても単純な勝負でしょう？」

「えっ、あっ……ええっ？」

「そんな情けない顔をしないでください。『あなたが好きだ』と言っているのですよ？　男らしい顔をして下さい」

　ルーナリアは目を閉じ、代わりにかるく唇くちびるを開いた。小さくて柔やわらかそうな唇が迫せまって来る。彼女の甘い吐と息いきが、もう鼻孔を擽るほどに――

「――そう簡単にキスなんかしてやりません」

　とんと胸を押おされ、ライルは呆ほうけた顔のまま尻もちを搗いた。

「言ったでしょう？　決闘を挑むと。私からキスなんて、絶対にしてあげません。キスをするのも、手を繋ぐのも、肩を抱くのも、私からなんてしてあげません。私がして欲しいことは、全部ライルさまにしてもらうんです」

「…………そんな殺せつ生しような」

「そう思うのでしたら、どうぞいつでも私を押し倒してください。けれど――」

　と、ルーナリアはほんのりと強気に微笑ほほえんだ。

「――けれど、これは決闘なのです。生きるか死ぬかくらいの気分で、ちょうど良いでしょう？」

「………………」

　ライルが絶句していると、ルーナリアは背を向け去っていった。一度ぐらい振り向くかと思ったが振り向かず、思わず声を掛かけそうになるのをぐっと堪こらえる。

「…………反則だこんなの…………！」

　残されたライルは頭を抱えたが、もはや後の祭りだった。

　どれほど悩なやんでも、いまさらどうしようもない。明確な返事を返せなかった時点で、すでに〝決闘〟は成立したも同然だ。とんでもない〝告白〟もあったものである。

「……しょうがない。一先まずは目の前の問題から片付けよう」

　問題を棚たな上あげするような気がしないでもないが、目の前に問題があるのは事実だった。

　ライルは立ち上がると、ランタンを翳かざして壁面を丹念に調べた。壁面には、エルルーアの落書きめいた数式が書き連なっている。

「鏡文字の中で、鏡に映しても元に戻もどらない文字……暗号というか、立体パズルだな」

　文字を拾い、意味のある数列に並べ替える。素因数分解といった基礎的なものや、いったい何次まで膨れ上がるのか分からない方程式を丹念に解いて行くと、最終的に三つの数字が残った。

「幅に奥おく行ゆきに高さ、か。この空間の…………ここか？」

　叩たたいてみると、目的の場所だけ反響が違う。当たりのようだ。

　用意しておいたピッケルを懐ふところから取り出すと、狙ねらい定めて叩き付つけた。コンクリート壁を貫通すると、空気の流入音がした。密閉状態で何かを保存していたのだ。さらに穴を広げると、二〇センチ四方の空間に、とても単純な造りの蓄音器を発見した。
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「発条仕じ掛かけか……」

　捩子を巻いて床ゆかに置くと、声を保存したシリンダーが回り出す。やがて聞こえてきたのは、ライルの予想通りの、聞き馴染みのある声だった。

『――あたしの名はエルルーア・アゾート。これを聞く者は、あたしについていくつかの異名を聞いているかも知れないが、あたしはこれを聞く君にこう名乗ろう。

　――あたしは敗残者。己おのれの浅墓さに打ちのめされたみじめな負け犬が、あたしの名だ。

　――君は何者だ？　……いや、君が何者かは問うまい。

　――これから君が手にするのは、世界を変革し、世界を滅ぼす力だ。この力をどう使うかは君しだい……名声を得るのも良いし、富を得るのも良いだろう。

　――だが叶うなら、君が孤高と孤独を識る者たらんことを切に願う。世界の残酷さに打ちのめされても人間と向き合える、へこたれない心の持ち主でありますように…………

　――………………

　――…………

　――……




「……なるほど。確かに《最後の魔女の遺産》だ……」

　ライルは頭を振り立ち上がると、蓄音器のシリンダーを抜き取り、粉々に踏ふみ砕いた。そして、懐から取り出したマッチに火を点け、シリンダーの破は片へんが残らず灰になるまで、じっと炎ほのおを眺ながめ続けた。




To be continued……
















独白烏のモノローグ







　ライトノベルにおける黄金律、海だ水着だポロリもあるよ（？）な三巻、いかがでしたか？　まぁ、欲を言えば全女性キャラに水着を着せたかったのですが……まだまだ修練が必要なようです。




　そんなこんなの【月花の歌姫と魔技の王Ⅲ】ですが、近代ファンタジーのお約束、蒸じよう気き機き関かん式しきパワードスーツの登場です。

　いいですよね、オーパーツ的ポンコツ発明。【名探偵ホームズ】とか【モンタナ・ジョーンズ】観てた人間としては出さない訳には参りません。

　この世界の蒸気機関は琥珀炉のおかげで、燃焼炉がかなり小型化されています。使い勝手が良いので外燃機関の研究はかなりの速度。おそらくは循じゆん環かん型がたのスターリングエンジンも相当洗練されているんじゃないでしょうか？

　だからヘンテコメカが発達してても不思議じゃありません。不思議じゃない。今決めた。

　ちなみに今回の〈小熊〉は、初期イメージデザイン：翅田大介となっております。数年ぶりにこねこねした油粘土で大まかな形を作り、拙つたない作品を写真に撮って、大場さんにリファインしてもらいました。おそらく、かなりの苦労されたのではと思います（お世話かけました……）。

　そして、イルゼシュタイン王国は琥珀炉式蒸気機関発祥の地なので、そりゃあもうさらに変な蒸気メカが犇ひしめいてるに違いありません。たぶんタコ型戦車とかイカ型装甲車。次回はきっと金属触手が光って唸うなることでしょう。

　そして今回はエルフっ娘こ登場ですが、どちらかというと僕の本命は軍人っ娘のマルガレーテ。復讐に燃える女軍人とか、萌えて萌えてしょうがない。

　こういう幸さち薄うすそうな娘の復讐はぜひとも晴らして差し上げたい。きっと愛あい撫ぶするようにナイフをすべらし、接キ吻スするように剣先をねじ込むことでしょう。上気した顔で血を舐め取り、睦言をささやくように罵ば詈り雑ぞう言ごんを注ぎ……考えただけで昂たかぶる。

　――主人公、殺やっちまうか？

　と、それでは【月花の歌姫と魔技の王Ⅳ】でまたお会いしましょう。

　はたしてライルは作者の趣味をすり抜け生き延びる事が出来るのか、乞こうご期待。




二〇一三年初春　翅はね田た　大だい介すけ
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

翅田大介先生／大場陽炎先生
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